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盛岡市は，東北地方の東部を南北に縦断する北上川と，その支流である雫石川・中

津川が合流する地点に中心市街地が形成され，北に雄大な岩手山と姫神山を望む，岩

手県の県庁所在地です。その骨格は，約 400年前に南部氏により築城された盛岡城を

中心とした城下町であり，藩政そして県政の中心として，また交通の要衝として栄え

てきました。

近年の盛岡市は，平成 4年4月に南に隣接する都南村と，平成 18年 1月に北に隣

接する玉山村と合併し人口約 30万人，面積約 886平方キロメートルという北東北

の拠点都市となるとともに 平成 20年4月には中核市へ移行しました。

この中心市街地の南西部，雫石川の南に広がる田園地帯に職住近接の新市街地を形

成しようというのが「盛南開発構想」で 全体計画の約 7割にあたる 313.5ヘクター

ルを整備するのが「盛岡南新都市開発整備事業」です。事業主体は独立行政法人都市

再生機構(旧地域振興整備公団)で，平成 3年 12月に事業認可，土地区画整理事業

の整備手法により平成 7年 11月より着工されています(愛称「ゆいとぴあ盛南J)。

それに伴い，当該区域内に所在する埋蔵文化財包蔵地 17遺跡，計約 90ヘクタール

のうち，整備事業によって消滅を余儀なくされる遺跡の発掘調査を，平成 5年度から

当市教育委員会と財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが行っており，

現在もなお継続しているところであります。

本報告書は，当市教育委員会が平成 5年度から 12年度に実施した発掘調査のうち，

台太郎遺跡の調査成果について報告するものです。区画整理事業及ぴ発掘調査は現在

も継続中ではありますが，不幸なことに平成 12年 12月に当市文化財調査室が火災の

ため全焼し整理・収蔵中であった当該調査資料の多くが擢災しております。本書は，

残存した調査資料をまとめて作成したものですが，市民の皆様をはじめ，各学校や教

育機関・研究者等の方々に，当該地域の歴史を知るためにご活用いただければ幸いと

存じます。

最後になりましたが発掘調査を実施するにあたり，多大なるご協力やご指導を賜

りました都市再生機構岩手都市開発事務所ならぴに岩手県教育委員会生涯学習文化

課，財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに対し深く感謝申し述べると

共に，発掘調査にご理解とご協力をいただきました地権者各位ならびに地元関係者の

皆様に厚く御礼申し上げます。

平成 22年11月

盛岡市教育委員会

教育長 八巻恒雄



例

本書は、岩手県盛岡市本宮-向中野・南仙北 飯岡新田に所在する盛南地区遺跡群において， I盛岡南新都市開発整備事業1 

(通称・盛南開発，愛称:ゆいとぴあ盛南)J及び関係事業に伴い平成5年度から 12年度に実施した発掘調査の報告書である。

なお， I盛南地区遺跡群」の名称については，事業区域内に所在する計 17遺跡を包括する総称として使用し，本書ではその

うち台太郎遺跡の調査成果を報告する。

本書の編集及び刊行事務は盛岡市遺跡の学び館が行い，編集・執筆作業を津嶋知弘が担当した。2 

平面直角康標X系を座標変換した調査座標で表示した。遺構平面位置は，日本測地系3 

日本測地系第X系に準じる-調査座標軸は?

-調査座標原点

RY土 ORX士 OY +26，500，000 X -35，500，∞o 台太郎遺跡

高さは，標高値をそのまま使用した。4 

土層断面図は堆積のしかたを重視し線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖.1 (農林水産省農5 

林水産技術会議事務局監修)を使用した。

層名の記号は次のとおりとした。

記号

遺構堆積土 A~I 層

竪穴住居カマド崩壊土 J層

竪穴住居カマド構築士 K層

床構築土 L層

地形形成堆積土(遺物包含層含む) 1 (ローマ数字)~層

一
遺構記号は次のとおりとした。

記号

竪穴住居跡 RA i葬跡 RG 

建物跡 RB 配石集石遺構 RH 

柱列跡 RC 井戸跡 RI 

土坑 RD 土器埋設 RP 

竪穴建物跡 RE 古墳円形周溝ほか RX 

焼土遺構 RF 土坑墓ほか RZ 

6 

遺構番号は，県埋文センター調査遺構番号との整合を図りつつ，資料整理の便宜上から以下のとおりとした。7 

縄文時代~古代の本調査精査遺構。 3桁の遺跡内連続番号(基本的に県埋文センター調査遺構番号に逸続)

試掘確認調査の検出-精査遺構・中近世以降の精査遺構:上2桁が誠査次数番号+下3桁が次数内連続番号



8 遺構平面図の線種は次のとおりとした。

検出 実線

推定 破線
一一一一一 一一ー

時期差 一点鎖点

ーーーーーーー

9 古代の竪穴住居跡のカマド方向は，カマド本体中心(焚口)から煙道先端(煙出し)を結んだ線の方向の傾きとした。

10 古代の土器区分は，土日市器・あかやき土器-須恵、器に分類した。「あかやき土器」の名称は，ロクロ使用の酸化煙焼成土器(杯

類，霊童類，鉢)に使用し，ロクロ使用の内面黒色処理の杯類は土師器に分類した。

11 古代の土器の実測図作成については，杯類は口縁部残存1/4以上かつ底部まで残存するもの，斐類は口縁部残存1/4以上

かっ体部まで残存するものを基本とし必要に応じて破片実測も行った。また拓本は，須恵器斐類のタタキ目等器国調整が

確認できるものとした。

12 発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は，盛岡市遺跡の学び館で保管している。

13 平成 12年 12月24日未明に発生した盛岡市教育委員会文化財調査室火災により，平成 12年度までの調査資料の多くが'罷災・

焼失した。そのため，本書は残存した資料および一部復元した資料をもって編集せざるをえなかった。なお，本件の詳細に

ついては， r盛岡市遺跡の学び館平成 16年度舘報J(2006) にて報告を行っている。

14 当該調査の一部については，現地説明会資料等により報告しているものもあるが，本書の記載内容をもって訂正する。

「盛岡南新都市開発整備事業J及び関係事業に係る発掘調査報告書(平成 21年度末現在)

<財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター(本報告)>

1995年3月『本宮熊堂B遺跡第 1次発掘調査報告書一盛南開発事業関連遺跡発掘調査一』第 226集

1996年3月『小幅遺跡第2次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業』第 244集

1996年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 7年度H第246集〔小幅遺跡6次〕

1996年 11月『小幅遺跡第2次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第 265集

1997年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成8年度)j第266集〔宮沢遺跡4次，本宮熊堂A遺跡7次〕

1998年3月『小幅遺跡第 5次・第7次発掘調査報告書』盛岡西バイパス建設事業関連発掘調査」第267集

1998年3月『大宮北遺跡・本宮熊堂A遺跡発掘調査報告書“盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 265集〔大宮北遺

跡4次，本宮熊堂A遺跡6次〕

1998年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成9年度)j第282集〔稲荷遺跡3次，野古A遺跡9次・10次〕

1999年3月『熊堂B遺跡第 5次・台太郎遺跡第 16次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第 293集

1999年 1月『本宮熊堂B遺跡第4次・鬼柳A遺跡第4次発掘調査報告書目盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第 308集

1999年3月『台太郎遺跡第 15次発掘調査報告書ー盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一J第309集

1999年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 10年度)j第311集〔飯岡才川遺跡2次〕

2000年 1月『向中野館遺跡第 3次 小幅遺跡第 10次発掘調査報告書戸盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 388集

2000年3月『向中野館遺跡第4次・小幅遺跡第 11次・台太郎遺跡第四次発掘調査報告書“盛岡南新都市開発主主備事業関連遺跡発

掘調査』第 321集

2000年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 11年度)j第340集〔小幅遺跡 13次 14次〕



お01年3月『台太郎遺跡第 22次発掘調査報告書一盛岡東警察署警察官待機宿舎建設事業関連発掘調査J第365集

2001年 3月『台太郎遺跡第四次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 369集

2001年3月『台太郎遺跡第 26次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 416集

2002年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 12年度)~第 370 集〔鬼柳 A 遺跡 7 次，本宮熊堂 B 遺跡 9 次・ 11 次，小幅遺跡

15次 16次，飯岡才川遺跡4次〕

2002年2月『熊堂B遺跡第 10次発掘調査報告書一盛岡商新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 377集

2002年3月『飯間才川遺跡第3次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 393集

2002年 3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 13年度)j第 397集〔台太郎遺跡 36次，細谷地遺跡6次〕

2003年3月『台太郎遺跡第 23次発掘調査報告書盛岡商新都市開発整備事業関連遺跡、発掘調査」第 415集

2003年3月『台太郎遺跡第 35次発掘調査報告書ー盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 417集

2003年 3月『台太郎遺跡第 44次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡、発掘調査』第422集

2003年3月『細谷地遺跡発掘調査報告書戸第4・5次調査Jlll:阿南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 414集

2003年 3月『飯岡沢田遺跡第3次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第 418集

2003年3月『飯岡沢田遺跡第 5次発掘調査報告書司盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第419集

2∞3年3月『野古A遺跡第 12次発掘調査報告書司盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第420集

2003年3月『野古 A遺跡第 15次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査J第421集

2003年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 14年度)j第 423集〔矢盛遺跡4次，稲荷遺跡 5次〕

2004年2月『矢盛遺跡第 3次回熊堂B遺跡発掘調査報告書盛岡商新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 451集

2004年3月『本宮熊堂A遺跡第 17次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 453集

2004年 3月『細谷地遺跡第8次発掘調査報告書ー盛同商新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 454集

2004年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 15年度)j第 455集〔稲荷遺跡6次，本宮熊堂B遺跡 19次，台太郎 50次・52次，

野古 A遺跡 19次 .20次，飯岡才川遺跡5次 6次，細谷地遺跡7次〕

2004年 12月『本宮熊堂B遺跡第 13・15・20次発掘調査報告書“盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第 467集

2005年2月『本宮熊堂B遺跡第 18次発掘調査報告書国道 46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡発掘調査 J第458集

2005年2月『台太郎遺跡第 51次発掘調査報告書ー盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 468集

2005年3月『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(平成 16年度)j第 469集〔稲荷遺跡8・9次，台太郎遺跡 53次，矢盛遺跡5次〕

2005年 12月『矢盛遺跡第 6次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 488集

2006年2月『飯岡沢田遺跡第9・10次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調杢」第 489集

2006年 2月『本宮熊堂A遺跡第 24次・本宮熊堂B遺跡第 25次発掘調査報告書一一般国道46号盛岡西バイパス建設事業関連遺跡

発掘調査』第470集

2006年3月『台太郎遺跡第 54次発掘調査報告書戸盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第486集

2006年 3月『本宮熊堂B遺跡第 27次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第487集

2006年3月『平成 17年度発掘調査報告書』第 490集〔宮沢遺跡 11次，本宮熊堂B遺跡 30次・31次〕

2007年2月『飯岡才川!遺跡第8・9次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査J第494集

2007年3月『細谷地遺跡第 9次・第 10次発掘調査報告書感阿南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 500集

2007年2月『野古A遺跡、第 23・24.29次発掘調査報告書ー皇室岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 501集

2007年3月『本宮熊堂 A遺跡第 26・29次発掘調査報告書感岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 502集

2∞7年3月『向中野館遺跡第 5・6次発掘調査報告書盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 503集

2007年2月『向中野館遺跡第 7・8次発掘調査報告書日盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査」第504集

2∞8年 1月『飯間才川遺跡第 12次発掘調査報告書ー盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 515集



2008年 1月『矢盛遺跡第 10・11次・向中野館遺跡第 9次台太郎遺跡第 58次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺

跡発掘調査ー』第 516集

2008年2月『飯岡才川遺跡第 7・13次・細谷地遺跡第 12次・矢盛遺跡第 9次発掘調査報告書“一般国道46号盛岡西バイパス建設

事業関連遺跡発掘調査一』第 508集

2ω8年2月『細谷地遺跡第 13次 第 14次発掘調査報告書一盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査J第 513集

2008年2月『細谷地遺跡第 15次発掘調査報告書戸盛岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一』第 514集

2008年3月『平成 19年度発掘調査報告書』第 524集〔細谷地遺跡 18次，矢盛遺跡 14次〕

2009年2月『矢盛遺跡第 12・13次発掘調査報告書感岡南新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査一J第 534集

2009年2月『細谷地遺跡第 16.17次発掘調査報告書一盛岡商新都市開発整備事業関連遺跡発掘調査』第 535集

2009年3月『平成 20年度発掘調査報告書』第 546集〔飯岡才川遺跡 15次，矢盛遺跡 20次，焼野遺跡 1・2次〕

2009年 12月『矢盛遺跡第 18・19次発掘調査報告書一盛岡南新都市土地医画整理事業関連遺跡発掘調査』第 555集

2010年2月『細谷地遺跡第 19.20次発掘調査報告書盛岡南新都市土地区画整理事業関連遺跡発掘調査一』第 556集

2010年3月「細谷地遺跡第 10・11次発掘調査報告書一盛岡商新都市土地区画撃理事業関連遺跡発掘調査』第 557集

2010年 3月『平成 21年度発掘調査報告書』第 571集〔矢盛遺跡 25・26次〕

<盛岡市教育委員会>

1998年3月『盛岡市埋蔵文化財調査年報平成5・6年度-.1 (南仙北遺跡 12・13.14次〕

2002年3月『盛岡市内遺跡群平成 13年度発掘調査報告-.1 (台太郎遺跡 40・41次〕

2005年3月『盛悶市内遺跡群“平成 15年度・16年度発掘調査報告.1 (台太郎遺跡 55次〕

2007年3月『盛南地区遺跡群発掘調査報告書 I-盛岡商新都市開発整備事業平成 5-12年度発掘調査①一大宮北遺跡、小幅遺跡・

宮沢遺跡・鬼柳A遺跡.1 (大宮北遺跡8・9次，小幅遺跡8・12.17次，宮沢遺跡5次，鬼柳A遺跡5次〕

2009年3月『感南地区遺跡群発掘調査報告書II-盛岡南新都市凋発整備事業平成 5-12年度発掘調査②ー稲荷遺跡 本宮熊堂A遺

跡・本宮熊堂B遺跡・野古A遺跡飯岡沢臼遺跡・飯岡才川遺跡 向中野館遺跡・細谷地遺跡・矢盛遺跡・南仙北遺

跡.1 (稲荷遺跡 1・1次補足，本宮熊堂A遺跡2・2次補足7 本宮熊堂B遺跡 3・3次補足・8・11次，飯岡沢田遺跡 1・2次，

飯岡才川遺跡 1次，問中野館遺跡第 1・2次，細谷地遺跡2次，矢盛遺跡2次，南仙北遺跡 15-17・22-24目27.28・30

-32・35次〕
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第 l章 経過

第1節調査の経過

「盛岡南新都市開発整備事業」は，北東北の中核都市および岩手県の県都として担うべき都市機能の充実

を図るため，旧城下町から発展して形成された既存の中心市街地南西部に新市街地を開発整備し，既成市街

地・盛関駅西口地区 (1日居鉄跡地)・盛岡南地区を結ぶ「軸状都心」を形成することで，都市構造をよりよ

く改めようと策定された土地区画整理事業である。

平成2年9月に岩手県・盛岡市・都南村(現盛岡市，平成4年4月合併)の 3者が，地域振興整備公団(以

下「公団」と呼ぶ，現独立行政法人都市再生機構)に対して事業申請を行い，公団は実施計画を作成，翌平

成3年 12月に当時の建設大臣および国土庁長官から実施許可が下り，事業が開始された。

埋蔵文化財の取り扱いについては，昭和 50年の国土庁長官・建設省からの行政指導に則して，公団と岩

手県・盛岡市・都南村は「覚書J，およびその「確認書」において以下のように文書を取り交わしている。

「盛岡南新都市開発整備事業に関する覚書J(平成3年 12月11日) 記の 7(3) 

県，市及び、村は，環境の保全及ぴ丈化財の保護につき，協力して所要の調整を行い，事業の推進を図

るものとする。

「盛岡南新都市開発整備事業に関する覚書の確認書J(平成3年 12月11日) 記の 5

「覚書」の記の 7の (3) の丈化財保護における埋蔵文化財発掘調査について，国庫補助事業及び公共

施設管理者負担金の対象となる都市計画道路に係る敷地の調査については，公団が県，市及び村に委託

するものとしその他の敷地については市及び村において調査するものとする。

このため，県，市及ぴ村は，土地区画整理事業の認可までに，公団からの委託分を含めた埋蔵文化財

発掘調査計画を立案し，これを県，市，村及ぴ公団で確認の上，他機関への委託を含めた調査の実施に

必要な体制を確保することにより，事業の円滑な推進を図るものとする。

なお，事業のスケジ、ユールが調査実施者の都合により遅延した場合には，県，市及び村は，適切な方

策を講ずるものとする。

上記に基づく協議の結果，遺跡の要調査範囲を確定する試掘確認調査を市教育委員会が実施し，その結果

を受けての本調査を市，村及び公団から委託を受けて財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター(以

下「県埋丈センターJと呼ぶ)が実施することとなった。

しかし本調査対象面積が広大であることから，平成 10年度以降は市教育委員会も本調査の実施を開始。

平成 11年度以降は市教育委員会も公団と受委託契約を締結し県埋丈センターと市教育委員会の両者が調

整を図りながら本調査を実施することで，現在に至っている。



第2節発掘調査作業の経過

盛岡南新都市開発整備事業にともなう埋蔵文化財の発掘調査は，平成4年度から継続して実施されている。

土地区画整理事業の工事計画や進捗にあわせて，埋蔵文化財包蔵地の範囲確認や遺構密度を確認するため

の試掘確認調査を実施しその成果を受けて効率的な本調査が実施できるよう調整を行っている。しかし

地権者との交渉や農地補償等の問題から 埋蔵文化財包蔵地範囲の全域について，試掘確認調査を実施する

ことは現実的に不可能であり，状況に即した対応を行っている。

本書で報告の対象としている台太郎遺跡の平成 5~ 12年度の調査成果の概要は，第 l表のとおりである。

第3節資料整理作業の経過

当市教育委員会が，本事業の本調査を始めたのは，平成 10年度からである。また平成 11年度からは公団

と発掘調査の受委託契約を締結し，公団施工範囲(都市計画道路分)の本調査も実施してきた。この際は，

予算措置の問題や職員体制が十分で、ないことを考慮して，年度ごとの発掘調査報告書の刊行は断念すること

とし，報告書刊行は事業の進捗を見ながら順次まとめて行うものとし年度内はその基礎となる資料整理作

業のみを行っていた。

平成 12年 12月24日午前0時30分頃，市立厨}I r小学校敷地内にある文化財調査室にて火災が発生し，昭

和 30年建設の老朽化した木造2階建ての旧校舎は全焼した。市教育委員会では昭和 57年度から文化財調査

室として埋蔵文化財の資料整理・収蔵保管の拠点として使用してきた場所である。

当然，本事業の発掘調査成果(図面・写真・出土資料の一部)も収蔵されており，擢災により調査成果の

完全復元はきわめて難しい状況となった。

市教育委員会は，文化庁の指導及び補助事業の採択を受け，埋蔵文化財の調査研究・収蔵管理・普及活用

を目的として，新たな拠点となる埋蔵文化財センターとして，博物館施設が集積する本宮地区の(仮称)盛

間市中央公園内に「盛岡市遺跡の学び館」を建設，平成 16年6月に開館した。その間も，本事業にともな

う発掘調査と資料整理作業，および擢災資料の復元作業を継続して行い，現在に至っているO

本事業関連遺跡発掘調査報告書を刊行するにあたり，以下の指針をもって実施することとしている。

①平成 5~ 12年度の発掘調査に係るd寵災資料について，速やかに再整理と報告書刊行を行う。

②平成 5~ 12年度発掘調査報告書は，膨大な量の資料が擢災したこともあり， 1冊の報告書として報告

することは現実的に困難なため，数遺跡ごとに分冊刊行することで年次計画を立て優先的に報告する。

③平成 13年度以降事業終了年度までの調査成果は，上記報告書刊行の進捗状況を見ながら，数遺跡ま

たは数年度ずつをまとめて分冊とし，報告する。

本報告書は，上記指針に基づく 3分冊目の報告書であるO なお，報告にあたっては，擢災し復元不可能な

部分はその旨を明記した表現を行っている。
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第4節調査体制

(委託者〕 地域振興整備公団(~平成 16 年 6 月)，独立行政法人都市再生機構(平成 17 年 7 月~)

〔調査主体〕 盛岡市教育委員会

〔事務局〕 盛岡市教育委員会事務局丈化課(平成5~ 18年度)，歴史文化課(平成 19 年度~)

〔調 査〕 盛岡市教育委員会事務局丈化課文化財係(平成 5~ 15年度)，

盛岡市遺跡の学ぴ館(平成 16 年度~)

〔助 言〕 丈化庁，岩手県教育委員会，財団法人岩手県丈化振興事業団埋蔵文化財センター

〔協 力〕 発掘調査，資料整理，擢災資料復元及び報告書編集にあたり，盛岡市都市整備部盛岡南整備課，

地権者・地元関係者の方々，そして多くの作業員・県内外丈化財関係職員の方々より多大なる協

力を得た。記して感謝申し上げる。

〔発掘調査担当者(本書詳細掲載分，氏名は調査当時)J

台太郎遺跡 第 10次調査(平成 7年度) 千田和文・黒須靖之

第 12次調査(平成 7年度) 黒須靖之

第 13次調査(平成 8年度) 津嶋知弘

第 14次調査(平成 8年度) 三浦陽一

第20次調査(平成 10年度) 黒須靖之・平津祐子

第 24次調査(平成 11年度) 似内啓邦・三浦陽一-花井正香

第25次調査(平成 11年度) 似内啓邦・三浦陽一-今野公顕・平津祐子

第 27次調査(平成 12年度) 津嶋知弘・今野公顕・平津祐子・岩城志麻

第28次調査(平成 12年度) 今野公顕

第29次調査(平成 12年度) 今野公顕

第 30次調査(平成 12年度) 平津祐子

第 31次調査(平成 12年度) 平津祐子

第 32次調査(平成 12年度) 今野公顕・岩城志麻

第 33次調査(平成 12年度) 似内啓邦・今野公顕・岩城志麻
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盛岡市教育委員会文化財保護関係職員(平成22年度)

歴史文化課(事務局)

課長

主幹兼課長補佐

(埋蔵文化財担当，兼務)

課長補佐(文化財・史跡担当)

丈化財主査

文化財主査(兼務)

文化財主査(兼務)

文化財主査(兼務)

主任(兼務)

文化財主任

文化財主任

文化財主任

文化財主任(兼務)

主事

主事

主事(兼務)

丈化財調査員

文化財調査員

文化財調査員

教育長八巻恒雄

教育部長佐藤義見

教育次長高 明夫

遺跡の学び館(施設)

亀山助正 館長(兼務)

主幹兼館長補佐

千田和丈 文化財主査

袖上寛 丈化財主査

室野秀文 文化財主査

菊地幸裕 主任

津嶋知弘 文化財主任

神原雄一郎 主事

江本敦史 丈化財調査員

権頭祐子 文化財調査員

今野公顕 文化財調査員

花井正香 学芸調査員

佐々木亮二 学芸調査員

佐々木俊一 学芸調査員

寺島幸子

明地幹子

小西治子

i度遅久美子

米沢綾
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第2章 遺跡群の位置と環境

第 1節地理的環境

盛岡市は岩手県の中央部に位置する。平成4年4月に南に隣接する都南村仁平成 18年l月に北に隣接

する玉山村と合併し，人口 300，746人(平成 17年国勢調査人口)，面積886.47kmの県庁所在地である。平成

20年4月には中核市へ移行している。

現在，市街地南西部の 313.5haを対象に「盛岡南新都市開発整備事業Jに係る土地区画整理事業が実施さ

れている。事業主体は独立行政法人都市再生機構(旧地域振興整備公団)で，平成3年12月に事業認可を受け，

平成7年 11月より着工している。これにともない，事業区域内の埋蔵文化財発掘調査を平成4年度から県

埋丈センターと市教育委員会が実施している。

「盛南地区遺跡群Jは，盛岡南新都市開発整備事業区域内に所在する計 17遺跡，大宮北遺跡・小幅遺跡・

宮沢遺跡・鬼柳A遺跡・稲荷遺跡・本宮熊堂A遺跡・本宮熊堂B遺跡・野古A遺跡・飯岡沢田遺跡・飯岡才

川遺跡・台太郎遺跡・向中野館遺跡・細谷地遺跡・矢盛遺跡・焼野遺跡・タ覚遺跡・南仙北遺跡が該当し，

盛岡市本宮字大宮・字小幅・字宮沢・字鬼柳・字熊堂・字稲荷・宇野古，下鹿妻字北，向中野字千刈田・字

台太郎・字向中野・字八日市場・字野原・字才川・字細谷地・字鶴子・字幅，飯岡新田 1地割沢 .2地割 .3

地割 .4地割，南仙北2丁目などに所在する(第2図)。

盛岡は，岩手県から宮城県を南流する北上}11に中津川・雫石川1.築川といった支流の合流点である北上盆

地の北端にあり，本遺跡群は，北上川の西岸とその支流である雫石川の南岸に広がる沖積段丘上に立地する。

雫石川は奥羽山脈から東流し 鳥泊山と箱ヶ森に挟まれた北の浦付近(市内上太田)で急激に流路を狭めら

れ，その狭窄部を抜け北上盆地に入り，北上川と合流する。雫石川の北岸には岩手山を供給源とする火山砕

石流堆積物と火山灰層がのる台地が発達していることにより，狭窄部以東の南岸に流路転換が顕著に見られ，

沖積段丘(砂楳段正)が発達している。

沖積段丘は，水成砂棟層を基底とし，その上に水成シjレト層，そして表土が覆っている。基本層はおおむ

ねこの 3層に分類されるが，砂磯層の上国高をはじめ、それぞれの層相・層厚は地点によって大きく異なる。

また，このシルト層は旧河道ばかりでなく，微高地などにも堆積している。このことは，この低位沖積段丘は，

雫石川が周辺の山地から供給される砂離やシルトによって堆積され， さらに河道の定まらない雫石川の下刻

や堆積を繰り返されたことによるものと言える。雫石川の旧河道は幾筋も確認されており，連続する大きな

ものは4条，そのほかにも網目状に細かな旧河道も確認されており，複雑な河道変遷を示す。それらに画さ

れた微高地に，古代を中心とした遺跡が分布している。
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第2節歴史的環境

本遺跡群の立地する沖積段丘上では，縄文時代~古墳時代にかけての遺構遺物の発見は少なく，遺跡のほ

とんどは 7世紀中葉以降の集落遺跡といえる。

縄文・弥生時代の遺構遺物は 本宮熊堂A遺跡や台太郎遺跡で縄文時代晩期を中心とする竪穴住居跡や遺

物包含層が検出されている。その他の各遺跡からは遺物が散見する程度であり，主体的なものではない。また，

詳細な時期を特定する要素は乏しいが，飯岡才川遺跡など多くの遺跡で縄文時代の陥し穴が確認されている。

古墳時代末， 7世紀中葉の遺構遺物は，数は多くはないが台太郎遺跡などで確認されている。これ以降集

落が継続的に営まれる。奈良時代， 8世紀中葉以降竪穴住居跡を主体とした集落跡が増加する。この時期の

集落は，大型竪穴住居を中心としてその周囲に中~小型の竪穴住居が数棟ずつまとまりをもって分布する傾

向がある。

9世紀，平安時代初頭の延暦22年 (803)には，本遺跡群の西方に「志波城J(下太田方八丁他)が造営さ

れる。志波城は東北経営のために朝廷が造営した古代城柵であり，当時「蝦夷(エミシ)Jと呼ばれていた人々

の社会に大きな影響を与えたと考えられる。征夷大将軍であった坂上田村麻呂が朝廷の命を受け造営した志

波城は，北側を流れる雫石川の度重なる洪水の被害を受け，およそ 10年で丈室綿麻呂の建議により徳丹城

(矢巾町西徳田)に移転したことカ古記録に見られる。その後，徳丹城は 9世紀中葉までにはその機能を停止し

本地域も含む北上盆地一帯は，鎮守府胆沢城(奥州市水沢区九蔵田)による一城統治の体制jとなる。

以降， 9世紀中葉から本地域では竪穴住居を主体とした集落数が増加の一途をたどる。それにともない竪

穴住居の規模の大小差は縮小するようになり，重複が著しく見られるようになる傾向がある。その中でも，

向中野館遺跡の低湿地から古代の祭聞に関係すると考えられる遺物の出土や，飯岡沢田遺跡・飯岡才川の円

形闇溝墓群や火葬骨蔵器など，本地域内の集落機能使の分化もみられる。

また， 9世紀後葉から 10世紀中葉にかけては，地区の拠点的な集落も姿を現すようになる。細谷地遺跡で

は，微高地の南斜面に沿うように 2x 2聞の総柱の掘立柱建物跡が東西に並立し，倉庫群が存在したと考え

られる。また大宮北遺跡や，本地域の北西，志波城跡の北東に隣接する林崎遺跡で，規模の大きな官街的な

掘立柱建物を計画的に配置した集落も発見されており 在地有力者の拠点と考えられる。

11 ~ 12世紀にかけての，様相ははっきりしないが， 12 世紀末~ 13世紀初頭頃のものと考えられるかわ

らけが，大宮遺跡の大溝跡から多量に出土している。 13世紀後半には，台太郎遺跡で不整五角形の平面形と

なる居館が営まれ，地域を支配した豪族の存在が想定される。さらに同遺跡では，土坑墓群や宗教施設と考

えられる遺構も検出されており，出土遺物から 15世紀頃までの存続が考えられる。また向中野館遺跡や矢

盛遺跡でも，堀跡が検出されており，出土遺物やその平面形から 16世紀代を中心とする居館と考えられて

いる。

江戸時代に入ると，雫石川は現在の流路となり， I日河道の東側には奥州道中(街道)や仙北組町が聞かれ，

本地域は水田地帯に農家が点在する農村地帯となる。各遺跡からは曲屋などの掘立柱建物跡や土坑墓，南仙

北遺跡では道路跡などの近世の遺構が発見されており，この姿は盛南開発が行われる直前の本地域の様子と

大きく違いが無いものと考えられる。
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第3章 調査成果

第1節遺跡の立地と概要

台太郎遺跡は，剖3年に造営された古代城柵である志波城跡の東方約 2.5kmに位置し(第 1図)，西方に飯

岡沢田・飯岡才川遺跡，南方に向中野館遺跡が位置している(第2図)。志波城跡からのびる低位沖積段丘

が南に曲がる屈曲点にあたり，幅 20~50m，比高差 1m程度の細かな旧河道によって分断された微高地上

に立地している。遺跡範囲は東西約 800m 南北約 5∞mをはかる(第3図)。

これまでの県埋丈センター・市教委の発掘調査により， 7 世紀~1O世紀の古代集落，中世の居館を中心と

した集落跡や墓域，近世の村落跡などが確認されている。

古代(奈良・平安時代)の竪穴住居跡は 600棟以上を数え，そのほかに掘立柱建物跡 (2x 2間総柱)や

大溝などが確認されており，当時の「志波(斯波)J地域最大の集落といえる。遺構の分布をみると， 7世紀

末~8 世紀の竪穴住居跡は いくつかの群をつくりながら南西部を除く遺跡の全域に分布し，重複はみられ

ない。それに対し， 9 世紀~ 10世紀の竪穴住居跡は，遺跡の西部と中央~北部の段正縁辺部に分布が集中し，

多くの重複がみられる。個別の竪穴住居跡の特徴をみると， 7 世紀末~8世紀は北西カマドが圧倒的で北東

~南カマドもわずかにあり，カマドの作り替えは少ない。 9 世紀~1O世紀は北西~北カマド，南東カマドな

どさまざまで，大型住居にカマドの作り替えが多い。

中世(鎌倉~戦国時代)になると， 12世紀後半の渥美の灰粕小形壷が遺跡北東端より単独出土している。

13世紀後半には，遺跡中央部に不整五角形プランの在地領主の居館が営まれ，周辺域にはこれに関連する区

画溝や道路跡，掘立柱建物跡，竪穴建物等が分布している。また，遺跡南部には中世の土坑墓群，掘立柱建

物跡，竪穴建物跡，さらに現在の「諏訪神社」の周囲を囲むような堀跡や，社殿または仏堂らしい掘立柱建

物跡も確認されている。これらは出土した陶磁器の年代から 15世紀頃まで存続したと考えられる。居館北

東側には幅 6m内外で、並行する道路側帯状の溝跡があり，この溝の東側には並行して区画整理工事前の道路

も存在していた。この道は，遺跡北東部の段正崖や居館の堀，館周辺の区画溝とも並行しており，居館や周

辺村落と並存していた道路跡と考えられる。また，本遺跡の南方には，向中野館遺跡(北館・南館)が存在

しているが，館跡を構成する曲輪(くるわ)が方形を基調としたプランであることや，北館付近では堀や土橋，

小さな曲輸などの複雑な配置であることから，およそ 16世紀を中心とした年代が考えられる。

近世(江戸時代)には雫石川は現在の流れとなり， I日河道の東側には奥州道中(街道)が通じ，城下の玄

関口にあたる仙北組町が聞かれる。これにより向中野はこの町の郊外となった。この時代の遺構としては，

掘立柱建物の曲屋(まがりや)跡や直屋(すごや)跡などが遺跡内に点在するようになり，水田地帯の中に

農家が点在する近世の「向中野村」の一部と考えられる。
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第2節調査内容

(1 )第 10次調査(平成7年度)

今次調査区は，遺跡の南部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。調

査対象面積5，050ぱについて，重機により試掘トレンチ 14本を設定し(調査面積1.200ぱ)，遺構検出面まで

掘り下げ，遺構・遺物の有無を確認した。その結果，全域で古代及び近世と推定される遺構・遺物が検出さ

れたため，全範囲を要本調査地匿とした(第3図)。

(2)第 12次調査(平成7年度)

今次調査区は，遺跡の中央東部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施した。

調査対象面積33，390rriについて，重機により幅約 2mの試掘トレンチ 86本を設定し(調査面積5，l74rri)，黄

褐色シjレト及び砂牒面まで掘り下げ，遺構・遺物の有無を確認した。その結果，全域で古代と推定される遺構・

遺物が検出されたため，全範囲を要本調査地区とした(第3図)。

(3)第 13次調査(平成8年度)

今次調査区は，遺跡の北部及び西部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う試掘確認調査として実施

した。調査対象面積28，667rriについて，重機により幅約 1.5mの試掘トレンチ 124本を設定し(調査面積4，064

rri) ，砂質シルト及びシルト漸移面まで掘り下げ，遺構・遺物の有無を確認した。その結果，北部及び、西部

の一部で古代と推定される遺構・遺物が検出されたため，その範囲を要本調査地区とし，その他の範囲は調

査終了地区とした(第3図)。

(4)第 14次調査(平成8年度)

今次調査区は，遺跡の東部に位置し下水道引込工事に伴う本調査として実施した。調査面積は 25rri。人

力により表土を除去し遺構検出を行った。

a開遺構と遺物

検出された遺構は，本調査区に隣接する昭和 60年に実施した第4次調査区から続く平安時代の竪穴住居

跡1棟 (RA 016)と溝跡 1条 (RG 005)の一部である。溝跡については工事により掘削が行われる地表

下約 1.2mまでを精査し，それ以下については保存措置とした。現地調査の図面・写真資料のすべてが擢災・

焼失していること，また調査区が狭小であることから，各遺構の詳細な事実記載は省略する(第3図)。

(5)第20次調査(平成 10年度)

今次調査区は，遺跡の南端部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査完

了面積は 1.400ぱ。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。なお，本調査区の東側も一部表土を除去
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し遺構検出を試みたが，天候不順のため精査は断念し，埋め戻しを行っている。また，現地調査の図面・写

真資料の大部分が擢災・焼失していることから 遺構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

aョ遺構と遺物

調査の結果，古代以降と考えられる土坑9基 (RD20001~ 20009)・溝跡 19条 (RG20001~ 20019). ピッ

ト多数を検出した。また，調査区南部は低湿地となっており，遺跡の南限を示すものと考えられる(第4図)。

-土坑

RD20001~20009 (第4図)

調査区内で9基の土坑が検出されており，各土坑の詳細は第2表のとおりである。一部の埋土より縄文晩

期土器破片や中世 14~ 15世紀頃の中国青磁破片が出土しているが，非常に少数である。

-溝跡

RG2000 1 ~200 19 (第4図)

調査区内で 19条の溝跡が検出されており 各溝跡の詳細は第3表のとおりである。出土遺物はほとんど

なく.RG20008より江戸時代 17世紀の瀬戸・美濃灰柚皿の破片が出土している。

-ピット

調査区内からは多数のピット(柱穴跡)が検出されている(第4図)。平面形は不整円形から不整楕円形

であり，土坑や溝跡との重複もある。これらの一部が掘立柱建物跡や柱列跡を構成するとの調査時の所見は

あるものの，現時点で詳細な検討を行うことができる資料が擢災-焼失しているため，それらに関する事実

記載は省略する。遺物は，ピット埋土より平安時代のあかやき土器杯・須恵器杯の破片少数と，江戸時代 18

世紀頃の肥前染付碗の破片 1点が出土している。

-遺物

遺構検出面及び表土より，縄文時代の石器(剥片).古代の土師器杯・聾，あかやき土器杯，須恵器杯・

斐が少数，近世 18~ 19世紀の肥前染付血の破片 l点が出土している。

(6)第24次調査(平成 11年度)

今次調査区は，遺跡の西端部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した(第 5図)。

調査面積は 3，425ぱ。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。調査区については，道路により分断さ

れていることから，東調査区をA区，北西調査区を B区，南西調査匿を C区とした(第 5~ 10図)。

a.遺構と遺物

調査の結果，奈良・平安時代の竪穴住居跡 20棟 (RA304~ 323) .古代以降の土坑 15基 (RD836・837・839

~ 851)・溝跡 51条 (RG282~ 332)・道路状遺構1本 (RX24001) ・ピット多数，中世以降の掘立柱建物跡

l棟 (RB24001)・柱列(板塀)跡2基 (RC24001・24002)を検出した。
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-竪穴住居跡

RA304 (第 11図)

位置 A区北西部 重複関係 RA 305 (新，調査時はRA304を先に調査)

平田形隅丸方形 規模東西4.7m以上(調査区外)，南北約 6.3m，深さ 0.2~ 0.25.m 

カマド方向西または南カマド? (調査区外) 埋土第24表

貯蔵穴 l基 (Piロ) 柱穴 l口 床の状態床面構築土硬化面あり

出土遺物(第 138・142図，第 29・31表) 土師器杯・聾・球胴聾，あかやき土器杯・聾破片，須恵器杯破片，

土製品(紡錘車) 時期奈良時代 (8世紀)

RA305a' b (第 12図)

位置 A区北西部 重複関係 RA304 (古調査時はRA304を先に調査)

平面形隅丸方形 規模北東南西4.3~4.5 m，北西南東約 4.5m，深さ約 4.0m

カマド方向 a期(新) N34.0o E，北東カマド，長い煙道(トンネル状， 1.05 m) 

b期(古) W35.50 N，北西カマド，長い煙道(トンネル状， 1.67 m) 

埋土第24・25表貯蔵穴 a期カマド右隣に l基 (Pit8) 柱穴 11口

カマド a期再袖残存， b期袖残存せず，両期とも焚き口の焼け面あり

床の状態床面構築土，硬化面あり

出土遺物(第 139図，第 29表) 土師器杯・高台付杯・聾，あかやき土器坪・蓋，須恵器坪・長頚瓶，鉄製品(刀

子?)1点 時期平安時代 (9世紀)

RA306 (第 13図)

位置 A区北部 重複関係なし 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模東西約 2.7m，南北 1.2m 以上(調査区外)，深さ 0.05~ 0.25 m 

カマド方向 E21.0oS，東カマド，長い煙道(1.65m) 埋 土 第25表

カマド両袖なし 出土遺物鉄製品(鎌?)1点 時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA307 (第 14図)

位置 A区北部 重複関係 RG283 (新) 平面形隅丸方形

規模南北 3.8~4.0 m，東西4.1~ 4.2 m，深さ約 0.2m 

カマド方向 N12.50 E，北カマド，長い煙道 (1.6m) 埋土第25表

カマド両袖残存，焚き口の焼け面あり 柱穴 2日 床の状態床面構築士，理化面あり

出土遺物(第 138図，第29表)土師器杯・蓋，あかやき土器杯・聾，須恵器杯・聾，石製品(砥石?)1点

時期平安時代 (9世紀)

RA308 (第 15図)

位置 A区北部 重複関係 RA309 (古) 平面形隅丸方形

規模東西約 3.6m，南北4.0~4.3 m，深さ0.1~ 0.15 m 

カマド方向 E8.0oS，東カマド，長い煙道(1.2m) 埋土第25表
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カマド両袖残存，焚き口の焼け面あり 床の状態床面構築土，硬化面あり

出土遺物(第 138・142図，第 29・31表)土師器杯・高台付杯・聾，あかやき土器杯・聾，須恵器杯斐，土製品(土

錘)2点，鉄浮 l点 時期平安時代 (9世紀)

RA309 (第 16図)

位置 A区北部 重複関係 RA308 (新) 平面形不整隅丸方形

規模東西 2.3m以上，南北2.5~ 3.l m，深さ約 O.lm 

カマド方向東カマド? (RA308に重複) 埋土第25表 床の状態床面構築土あり

出土遺物土師器杯・蓋，あかやき土器杯・高台付坪・蓋破片 時期平安時代 (9世紀?) 

RA310 (第 17図)

位置 A区中央部 重複関係 RB24001 (新)， RG289・303 (古) 平面形隅丸方形

規模北西一南東3.2~ 3.5 m，北東一南西3.2~ 3.5 m，深さ 0.l5~ 0.2 m 

カマド方向 E24SS，南東カマド，長い煙道 (0.85m) 埋土第26表

カマド両袖残存，焚き口の焼け面あり 床の状態床面構築土・硬化面あり，中央に焼け面あり

出土遺物土師器杯-聾 あかやき土器杯・聾須恵器杯・聾破片，軽石(砥石?)1点

時期平安時代 (9世紀?) 

RA311 (第 18図)

位置 A区南部 重複関係 RG301 (新)， RD839 (古) 平由形不整調丸方形

規模北東一南西 2.4~ 2.6 m，北西一南東 2.4~ 2.6 m，深さ 0.05~ 0.l5 m 

カマド方向 E1SN，東カマド，長い煙道 (0.7m) 埋土第26表

カマド袖残存せず，焚き口の焼け面あり 床の状態南側に焼け面あり

出土遺物土師器杯-斐あかやき土器士不・蓋須恵、器坪・聾破片 時期平安時代 (9世紀?) 

RA312 (第四図)

位置 A区南部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西2.5~ 2.6 m，南北 2.4~ 2.5 m，深さ約 0.3m

カマド方向 E21S S，東カマド，長い煙道(トンネル状， 1.1 m) 埋土 第26表

カマド両袖残存，焚き口の焼け面あり 柱穴 1日 床の状態床面構築土あり

出土遺物(第 138図，第 29表) 土師器杯・高台付杯・聾，あかやき土器杯・聾，須恵器杯

時期平安時代 (9世紀)

RA313 (第20図)

位置 A区南東部 重複関係なし 平面形関丸方形

規模北西一南東3.2~ 3.6 m，北東一南西 3.2~ 3.5 m，深さ約 0.l5m 

カマド方向 S37SE，南東カマド，長い煙道(1.25m) 埋土第26表

カマド両袖残存(喋使用)，焚き口の焼け面あり 床の状態東側 2ヶ所に焼け面あり
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出土遺物(第 140図，第 29表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・蓋，須恵、器杯・蓋，刻書土器 IXJ

時期平安時代 (9世紀つ)

RA314 (第21図)

位置 A区南東部 重複関係なし 平田形隅丸方形

規模東西約 3.3m，南北 3.3m，深さ約 0.2m 

カマド方向 W22βoN，西カマド，長い煙道(1.5m) 埋 土 第26表

カマド右袖のみ残存，焚き口より離れて焼け面あり 床の状態床構築士・硬化面あり

出土遺物(第 138図，第 29表) 土師器杯・高台付杯・蓋破片，あかやき土器士不-聾破片，

長頚瓶破片，石製品(砥石?)1点 時期平安時代 (9世紀)

RA315 (第 22図)

位置 A区南東部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西約 2.5m，南北2.4m以上(調査区外)，深さ約 0.05m

カマド方向北または東カマド(調査亙外) 埋 土 第27表 柱穴 1口

出土遺物(第 138図，第29表) 土師器蓋破片，あかやき土器杯，須恵器杯・長頚瓶破片

時期平安時代 (9世紀)

RA316 (第23図)

位置 A区南東部 重複関係なし 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模南北約 2.9m，東西 1.6m以上(調査区外)，深さ約 0.l5m 

カマド方向東カマド? (調査区外) 埋土第27表

出土遺物(第 138図，第29表)須恵器杯 時期平安時代 (9世紀)

RA317 (第 24図)

位置 BI2<:北西部 重複関係 RG307 (新) 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模南北約 4.3m，東西 3.0m以上(調査区外)，深さ約 0.2m 

カマド方向北または西カマド(調査区外) 埋土第27表 床の状態床構築土あり

柱穴 4口

須恵器杯・聾・

柱穴 2口 出土遺物(第 140図，第 30表) 土師器杯・棄・球胴霊，あかやき土器杯・蓋破片

時期奈良時代 (8世紀)

R A 3 1 8 (第25図)

位置 B区北部 重複関係 RA3 1 9 (古)， RG307 (新) 平面形隅丸方形

規模北東南西2.8~ 2.9 m，北西南東 3.1~ 3.3 m，深さ O.l~ 0.l5 m 

カマド方向 W34.00 S，南西カマド，長い煙道(1.4m) 埋土第27表

カマド両袖残存，焚き口に焼け面あり 床の状態床構築土・硬化面あり

出土遺物土師器杯・聾破片 あかやき土器杯・窒破片，須恵器杯・蓋・長頚瓶破片，

時期平安時代 (9世紀)
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RA319 (第26図)

位置 B区北部 重複関係 RA318 (新) 平面形隅丸方形

規模北西南東3.9~ 4.0 m，北東一南西4.0~ 4.2 m，深さ約 0.l5m 

カマド方向 N45目。oW，北西カマド，長い煙道(1.5m) 埋土第27表

カマド両袖残存，焚き口に焼け面あり 床の状態床構築土・硬化面あり 貯蔵穴 l基(カマド右隣)

出土遺物(第 140図，第 30表) 土師器杯・蓋・球胴聾，あかやき土器杯破片，刻書土器 ixJ，鉄製品(不明)

時期奈良時代 (8世紀)

RA32Q (第27図)

位置 B区北東部 重複関係 RG316 (新) 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模 北東一南西4.4m以上(調査区外)，北西一南東4.8~ 4.9 m，深さ約 0.2m 

カマド方向北東カマド? (調査区外) 埋土第27表 床の状態床構築士・硬化面あり

出土遺物(第 140図，第 30表) 土師器杯・蓋破片，あかやき土器杯・蓋破片，須恵器杯蓋破片

時期平安時代 (9世紀)

RA321 (第 28国)

位置 B区南西部 重複関係 RG310 (新) 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模南北4.4m以上，東西2.0m以上(調査区外)，深さ約 0.l5m 

カマド方向南または西カマド(調査区外) 埋土第28表 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 141図，第 30表) 土師器杯・聾・球胴聾，あかやき土器i不-聾破片〔検出面のみ〕

時期奈良時代 (8世紀)

RA322 (第 29図)

位置 B区南東部 重複関係なし 平面形隅丸方形つ(調査区外)

規模東西2.7m以上，南北 4.7m以上(調査区外)，深さ約 0.2m 

カマド方向 WOO ，西カマド，長い煙道(1.3m) 埋土第28表

カマド両袖残存，焚き口に焼け面あり 床の状態床構築土・硬化面あり

出土遺物(第 141.l42図，第 30・31表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯・蓋，石製品(砥石)

時期平安時代 (9世紀)

RA323 (第 30図)

位置 B区南西部 重複関係 RG308 (新) 平面形隅丸方形

規模東西2.8~ 2.9 m，南北2.9~ 3.l m，深さ約O.lm 

カマド方向 E2SS，東カマド，長い煙道(1.7m) 埋土第28表 床の状態床構築士あり

出土遺物なし

時期奈良・平安時代 (8・9世紀?) 
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-掘立柱建物跡

RB24001 (第 31図)

位置 A区中央部， RC24001が西側柱筋より 1.65m (5.5尺)離れてほほ平行に並ぶ

重複関係 RG283・285・288・289・290・299 (新)， RA310 (古)

構造南北桁行4間・東西梁行3開の身舎に，北側 2聞の痛または下屋が付く(妻入建物か?) 

棟方向 南北棟，西側柱筋NOO

・東側柱筋 N2SE 

規模

身舎桁行西側片主筋総長8.1m (27尺)，柱開北から1.8m (6尺)+ 2.1mげ尺)+ 2.4 m (8尺)+ 1.8 m (6尺)

桁行東側柱筋一総長7.8m (26尺)，柱間北から1.8m (6尺)+ 2.7 m (9尺)+ 1.5 m (5尺)+ 1.8 m (6尺)

梁行南側柱筋総長5.7m (19尺)，柱間西から 2目4m(8尺) + 1.8 m (6尺) + 1.5 m (5尺)

梁行北側柱筋一総長6.0m (20尺)，柱関西から 2.1m (7尺) + 2.1 m (7尺) + 1.8 m (6尺)

廟(下屋):桁行東西とも1.5m (5尺)

梁行一総長4.2m (14尺)，柱間 2.1m (7尺)等間

柱掘穴

掘方 1 掘方2 掘方3 掘方4 掘方5 掘方6

直径 (m) 0.35 0.35 ~ 0.4 0.3 ~ 0.35 0.3 ~ 0.85 0.4 ~ 0.45 0.3 

深さ (m) 0.3 0.4 0.35 0.4 0.5 0.4 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形 不整楕円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり なし なし あり あり

掘方7 掘方8 掘方9 掘方 10 掘方 11 掘方 12

直径 (m) 0.3 0.35 ~ 0.4 0.3 ~ 0.65 0.3 0.45 0.35 ~ 0.45 

深さ (m) 0.3 0.4 0.25 0.35 0.3 

平面形 不整円形 不整円形 不整楕円形 不整円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり あり あり なし

掘方 13 掘方 14 掘方 15 掘方 16 掘方 17

直径 (m) 0.25 ~ 0.35 0.3 0.25 ~ 0.3 ※削平 0.5 ~ 0.65 

深さ (m) 0.1 0.1 0.15 ※削平 0.3 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形 ※削平 不整円形

柱痕跡 なし なし なし ※削平 なし

時期中世以降

-柱列(板塀)跡

RC24001 (第 31図)

位置 A区中央部， RB24001西側柱筋より 1.65m (5.5尺)離れてほぼ平行に並ぶ
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重複関係 RG282・289・290・300 (新) 構造南北桁行4間(推定)

規模総長 10.2m (34尺)，柱間北から 2.lm (7尺)+ 2.7 m (9尺) +推定2.7m (9尺)十推定2.7m (9尺)

桁方向 NO。

柱掘方

掘方 1 掘方2 掘方3 掘方4

直径 (m) 0.3 ~ 0.35 0.25 ~ 0.3 0.25 ※削平

深さ (m) 0.4 0.5 0.45 ※削平

平面形 不整円形 不整楕円形 不整円形 ※削平

柱痕跡 あり なし あり ※削平

時期中世以 降

RC24002 (第 32図)

位置 A区北部 重複関係なし

構造 L字形に並ぶ板塀，北西一南東桁行2間・北東南西桁行2間

規模北西一荷東桁行総長3.0m (10尺)，柱時1.5m (5尺)等間

北東南西桁行総長3.0m (10尺)，柱間1.5m (5尺)等間

桁方向 北西一南東柱筋 W39.00 N，南東一南西柱筋 N43.00 E 

柱掘方

掘方 1 掘方2 掘方3 掘方4

直径 (m) 約 0.35 約 0.4 約 0.35 約 0.4

深さ (m) 0.l5 0.35 O.l 0.l5 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり あり あり

時期中世以降

-土坑

RD836 ・ 837 ・ 839~851 (第 6~8 図)

掘方5

0.25 

0.3 

不整円形

あり

掘方5

0.35 ~ 0.4 

0.3 

不整円形

あり

調査区内で 15基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第4表のとおりである。なお，土層観察につい

ては紙面の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器，須恵器の破片が出土している。

-溝跡

RG282~331 (第6~ 10図)

調査区内で51条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第5・6表のとおりである。一部の埋土より土師器，

あかやき土器，須恵器が出土しており， RG282からは中世 13~ 14世紀の中国青磁碗， RG327溝跡

からは刻書土器「キ」が出土している(第 141国，第 30表)。土層観察については紙面の都合により省略した。
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-道路状遺構

RX24001 (第6図)

位置 A区中央部

重檀関係 RA310， RB24001， RC24001， RG282・283・288・299・303

規模 RG290を北側側溝 RG285を南側側溝とする北東から南西方向の道路跡と考えられる。両側

溝の芯々で幅約 9.0m (30尺)，路面幅約 8.lm (27尺)。路面構築土等の痕跡や施設は特に確認されていない。

-ピット

調査包内で 75口のピット(柱穴跡)を確認している。すべてA区で検出されており，埋土より土師器の

破片が出土しているものもある。個別の概要については紙面の都合により省略した。

(7)第 25次調査(平成 11年度)

今次調査区は，遺跡の北部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は3，674rri。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。調査区については，東西2地点に分かれている

ことから，東調査区をA区，西調査区をB区とした(第 33・84図)。なお， B区については平成 12年度実施

の第 27次調査A区と連続し 検出遺構も一連のものがあることから，遺構・遺物の詳細はその中で記述す

ることとする。

a極遺構と遺物

調査の結果， A区より弥生時代の土器埋設遺構 1基 (RPOOl)，奈良・平安時代の竪穴住居跡65棟 (RA222，

322 ~ 338， 340 ~ 354， 356， 357， 359 ~ 364， 366 ~ 375， 377 ~ 387， 389 ~ 391) ，古代以降の竪穴状遺

構 3基 (RE046~ 048) ・土坑墓2基 (RZ025，026) ・土坑 62基 (RD852~ 914) ・溝跡 28条 (RG322~ 

336・338~ 352・354) ・ピット多数，中世以降の大溝跡 l条 (RG25801) を検出した。後述する B区からは，

奈良・平安時代の竪穴住居跡8棟 (RA392~ 399) ，古代以降の土坑6基 (RD915~ 918・920'921) ・溝跡4

条 (RG348~ 351) ・ぜット多数を検出した。 A区 .B区合算の遺構数は，弥生時代の土器埋設遺構 l基，

奈良-平安時代の竪穴住居跡 73棟，古代以降の土坑墓2基・土坑 68基・溝跡 32条・ぜット多数，中世以

降の大溝跡 1条である。

-竪穴住居跡

RA322 (第 36図)

位置 A区北東部 重複関係 RA324 (古)， RA329 (古) 平面形隅丸方形

規模東西4.3mj;J上(撹乱により削平)，南北 5.4m，深さ 0.l5m 

カマド方向 WllS N，西カマド，長い煙道(1.5m) カマド 両袖残存，焚き口の焼け面あり

床の状態床構築土あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・境・翠，須恵器杯・要

時期平安時代 (9世紀)
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RA323 (第 37図)

位置 A区北東部 重複関係 RA329 (古) 平面形隅丸方形

規模東西3.2~ 3.5 m，南北4.0m，深さ 0.05~ 0.1 m 

カマド方向 W17S N，西カマド，長い煙道 (1.6m) カマド 両袖残存(芯材に土器使用)

床の状態床構築土あり 出土遺物(第 143図，第 32表)土師器坪・聾 時期奈良時代 (8世紀)

RA324 (第 36図)

位置 A区北東部 重複関係 RA322 (新)， RA327(古) 平面形隅丸方形つ

規模東西2.45m以上，南北 0.7m以上 カマド方向不明

床の状態床構築土あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯・要 時期奈良時代 (8世紀)

RA325 (第 38図)

位置 A区北東部 重複関係 RA330 (古)， RG25801 (新) 平面形隅丸方形?

規模北西南東2.55m以上，北東南西 2.0m以上，深さ 0.15m 

カマド方向不明 床の状態床構築士あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯(ロクロ-非ロクロ) .斐，あかやき土器杯・聾，須恵器杯・蓋

時期平安時代 (9世紀)

RA326 (第 39図)

位置 A区北東部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西3.25m，南北 3.3m，深さ 0.08m カマド方向不明(西カマド?) 

床の状態床構築土あり 出土遺物土師器杯・聾，あかやき土器杯 時期平安時代 (9世紀)

RA327 (第 38図)

位置 A区北東部 重複関係 RA324 (新)， RA328 (古)， RA330 (古)， RG25801 (新)

平面形隅丸方形 規模東西3.1m，南北 3.1m以上，深さ 0.2m 

カマド方向 E10S S，東カマド，長い煙道 (1.4m) カマド 両袖残存，焚き口に焼け面

床の状態床構築土あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯・翠，あかやき土器杯・聾，須恵器杯・聾

時期平安時代 (9世紀)

RA328 (第 38図)

位置 A区北東部 重複関係 RA327 (新) 平面形隅丸方形?

規模東西2.6m，南北1.8m以上，深さ 0.15m 

カマド方向 W19.00 S，西カマド，長い煙道(1.18m) カマド左袖残存 床の状態床構築士あり

時期平安時代 (9世紀)
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RA329 (第40国)

位置 A区北東部 重複関係 RA322 (新)， RA323(新) 平面形隅丸方形

規模東西 3.8m，南北 3.6m，深さ 0.05m 

カマド方向 EllS S，東カマド，長い煙道(1.1m) カマド 両袖残存，焚き口に焼け面あり

床の状態 中央北寄りに炉跡の焼け面あり，硬化面あり，床構築士あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯・蓋，あかやき土器蓋，須恵器杯

時期平安時代 (9世紀)

RA330 (第 38図)

位置 A区北東部 重複関係 RA325 (新)， RA327 (新)， RG25801 (新)

平面形隅丸方形? 規模北西一南東 1.7m以上，北東一南西1.1m以上，深さ O.lm

カマド方向不明 床の状態床構築土あり 出土遺物土師器聾

時期 平安日制't(9世紀)

RA331 (第 41図)

位置 A区北東部 重複関係 RA333 (古) 平面形隅丸長方形?

規模東西 3.l5m，南北2.lm以上，深さ 0.05m カマド方向不明 床の状態床構築土あり

時期平安時代 (9世紀) ? 

RA332a' b (第41図)

位置 A区北東部 重擾関係なし 平面形隅丸長方形

規模南北 3.2~ 3.4 m，東西約 4.5m，深さ O.l~ 0.l5 m 

カマド方向 カマド a (新): S3.00 W，南カマド，長い煙道(1.05m) 

カマドb (古): W1.50 

N，西カマド，長い煙道(約1.2m) 

カマド カマド a (新):右袖残存，焚き口に焼け面あり カマドb (古):焚き口に焼け面あり

床の状態床構築土あり

出土遺物(第 144図，第 32表) 土師器坪(ロクロ・非ロクロ)・鉢・聾，あかやき土器坪・高台イ寸杯・蓋，

須恵、器士不 時期奈良時代 (8世紀)

RA333 (第41図)

位置 A区北東部 重複関係 RA331 (新) 平固形隅丸方形?

規模東西 3.2m以上，南北 2.lm以上，深さ 0.05m 

カマド方向不明 床の状態床構築土あり 時期平安時代 (9世紀) ? 

RA334 (第42図)

位置 A区北東部 重複関係なし 平面形隅丸長方形

規模東西 2.5~ 3.05 m，南北4.5m，深さ 0.05~0.08m カマド方向不明(東カマド?) 

出土遺物土師器斐，須恵器長頚瓶 時期平安時代 (9世紀) ? 
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RA335 (第 46図)

位置 A区南東部 重複関係 RA342 (新)， RG329 (古)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模南北3.5m，東西3.65m，深さ 0.3m カマド方向不明 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 143・144図，第 32表) 土師器杯(非ロクロ)・片口鉢・聾・球胴霊，あかやき土器杯，須恵

器蓋・長頚瓶，砥石(軽石)，刀子

時期奈良時代 (8世紀)

RA336 (第 43図)

位置 A区南東部 重複関係 RA222 (古)， RA327 (新)， RA3 2 8 (新) 平面形隅丸方形

規模北東南西4.65m，北西南東4.6m以上，深さ 0.5m

カマド方向 W25HN，北西カマド，長い煙道 (1.6m) カマド右袖残存 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 152図，第 36表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯聾，須恵器杯・聾，フイゴ羽口

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA337 (第 44図)

位置 A区南東部 重複関係 RD853 (古)， RG325 (新) 平面形隅丸方形

規模北東南西3.lm，北西一南東 3.lm，深さ 0.3m

カマド方向 S18.00 W，南カマド，長い煙道 (1.0m) カマド両袖残存

出土遺物(第 144図，第 32表) 土師器杯(ロクロ・非ロクロ)・蓋，あかやき土器杯・聾，須恵、器杯・蓋

時期平安時代 (9世紀)

RA338 (第45図)

位置 A区南東部 重複関係 RA340 (古)， RZ025 (新) 平面形隅丸方形

規模北東一南西3.5m，北西南東3.2m，深さ 0.45m 

カマド方向不明 床の状態硬化面あり，床構築士あり

出土遺物(第 143図，第 32表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・聾，須恵、器杯-聾，砂底土器

時期平安時代 (9世紀)

RA340 (第45図)

位置 A区南東部 重複関係 RA338 (新)， RD862 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東2.7m以上，北東南西 3.75m，深さ 0.2~ 0.6 m 

カマド方向 W21H N，西カマド，長い煙道(1.2m) カマド 両袖残存，焚き口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築土あり 出土遺物土師器杯・蓋，あかやき土器杯・聾，軽石

時期平安時代 (9世紀)

RA341 (第 47図)

位置 A区南東部 重複関係 RA336 (新)， RG327 (新) 平面形隅丸長方形

規模南北2.6m，東西 3.lm，深さ 0.3m カマド方向 N20HE，北カマド，長い煙道 (0.9m) 
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出土遺物(第 144図，第 32表) 土師器杯(ロクロ・非ロクロ)・高台付杯(ロクロ).霊，あかやき土器杯・童，

須恵器均二・蓋，砥石 時期奈良時代 (8世紀)

RA342 (第 46図)

位置 A区南東部 重棲関係 RA335 (古)， RA343 (古)，ピット(新) 平面形隅丸長方形

規模北西一南東4.25m，北東一南西4.7m，深さ 0.3~ 0.4 m 

カマド方向 W23.00 N，北西カマド，長い煙道(1.4m) カマド 両袖残存，焚き口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築士あり 時期平安時代 (9世紀)

RA343 (第 46図)

位置 A区南東部 重複関係 RA342 (新)， RD866 (新) 平面形隅丸長方形

規模北西南東3.l5m，北東一南西 3.5m，深さ 0.5m

カマド方向不明(北西カマド?) 床の状態硬化面あり，床構築土あり

出土遺物土師器杯-斐，あかやき土器杯・蓋，須恵器士不 時期平安時代 (9世紀)

RA344 (第48図)

位置 A区南東部 重複関係 RZ026 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東 3.5m，北東南酉 3.55m，深さ 0.25m 

カマド方向 W24ぴ N，北西カマド，長い煙道(1.5m) 

出土遺物土師器杯(非ロクロ)・聾，鉄製品(万子)

RA345 (第49図)

カマド焚き口に焼け面あり

時期奈良時代 (8世紀)

位置 A区中央部 重複関係 RA360 (古) 平面形隅丸方形?

規模北西南東6.85m，北東一南西4.2m以上(調査区外)，深さ 0.25m 

カマド方向 N33.00 W，北西カマド，長い煙道 (1.65m) カマド 両袖残存，焚き口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築土あり

出土遺物(第 145・152図，第 33・36表) 土師器杯(非ロクロ)・翠・球胴蓋，フイゴ羽口，刻書土器 ixJ

時期奈良時代 (8世紀)

RA346 (第 50図)

位置 A区中央部 重複関係 RG324 (新) 平面形隅丸方形

規模東西約 2.5m，南北2.35m，深さ 0.3m カマド方向不明

出土遺物(第 145函，第 33表) 土師器杯・蓋，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯-聾，砥石(軽石)

時期平安時代 (9世紀)

RA347 (第51図)

位置 A区中央部 重複関係 RA356 (古)， RA357 (古)， RA361(古)， RG332 (新)

平面形隅丸長方形 規模北西一南東4.9m 北東一南西 5.75m，深さ O.lm 
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カマド方向煙道方向 W6.00 N，西カマド，長い煙道 (2.lm) 辺長方向 W35.00 N 

カマド両袖残存，焚き口に焼け面あり 床の状態硬化面あり，床構築土あり

埋土床面付近に炭化材が残存

出土遺物(第 146・152図，第 33・36表) 土師器杯・高台付杯・蓋，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯・聾・瓶，

フイゴ羽口，軽石，刻書土器 ixJ 時期 平安時代 (9世紀)

RA348 (第 52図)

位置 A区中央部 重複関係 RA353 (古)， RA357(古) 平面形隅丸方形

規模南北 3.1m，東西 3.lm，深さ O.lm カマド方向 S13SW，南カマド，長い煙道(l.5m) 

床の状態硬化面あり，床構築士あり

出土遺物(第 145図，第 33表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・聾，須恵器杯・聾，砥石(軽石)

時期平安時代 (9世紀)

RA349 (第 55図)

位置 AIZ中央部 重複関係 RA350 (古)， RG332 (新)， RG333 (新) 平面形隅丸方形

規模北東南西4.1m，北西一南東4.2m，深さ 0.2m 

カマド方向 E24.00 N，北東カマド，長い煙道 (1.55m) 

カマド右袖残存 床の状態床構築土あり 貯蔵穴カマド右脇に l基 (pitl)

出土遺物(第 145図，第 33表) 土師器杯・蓋，あかやき土器杯・蓋，須恵、器杯・脚付盤皿

時期平安時代 (9世紀)

RA350 (第 55図)

位置 A区中央部 重複関係 RA349 (新) 平面形隅丸方形

規模東西2.lm以上，南北 3.4m，深さ 0.l5m カマド方向不明 床の状態床構築士あり

出土遺物(第 146図，第 33表) 土師器蓋・球胴聾，あかやき土器高台付杯・蓋，須恵器坪，砥石

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA351 (第 53図)

位置 A区中央部 重複関係 RG326 (新) 平面形隅丸方形?

規模北東一南西 2.9m以上，北西南東2.4m 以上，深さ 0.05m 

カマド方向不明(北東カマド?) カマド焚き口に焼け面あり 床の状態床構築土あり

出土遺物土師器杯(非ロクロ) .翠，あかやき土器聾 時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA352 (第 54図)

位置 A区中央部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西2.5m，南北約 2.6m，深さ 0.1m カマド方向 E5SN，東カマド，長い煙道(l.3m) 

出土遺物土師器杯・聾 あかやき土器坪・聾，須恵器杯・蓋・長頚瓶，砂底土器，軽石

時期平安時代 (9世紀)
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RA353 (第52図)

位置 A区中央部 重複関係 RA348 (新) 平固形隅丸長方形

規模北西一南東2.9m以上，北東一南西約 2.1m，深さ 0.05~ 0.1 m 

カマド方向 E35目00 S，南東カマド，長い煙道 (1.0m) 

出土遺物(第 147図，第 33表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯・高台付杯・蓋，須恵、器杯・聾，鉄製品

時期平安時代 (9世紀)

RA354 (第56図)

位置 A区中央部 重複関係 RG326 (新) 平面形隅丸方形

規模北西南東4.1m，北東一南西3.4m以上，深さ 0.25m 

カマド方向 E35S S，南東カマド，長い煙道 (1.4m) カマド 両袖残存

出土遺物(第 146図，第 33表) 土師器杯・護・球胴蓋，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯・長頚瓶

時期平安時代 (9世紀)

RA356a' b (第57図)

位置 A匿中央部 重複関係 RA347 (新)， RA357(新) 平面形隅丸方形?

規模北西一南東3.85m以上，北東南西 5.75m，深さ 0.15m 

カマド方向 カマド a (新): W24.0o N，北西カマド，長い煙道 (1.5m) 

カマドb (古): W37.00 

N，北西カマド，長い煙道(約1.4m) 

カマド カマド a (新) 両袖残存，カマド手前に焼け面あり カマドb (古):カマド手前付近に焼け面あり

貯蔵穴 カマド a右袖脇に l基 (pitl) 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 147・149図，第 33・34表) 土師器杯，あかやき土器杯・聾，須恵、器坪・霊，砥石(軽石)

時期平安時代 (9世紀)

RA357 (第57図)

位置 A区中央部 重複関係 RA347 (新)， RA348 (新)， RA356(古)， RA361 (古)

平面形隅丸長方形 規模南北4.0m，東西3.2m，深さ 0.1m 

カマド方向煙道方向:Sl.50 E，南カマド，長い煙道(1.2m) 辺長方向:S25.00 W 

カマド焚口に焼け面あり 貯蔵穴カマド左袖脇に l基 (pitl)

床の状態床構築士あり 柱穴ピット l口

出土遺物(第 147図，第 33表) 土師器杯-高台付杯，あかやき土器杯-奮，須恵器坪・翠・長頚瓶

時期平安時代 (9世紀)

RA359 (第56図)

位置 A区中央部 重複関係 RG326 (新) 平面形隅丸長方形?

規模北西一南東4.0m，北東南西2目6m以上，深さ 0.05m カマド方向不明

出土遺物土師器杯・蓋 あかやき土器坪・聾，須恵、器杯・聾

時期平安時代 (9世紀)
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RA360 (第 58図)

位置 A区中央部 重複関係 RA345 (新)， RG324 (新)

平面形隅丸方形 規模東西2.4m，南北2.3m，深さQ，l5m

カマド方向 W34，OO N，北西カマド，長い煙道 (Um)

出土遺物(第 147図，第 34表) 土師器f不要，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯

時期平安時代 (9世紀)

RA361 (第 57図)

位置 A区中央部 重複関係 RA347 (新)， RA348 (新)， RA357 (新)

平面形隅丸方形? 規模東西1，8m以上，南北1，0m以上，深さ 0.15m カマド方向不明

出土遺物(第 147図，第 33表) 土師器杯(非ロクロ)・聾

時期奈良時代 (8世紀)

RA362 (第 59図)

位置 A区中央部 重複関係 RE047 (新)， RG25801 (新)

平面形隅丸方形つ 規模北西一荷東4.3m以上，北東一南西 2.5m以上，深さ O.lm

カマド方向不明 出土遺物土師器杯・聾，あかやき土器杯・高台付杯，須恵、器杯・蓋

時期平安時代 (9世紀)

RA363 (第 60図)

位置 A区中央部 重複関係なし 平面形隅丸長方形つ

規模北西一南東3.0m，北東南西 2.4m，深さ O.lm カマド方向不明

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA364 (第 61図)

位置 A区中央部 重複関係 RA356 (新) 平面形隅丸方形?

規模北東一南西1，9m 以上，北西一南東2.45m，深さ 0.1m カマド方向不明

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA366a. b (第 62図)

位置 A区中央部 重複関係 RA38 1 (古)， RG335(新)， RG337 (新)， RG338 (新)

平面形隅丸方形 規模東西4.6m，南北4.9m，深さ 0.1m 

カマド方向 カマド a (新): E13.00 N，東カマド，長い煙道 (1.6m) 

カマドb (古): W26.0o 
N，北西カマド，長い煙道? (0.2 m以上)

カマド カマド a (新):右袖残存，焚き口の焼け面あり カマドb (古):焚き口の焼け面あり

床の状態床構築土あり 柱穴ピット 11口

出土遺物(第 147図，第 34表) 土師器杯・蓋，あかやき土器杯・蓋，須恵器杯・聾・瓶

時期平安時代 (9世紀)
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RA367 (第 63図)

位置 A区中央部 重複関係 RA368 (新)， RD873(新)， RG335 (新)， RG336 (新)

平面形隅丸方形 規模北西一南東3.1m，北東一南西 3，3m，深さ 0.15m 

カマド方向 N26.00 W，北西カマド，長い煙道 (1.3m) 

カマド右袖残存・焚口に焼け面あり 貯蔵穴カマド右袖脇に 2基 (pitl.2) 

床の状態床構築土あり 出土遺物(第 147図，第 34表)土師器聾・球胴聾 時期奈良時代 (8世紀)

RA368 (第 64図)

位置 A区中央部 重複関係 RA367 (古)， RA382(古)， RG335 (新)， RG336 (新)

平面形隅丸長方形 規模東西2目7m，南北 2.2m，深さ 0.1m 

カマド方向 E21.00 N，東カマド，長い煙道(1.25m) カマド 右袖残存・焚口に焼け面あり

出土遺物土師器聾，砂底土器 時期平安時代 (9世紀)

RA369a' b (第 65図)

位置 A区中央部 重棲関係 RD886 (新)， RG335 (新)， RG25801 (新)，ピット(新)

平田形隅丸方形 規模北西南東3.5m，北東南西 3.6m，深さ 0.35m

カマド方向 カマド a (新): W43.0
o 
N，北西カマド，長い煙道 (1.5m) 

カマドb (古): E42.0o N，北東カマド，長い煙道 (1.0m 以上)

カマド カマド a (新):両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態眉溝あり 床構築士あり 出土遺物土師器士不要，あかやき土器杯・聾，須恵器士不

時期平安時代 (9世紀)

RA370 (第66図)

位置 A区中央部 重複関係ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西南東3.1m，北東一南西 3.1m，深さ 0.25m

カマド方向 N25.0o W，北西カマド，長い煙道(1.15m) 

カマド両袖残存，焚口に焼け面あり 貯蔵穴 カマド右袖脇に l基 (pitl) 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 148図，第 34表) 土師器杯(非ロクロ)・蓋・球胴翠，刻書土器 ixJ

時期奈良時代 (8世紀)

RA371 (第 67図)

位置 A区南西部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模北西一南東3.1m，北東一南西 3.25m，深さ 0.3m

カマド方向 N25.0o W，北西カマド，長い煙道 (1.4m) 

カマ[.;'両袖残存，焚口に焼け面あり 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 148図，第 34表) 土師器杯(非ロクロ)・聾・球胴聾，砥石，軽石

時期奈良時代 (8世紀)
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RA372 (第 68図)

位置 A区南西部 重複関係なし 平面形隅丸長方形

規模東西 3.7m，南北 4.2m，深さ 0.4m

カマド方向 Wll.OO N，西カマド，長い煙道 (1.5m) 

カマド両袖残存，焚口に焼け面あり 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 148・152図，第 34・36表) 土師器坪(非ロクロ) .聾，あかやき土器杯，須恵器杯，土製品(紡

錘車・フイゴ羽口)，砥石(軽石) 時期奈良時代 (8世紀)

RA373 (第 69図)

位置 A区南西部 重複関保なし 平面形摘丸方形

規模北西一南東4.0m，北東一南西4.0m，深さ 0.2m 

カマド方向 W34SN，北西カマド，長い煙道(1.55m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築土あり，東部に焼け面2箇所あり

出土遺物(第 148図，第 34表) 土師器杯(非ロクロ)・鉢・聾・球胴差，あかやき土器杯，軽石，鉄製品(万子)

時期奈良時代 (8世紀)

RA374 (第 70図)

位置 A区南西部 重複関係 RD881 (新)， RG347 (新) 平面形隅丸方形?

規模南北 3.3m，東西2.0m以上，深さ 0.4m カマド方向不明 床の状態床構築土あり

出土遺物(第 149・152図，第 34・36表) 土師器杯(非ロクロ)・聾・球胴聾-甑，あかやき土器杯，須恵器

聾，土製品(紡錘車)，軽石 時期奈良時代 (8世紀)

RA375 (第75図)

位置 A区北西部 重複関係 RG324 (新)， RG25801 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東約 6.3m，北東南西 6.2m，深さ 0.1m カマド方向不明(北西カマド?) 

出土遺物土師器杯・蓋，あかやき土器杯，軽石 時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA377 (第 71図)

位置 A区中央部 重複関係 RA356 (新)， RD868(古)， RG333 (新)， RG335(新)， 

R G 336 (古)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東4.0m，北東南西 2.8m以上，深さ 0.1m 

カマド方向 W37S N，北西カマド，長い煙道(1.65m) カマド 焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 出土遺物土師器蓋 時期奈良-平安時代 (8・9世紀)

RA378 (第 62図)

位置 A区中央部 重複関係 RA38 1 (古)， RG339 (新) 平面形不明(煙道のみ)

規模不明(煙道のみ) カマド方向 S9SE，南カマド，長い煙道? (1.1 mJ以上)

出土遺物(第 149図，第 34表)須恵器杯 時期平安時代 (9世紀)
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日A37 9 (第 73図)

位置 A区中央部 重複関係 RA380 (古)， RA383 (新)ピット(新) 平面形隅丸長方形?

規模東西約 2，Om，南北 3，Om，深さ 0，05m カマド方向 E2'oO N，東カマド，長い煙道 (1.3m) 

カマド焚口に焼け面あり 出土遺物(第 149図，第 34表)須恵器杯・翠 時期平安時代 (9世紀)

RA380 (第 74図)

位置 A区中央部 重複関係 RA379 (新)， RA383 (新)， RG338(古)

平面形隅丸方形? 規模北東一南西約 6.0m，北西南東2.6m以上，深さ 0.05m 

カマド方向不明 柱穴 2口

出土遺物(第 149図，第 35表) 土師器坪・境・鉢・蓋，あかやき土器杯，須恵器杯

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA381 (第 76図)

位置 A区中央部 重複関係 RA366 (新)， RA378 (新)， RG324 (新)， RG339 (新)， 

ピット(新) 平面形隅丸方形?

規模北西一南東5.6m 北東一南西4.8m以上，深さ 0.2m 

カマド方向 W33.0
0

N，北西カマド，長い煙道 (1.7m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

貯蔵穴床面南部に 1基 (pit4) 床の状態硬化面あり，床構築士あり

柱穴主柱穴3口その他ピット 4口

Pit5 Pit6 Pit7 

直径 (m) 0.3 ~ 0.4 0.3 0.35 

深さ (m) 0.35 0.45 0.1 (削平)

平面形 不整楕円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり なし

出土遺物(第 149図，第 34表) 土師器杯(非ロクロ)・大形杯(非ロクロ)・高台付杯(非ロクロ)・聾・球胴聾，

須恵器聾，軽石 時期奈良時代 (8世紀)

RA382 (第 77図)

位置 A区中央部 重複関係 RA368(新)， RG335(新)， RG336(新) 平面形隅丸方形?

規模東西 2.3m，南北 1.7m以上，深さ 0.05m カマド方向 E9.0
0

N，東カマド，長い煙道 (1.35m) 

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA383 (第 72図)

位置 A区中央部 重複関係 RA379 (古)， RA3 8 0 (古)， RG338 (新) 平固形隅丸方形

規模東西2.5m，南北2.6m，深さ 0.15m カマド方向 ElO.OO S，東カマド，長い煙道(約 1.5m) 

カマド両袖残存，芯材に喋使用，焚口に焼け面あり 床の状態硬化面あり，床構築士あり

出土遺物(第 149図，第 35表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯，須恵器杯・蓋

時期平安時代 (9世紀)
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RA384 (第 65図)

位置 A区中央部 重複関係 RG 335 (新)， RG339 (新)，ピット(新)

平面形隅丸方形 規模北西一南東1.9m 北東一南西 2，Om，深さ 0.05m 

カマド方向 W31.00 N，北西カマド，長い煙道(約 0.7m以上) 床の状態周溝あり，床構築士あり

時期奈良・平安時代 (8'9世紀)

RA385 (第 78園)

位置 A区中央部 重複関係 RG324 (新)， RG340 (新) 平面形隅丸方形

規模東西3.3m，南北 3.5m，深さ 0.25m 

カマド方向 辺長W19ぴ N，西カマド(煙道はRG324により削平)

カマド両袖残存，焚口に焼け面あり 貯蔵穴床面東部に l基 (pitl) 出土遺物土師器聾

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA386 (第 79図)

位置 A区南西部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西2.9m，南北 3.2m，深さ 0.45m カマド方向 W16.00

N，西カマド，長い煙道(約1.3m) 

カマド両袖残存，芯材に磯使用，焚口に焼け面あり 床の状態硬化面あり，床構築土あり

出土遺物 土師器聾・球胴蓋，あかやき土器士不・蓋，須恵器蓋，軽石，火打石? (メノウ剥片)

時期平安時代 (9世紀)

RA387 (第 80図)

位置 A区南西部 重複関係なし 平画形隅丸方形つ

規模北西南東1.3m以上，北東一南西 3.2m以上，深さ 0.05m カマド方向不明

床の状態床構築土あり 出土遺物砥石 時期平安時代 (9世紀)

RA389 (第 81図)

位置 A区南西部 重複関係なし 平固形隅丸方形

規模北西一南東2.1m，北東南西2.2m，深さ 0.45m カマド方向不明

出土遺物土師器蓋，あかやき土器杯・聾，砥石 時期奈良・平安時代 (8'9世紀)

RA390 (第 82図)

位置 A区中央部 重複関係なし 平面形隅丸方形? (調査区外)

規模北西南東3.lm，北東一南西1.7m以上，深さ 0.05m カマド方向不明

床の状態床構築土あり 時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA391 (第 68図)

位置 A区南西部

※ 25次調査では煙道先端のみの精査であり， 31次調査で全体を検出しているため，詳細は後述。
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RA222 (第43図)

位置 A区南東部 重複関係 RA336 (新) 平面形隅丸方形?

規模東西 1.8m以上(調査区外)，深さ 0.35m 

※県埋丈センターによる 18次調査RA222の一部

-竪穴状遺構

RE046 (第 44図)

位置 A区南東部 重複関係 RG324 (新) 平面形隅丸長方形

規模東西2.55m，南北1.65m，深さ 0.25~ 0.3 m 

出土遺物(第 150図，第 35表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯，須恵器杯・斐 時期古代以降

RE047 (第 59図)

位置 A区北東部 重複関係 RA362 (古)， RG25801 (新) 平由形隅丸方形つ

規模東西5.7m，南北 3.65m，深さ 0.5m

出土遺物(第 150図，第 35表) 土師器杯・聾，あかやき土器杯，須恵器杯・蓋 時期古代以降

RE048 (第83図〉

位置 A区南西部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模北西 南東3.0m，北東南西2.6m，深さ 0.35m 底菌の状態ビット 5日 時期古代以降

-土坑墓

RZ025 (第45図)

位置 A区南東部 重複関係 RA338 (古)

規模南北3.l5m，東西 2.2m，深さ 0.9~ 1.0 m 

RZ026 (第48図)

位置 A区南東部 重複関係 RA344 (古)

平面形調丸長方形

時期古代以降

平面形隅丸長方形に近い長楕円形

規模長軸3.4m，短軸1.9m，深さ 0.65~ 0.8 m 底面の状態北側の段差部分に焼け面あり

出土遺物土師器杯・聾あかやき土器杯・蓋須恵器坪・要 時期古代以降

-土器埋設遺構

RPOO 1 (第 34図)

位置 A区中央部 重複関係なし 平面形不整円形 規模径0.42m

状態壷形土器(第 165図512)が正位に埋設され，上部は削平されたと考えられる 時期弥生時代前期?
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-土坑

RD852~91 4 (第 34・35図)

A区内では 62基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第7・8表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器，須恵器，フイゴ羽口，碁石，火打石(メノウ)

などが出土している(第 150図・第35表)。

-溝跡

RG322~336 ・ 338~352 ・ 354 ・ 25801 (第 34・35図)

A区内では，古代以降の溝跡28条，中世以降の大溝跡 I条を確認しており，各溝跡の概要は第9表のと

おりである。土層については紙面の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器，須恵、器，

フイゴ羽口，鉄浮，鉄製品，砥石，近世陶磁器，馬歯骨などが出土している(第 150・151図・第35表)。

-ピット

A区では，多数のピット(柱穴跡)を確認している。個別の概要については紙面の都合により省略した。

これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，遺構の重複が多いこと

から詳細な検討は困難であった。

-縄文土器・弥生土器・続縄文土器

25次調査A.B区の遺構埋土及び検出面等から，縄文時代晩期土器(大洞A式期).弥生時代前期(山

王E層式期)・後期土器(赤穴式期)，北海道系の続縄文土器(後北式 C2-D式期)が出土している(第

165・166図，第46表)。

(8)第27次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の北部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は2，513rrl。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。調査区については， 3地点に分かれていることか

ら，西調査区をA区，東調査区をB区南調査区を CI2<:とした(第 84・101図)。なお， A区については平成

11年度実施の第 25次調査B区と連続し，検出遺構も一連のものが多いことから，遺構・遺物の詳細をこの

中で記述することとする。全地匿を合わせた遺構数は，奈良・平安時代の竪穴住居21棟，古代以降の土坑

23基・溝跡 30条・ピット多数，近世以降の土坑墓2基である。なお，現地調査の図面・写真資料の大部分

が擢災・焼失していることから，遺構国の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

A区(西調査区第 25次調査B区)

a‘遺構と遺物

調査の結果， 25次調査B区より，奈良・平安時代の竪穴住居跡8棟 (RA392~ 399) ，古代以降の土坑6

基 (RD915~ 918・920・921)・溝跡4条 (RG348~ 351)・ピット多数， 27次調査A区より，奈良・平安時代

の竪穴住居跡6棟 (RA462~ 467) ，古代以降の土坑 16基 (RDl039~ 1054) .溝跡 11条 (RG348・349・351・359

~ 366)・ピット多数，近世以降の土坑墓2基 (RZ029・030)を検出した(第 85・86図)。
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-竪穴住居跡

RA392 (第 87図)

位置 25次B区南部 重複関係 RA393 (古) 平面形隅丸方形?

規模東西 1.3m以上(調査区外)，南北3.4m.l2J、_t(調査区外)，深さ 0.3m

カマド方向 W8.00 S，商カマド，長い煙道(l.lm) カマド両袖残存，焚口に焼け面あり 柱穴 l口

出土遺物(第 154・155図，第 37・38表) 土師器杯(ロクロ，非ロクロ)・斐，あかやき土器坪・聾，須恵器蓋，

土製品(紡錘車) 時期平安時代(10世紀)

RA393 (第 88図)

位置 25次B区南部 重複関係 RA392 (新)， RA394(古)，ピット(新) 平面形隅丸方形?

規模北東南西2.45m，北西南東l.5m 以上(調査区外)，深さ 0.6m

カマド方向 E28S N，北東カマド，長い煙道(l.35m) 

カマド両袖残存，芯材に喋使用，焚口に焼け面あり 床の状態硬化面あり，床構築士あり

出土遺物(第 154図，第 37表) 土師器杯・蓋，あかやき土器杯-蓋-小皿，須恵器杯・蓋

時期平安時代 (10世紀)

RA394 (第 89図)

位置 25次B区南部 重複関係 RA393 (新) 平面形隅丸方形?

規模南北 1.25m以上(調査区外)，東西4.lm以上(調査区外)，深さ 0.5m カマド方向不明

出土遺物土師器坪-聾あかやき土器杯・高台付杯 時期平安時代 (9世紀)

RA395 (第 92図)

位置 25次B区中央部 重複関係 RG 350 (新) 平臣形隅丸方形?

規模南北 2.5m以上，東西l.lm以上(調査区外)，深さ O.lm カマド方向不明

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA396 (第 90図)

位置 25次B区北部 重複関係なし 平面形隅丸方形?

規模東西3.2m以上(調査区外)，南北6目8m，深さ 0.5m

カマド方向 W18.50 N，西カマド，長い煙道 (1.7m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築士あり 貯蔵穴カマド左袖脇に 2基 (pit1，2) 

出土遺物(第 154・155図，第 37・38表) 土師器杯(非ロクロ)・大形坪(非ロクロ)・聾・球胴蓋，あかや

き土器坪・聾，須恵器聾，紡錘車 l点，鉄釘?1点 時期奈良時代 (8世紀)

RA397 (第 91図)

位置 25次B区中央部 重複関係 RD915 (新)，ピット(新) 平面形隅丸長方形

規模北西 南東3.0m，北東南西4.0m，深さ 0.05m 

カマド方向 N4l.00 W，北西カマド，長い煙道 (1.35m) 時期 奈良・平安時代 (8・9世紀)
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RA398 (第 93図)

位置 25次B区南部 .27次A区南東部 重複関係 RA462 (新)， RG350(新)

平面形隅丸方形 規模北西一南東 3.35m，北東一南西 3.5m，深さ 0.2m 

カマド方向 W41.00 N，北西カマド，長い煙道(1.2m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態硬化面あり，床構築土あり 貯蔵穴カマド右袖脇に l基 (pitl) 柱穴 l口

出土遺物(第 154図，第 37表) 土師器杯(非ロクロ)・球胴翠，あかやき土器杯・蓋，紡錘車

時期奈良時代 (8世紀)

RA399 (第 94図)

位置 25次B区北部 重複関係なし 平面形隅丸方形つ

規模北西南東2.4m以上(調査区外)，北東一南西 3.0m，深さ 0.35m

カマド方向 W27.00 N，北西カマド，長い煙道(1.45m) カマド右袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 出土遺物土師器坪・蓋，あかやき土器杯・聾

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA462 (第 95図)

位置 27次A区南東部 重複関係 RA398 (古)， RG350(新)

平田形隅丸方形 規模北東一南西 3.2m，北西一南東3.5m，深さ 0.2m 

カマド方向 W34S S，南西カマド，長い煙道 (0.6m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 貯蔵穴カマド右袖脇に l基 (pitl) 出土遺物土師器蓋，あかやき土器杯

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA463 (第 96図)

位置 27次A区中央部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模東西4.2m，南北 4.2m，深さ 0.45m

カマド方向 W22.00 N，西カマド，長い煙道(トンネル状， 1.2 m) カマド両袖残存

床の状態周溝あり 貯蔵穴床面南部に l基 (pit1) 出土遺物土師器杯・聾，白色粘土

時期奈良-平安時代 (8・9世紀)

RA464 (第 97図)

位置 27次A区南部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模北西 南東4.2m，北東南西4.5m，深さ 0.4m

カマド方向 N30SW，北西カマド，長い煙道 (1.25m) カマド 両袖残存

床の状態床構築土あり 貯蔵穴カマド左袖脇に l基 (pitl) 出土遺物土師器杯・蓋

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA465 (第 98図)

位置 27次A区南部 重複関係なし 平面形隅丸方形
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規模南北2.6m，東西2.6m，深さ 0.2m 

カマド方向 N17.00 W，北カマド，長い煙道(1.1m) カマド左袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 出土遺物土師器聾，あかやき土器杯 時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA466 (第99図)

位置 27次A区南部 重複関係 RD1050 (新) 平面形隅丸方形

規模東西3.5m，南北3.6m，深さ 0.3m カマド方向 W13.00 N，西カマド，長い煙道(約1.1m) 

カマド両袖残存，焚口に焼け面あり 床の状態床構築土あり 柱穴 2口

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA467 (第 100図)

位置 27次A区南部 重複関係 RG349 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東3.6m，北東一南西 3.8m，深さ 0.15m 

カマド方向 N40S W，北西カマド，長い煙道(1.3m) 

カマド両袖残存，芯材に土器使用，焚口に焼け面あり 床の状態周溝，床構築士あり

出土遺物(第 156図，第 39・40表) 土師器杯(非ロクロ)・蓋，紡錘車 時期奈良時代 (8世紀)

-土坑墓

RZ029 (第85図)

位置 27次A区北部 重複関保 RZ030 平面形不整長方形

規模長辺 1.8m，短辺1.7m 出土遺物(第 169図) 寛永通宝(新寛永，丈銭)，馬歯骨

時期近世以降

RZ030 (第85図)

位置 27次A区北部 重複関係 RZ029

規模長軸1.7m，短軸1.1m 出土遺物なし

-土坑

平面形不整楕円形

時期近世以降

RD915~918 ・ 920 ・ 921 ・ 1 039~1 054 (第 85・86図)

25次調査B区では 6基， 27次調査A区では 16基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第 10・12表のと

おりである。土層については紙面の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器，鉄i宰など

が出土している。

-溝跡

RG348~351 ・ 359~366 (第85・86図)

25次調査B区では 4条， 27次調査A区では 11条(うち 3条は同一遺構)の溝跡を確認しており，各溝跡

の概要は第 11・13表のとおりである。土層については紙面の都合により省略した。一部の埋土より土師器，

あかやき土器，須恵、器，査器，鉄i宰などが出土している(第 156図・第42表)。
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-ピット

25次調査B区・ 27次調査A区では多数のピット(柱穴跡)を確認している。個別の概要については紙面

の都合により省略した。これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，

遺構の重複や擢災で不明な部分が多いことから詳細な検討は閏難で、あった。

-縄文土器・弥生土器

27次調査A医の遺構埋土及び検出面等から，縄文時代晩期土器(大洞A式期)，弥生時代後期土器(赤穴式期)

が出土している(第 167・168図，第 47表)。

B区(東調査区)

a.遺構と遺物

調査の結果， B区より奈良・平安時代の竪穴住居跡 15棟 (RA482~ 496)，古代以降の土坑7基 (RDl072

~ 1078) ・溝跡 12条 (RG339・344・368~ 377) ・ピット多数を検出した(第 102・103図)。

-竪穴住居跡

RA482 (第 104図)

位置 B区南部 重複関係 RG368 平面形隅丸方形?

規模東西約 3.9m，南北2.0m以上(調査区外)，深さ O.lm

カマド方向 N25SW，北西カマド，長い煙道(1.3m) カマド左袖残存 出土遺物土師器杯・霊

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA483 (第 105図)

位置 B区中央部 重複関係 RA484 (古) 平面形隅丸長方形?

規模東西約 3.0m，南北 3.3m以上(調査区外)，深さ 0.4m

カマド方向 東カマド，長い煙道(約1.1m) 出土遺物土師器杯・聾，あかやき土器杯

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA484 (第 106図)

位置 B区中央部 重複関係 RA483 (新) 平面形隅丸方形?

規模北東一南西 4.6m以上，北西南東2.0m以上，深さ 0.3m カマド方向不明

出土遺物(第 157図，第41表) 土師器聾・球胴蓋 時期奈良時代 (8世紀)

RA485 (第 107図)

位置 B区東部 重複関係 RG371・372 平面形隅丸方形つ

規模北東南西3.3m以上(調査区外)，北西南東 3.4m，深さ 0.15m 

カマド方向 N43.00 E，北東カマド，長い煙道 (2.1m) カマド 左袖残存，芯材に在鮒吏用，焚口に焼け面

出土遺物(第 157図，第 41表) 土師器蓋，あかやき土器高台付杯 時期平安時代 (9世紀)
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RA486 (第 108図)

位置 B匿北東部 重複関係 RD1072 (新) .RG339 (新) 平面形隅丸方形

規模東西6.0m，南北 6.0m，深さ 0.35m カマド方向不明

柱穴主柱穴2口

Pit1 Pit2 

直径 (m) 0.55 0.45 

深さ (m) 0.35 0.3 

平面形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり

出土遺物土師器f不・聾・球胴聾あかやき土器杯，須恵器蓋，万子つ 1点 時期奈良・平安日制't(8・9世紀)

RA487 (第 109図)

位置 B区北東部 重複関係 RG339 (新) 平面形隅丸方形?

規模北西南東3.8m，北東南西 3.5m以上(調査区外)，深さ 0.2m 

カマド方向 W21.00 N，西カマド，長い煙道 (0.4m以上) 床の状態硬化面あり 柱穴 1口

出土遺物(第 157図，第41表) 土師器坪(非ロクロ)・蓋，万子?1点 時期奈良司引't(8世紀)

RA488 (第 102図)

位置 B区北東部 重複関係 RA486 (新) 平面形隅丸方形?

規模東西 3.0m以上，南北約 3.0m，床面のみ

カマド方向不明 出土遺物(第 157図，第 41表)土師器杯(非ロクロ)・蓋 時期奈良時代 (8世紀)

RA489a' b (第 111図)

位置 B区南東部 重複関係 RA496 (新)'RG339(新) 平田形隅丸方形

規模東西約 6.4m，南北約 6.5m以上，深さ 0.2m 

カマド方向 カマド a(新): W6.0o N，西カマド，長い煙道 (0.8m) 

カマドb (古): W5.0o N，西カマド，長い煙道(約 2.3m) 

カマド カマド a(新):左袖残存，芯材に土器使用，支脚に土器使用，焚口に焼け面あり カマドb (古): 

焚口に焼け面あり 床の状態周溝あり

柱穴主柱穴2口

Pit1 Pit2 

直径 (m) 0.4 0.25 

深さ (m) 0.35 0.3 

平面形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり(角柱状) 不明

出土遺物(第 157図，第 41表) 土師器坪(非ロクロ)・蓋・球胴蓋，あかやき土器士不，須恵、器杯

時期奈良時代 (8世紀)
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RA490 (第 110図)

位置 B区西部 重複関係 RA491 (新) 平面形鵠丸方形

規模北西一南東3.lm，北東南西 3.1m以上，深さ 0.2m 

カマド方向 N28.00 W，北西カマド，長い煙道 (0.8m) 床の状態床構築士あり 柱穴 l口

出土遺物(第 158図，第41表) 土師器杯(非ロクロ)・聾，あかやき土器杯，墨書土器 1=#J，碁石?1点

時期奈良時代 (8世紀)

RA491 (第 113図)

位置 B区西部 重複関係 RA490 (古) 平面形隅丸方形

規模北西南東6.8m，北東一南西 6.9m，深さ 0.4m

カマド方向 W32S N，北西カマド，長い煙道 (0.4m以上)

カマド左袖残存，芯材に土器使用，焚口に焼け面あり 床の状態周溝あり，仕切り状溝あり

貯蔵穴 2基 (pit4・8)

柱穴主柱穴2口，ピット 3口

Pit1 Pit2 

直径 (m) 0.5 0.3 

深さ (m) 0.8 0.8 

平面形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり 不明

出土遺物(第 158・159図，第41表) 土師器杯(非ロクロ)・聾・球胴聾・大蜜・大形鉢，あかやき土器杯，

須恵器杯・蓋， ミニチュア土器，砥石(軽石)，環状鉄製品 l点，獣骨，白色粘土

時期奈良時代 (8世紀)

RA492 (第 112図)

位置 B区中央部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模北西一南東3.lm，北東一南西 3.lm，深さ 0.5m

カマド方向 W36.00 N，北西カマド，長い煙道(トンネル状， 1.25 m) カマド両袖残存，焚口に焼け面あり

柱穴南東壁面に袋状ピット 2口 (pitl'2)

出土遺物(第 159.161図，第40・41表) 土師器杯(非ロクロ)・高台付杯(非ロクロ)・聾・鉢，あかやき土器杯，

須恵器杯・蓋， ミニチュア土器2点，鉄釘つ 1点

時期奈良時代 (8世紀)

RA493 (第 114図)

位置 B区中央南部 重複関係 RD1075 (新)， RD1077 (新) 平面形隅丸方形

規模北西一南東3.2m，北東南西約 3.0m，深さ O.2m

カマド方向 N34.00 W，北西カマド，長い煙道(トンネjレ状， 1.15 m) カマド両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 出土遺物(第 159図，第41表) 土師器杯・聾，須恵器坪

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)
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RA494 (第 115図)

位置 B区中央南部 重複関係 RD1079 (新)， RG376 (新) 平面形隅丸方形?

規模北西一南東 3.1m以上，北東一南西 3.3m以上，深さ 0.1m 

カマド方向 N33S W，北西カマド，長い煙道(1.7m) カマド 両袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築士あり 貯蔵穴カマド右袖脇に 1基 (pit1) 出土遺物土師器翠

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA495 (第 116図)

位置 B区西部 重複関係なし 平面形隅丸方形?

規模東西 3.5m，南北2.4m以上，深さ 0.2m 

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA496 (第 102図)

カマド方向不明

位置 BlK南東部 重複関係 RA489 (古)， RD1073 平面形隅丸方形?

規模北西一南東3.5m以上(調査区外) 北東一南西3.5m以上(調査区外) カマド方向不明

出土遺物(第 159図，第 41表) 土師器杯-高台付杯・童，あかやき土器杯，須恵器杯・蓋

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

-土坑

RD 1 072~1 078 (第 102・103図)

27次調査B区では 7基の土坑を確認しており 各土坑の概要は第 14表のとおりである。土層については

紙面の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器が出土している(第 161図・第 42表)。

-溝跡

RG339 ・ 344 ・ 368~3 ア 7 (第 102・103図)

27次調査B区では 12条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第 15表のとおりである。特にRG339

は幅約 3.7，深さ約l.lmを測る大溝で、ある。土層については紙閣の都合により省略した。埋土の一部より土

師器，あかやき土器，須恵、器などが出土している(第 160・161図・第 42表)。

-ピット

27次調査B区では多数のピット(柱穴跡)を確認している。個別の概要については紙面の都合により省略

した。これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，遺構の重複やJ罷

災で不明な部分が多いことから詳細な検討は困難であった。

C区(南調査区)

a極遺構と遺物

調査の結果， c区より古代以降の溝跡7条 (RG378~ 388)を検出した(第 117図)。
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-溝跡

RG378~388 (第 117図)

27次調査C区では 7条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第 16表のとおりである。埋土の一部より

土師器，あかやき土器，須恵器が出土している。

(9)第 28次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の中央部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面

積は 460ぱ。重機により表土を除去し，遺構検出を行った。なお，現地調査の図面・写真資料の大部分が擢災・

焼失していることから，遺構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

a.遺構と遺物

調査の結果，平安時代の竪穴住居跡9棟(RA471~ 475， 477 ~ 480)，中世以降の掘立柱建物跡1棟(阻28001)

・柱列跡2基 (RC28001・28002)，古代以降の土坑 10基 (RDl054~ 1065・1058・1060・1063~ 1065・1067'1068)

・溝跡2条 (RG387・388) を検出した(第 118図)。

-竪穴住居跡

RA471 (第 119図)

位置調査区北西部 重複関係 RA472 (新) 平面形隅丸方形?

規模北西 南東3.5m以上(調査区外)，北東一南西2.6m以上，深さ 0.15m 

カマド方向不明 床の状態床構築士あり

出土遺物(第 162図・第43表) 土師器事，万子?1点 時期平安時代 (9世紀)

RA472 (第 119図)

位置調査区北西部 重複関係 RA47 1 (古) ピット(新) 平面形隅丸方形?

規模北西一南東4.lm以上，北東一南西 5.0m，深さ 0.25m 

カマド方向不明 床の状態床構築士あり

柱穴主柱穴3口，ピット 2口

pit1 Pit2 pit3 

直径 (m) 0.45 0.35同0.45 0.35-0.4 

深さ (m) 0.45 0.45 0.4 

平田形 不整円形 不整楕円形 不整楕円形

柱痕跡 不明 あり あり

出土遺物土師器杯・要 時期平安時代 (9世紀)

RA473 (第 120図)

位置調査区南西部 重複関係 RA474 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形

規模東西 3.3m，南北 3.3m以上，深さ 0.05m 
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カマド方向 W21SN，西カマド，長い煙道(1.4m) カマド焚口に焼け面あり

床の状態床構築土あり 柱穴ぜット 5日 時期平安時代 (9世紀)

RA4ア4 (第 121図)

位置調査区南西部 重擾関係 RA473 (古) . 480 (古)， RD1054 (新)，ピット(新)

平面形隅丸方形 規模東西 2.8m，南北 2.6，深さ O.lm カマド方向不明

床の状態床構築土あり 柱穴ピット 2口 出土遺物土師器杯，あかやき土器杯

時期平安時代 (9世紀)

RA475 (第 122図)

位置調査区南西部 重複関係 RG387 (新)，ピット(新) 平面形隅丸方形?

規模東西 3.5m以上，南北約 3.0m，深さ O.lm カマド方向 E22.00 N，東カマド，長い煙道 (1.3m) 

カマド右袖のみ残存 出土遺物土師器杯・聾，須恵、器杯 時期平安時代 (9世紀)

RA477 (第 123図)

位置調査区中央部 重複関係 RA479 (新) • 480 (新)， RD1054 (新)，ピット(新)

平田形隅丸方形 規模北西南東3.5m，北東一南西 3.6m，深さ 0.15m 

カマド方向 S30目。o E，南東カマド，長い煙道 (1.0m) カマド 右袖残存，焚口に焼け面あり

床の状態床構築士あり 出土遺物土師器杯・聾，あかやき土器杯，須恵器杯，砥石1点

時期平安時代 (9世紀)

RA478 (第 124図)

位置調査区中央部 重複関係 RA477 (古) • 479 ピット(新) 平面形隅丸方形?

規模南北4.2m，東西0.8m以上，深さ O.lm カマド方向不明 出土遺物土師器坪

時期平安時代 (9世紀)

RA479 (第 124図)

位置調査匿中央部 重複関係 RA477 (古) • 478・480 (新)，ピット(新)

平薗形隅丸長方形 規模南北4.6m，東西3目6m，深さ O.2m

カマド方向 N20.00 W，北カマド，長い煙道(1.0m) カマド焚口に焼け面あり 柱穴 ピット 1口

出土遺物(第 162図・第43表) 土師器杯，あかやき土器杯，須恵器聾 時期平安時代 (9世紀)

RA480 (第 125図)

位置調査区中央部 重複関係 RA474 (新)・ 479 (古)， RD1054 (新)，ピット(新)

平面形隅丸長方形 規模北西南東3.0m，北東一南西4.8m，深さ 0.l5m 

カマド焚口に焼け面あり 床の状態中央部に焼け面，床構築土あり 柱穴 4口

出土遺物(第 162図・第 43表) 土師器杯，あかやき土器杯，須恵、器杯，砥石(砂岩)1点，鉄釘 1点，環

状鉄製品 1点 時期平安時代 (9世紀)
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-掘立柱建物跡

RB28001 (第 126図)

位置調査毘南東部 重複関係 RD1056 構造桁行(南北)3間，梁行(東西)1間

規模桁行総長 3.6m (21尺)・柱間 2.lm (7尺)等間，梁行柱間 2.1m (7尺)

棟方向南北棟， N3.0o E 

柱掘方 7基

掘方 1 掘方2 掘方3 掘方4 掘方5 掘方6 掘方7

直径 (m) 0.4 0.35 0.55 0.4 0.45 0.5 0.55 

深さ (m) 0.45 0.2 0.25 0.3 0.3 0.4 0.3 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり なし なし あり あり あり あり

時期中世以降

-柱列(板塀)跡

RC28001 (第 126図)

位置調査区東部 重複関係なし 構造桁行(南北)2間，板塀

規模桁行総長生2m (14尺)・柱間 2.1m (7尺)等間 桁方向 N2.00 E 

柱掘方 3基

掘方 1 掘方2 掘方3

直径 (m) 0.35 0.45 0.4 

深さ (m) 0.45 0.45 0.45 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり あり あり

時期中世以降

RC28002 (第 126図)

位置調査区中央部 重複関係 RA 47 8 (古) 構造桁行(南北)4間，板塀

規模桁行総長9.0m (30尺)・柱間 2.25m (7.5尺)等間 桁方向 N7.00 E 

掘方 5基

掘方 1 掘方2 掘方3 掘方4 掘方5

直径 (m) 0.3 0.35 0.35 0.35 0.35 

深さ (m) 0.3 0.4 0.4 0.35 0.4 

平面形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形 不整円形

柱痕跡 あり なし あり あり あり

時期中世以降
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-土坑

RD1054~1056 ・ 1058 ・ 1060 ・ 1063~1065 ・ 106 ア・ 1 068 (第 118図)

調査区内では 10基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第 17表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。一部の埋土より土師器，あかやき土器，須恵、器，鉄i宰，中世の中国青磁などが出土

している。

-溝跡

RG387・388(第 118図)

調査区内では2条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第 18表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。一部の埋土よりあかやき土器が出土している。

-ピット

調査区内では多数のピット(柱穴跡)を確認している。個別の概要については紙面の都合により省略した。

これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，遺構の重複や擢災で不

明な部分が多いことから詳細な検討は困難で、あった。

(10)第29次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の中央部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面

積は 1251託。重機により表土を除去し遺構検出を行った。なお，現地調査の図面・写真資料の大部分が擢災・

焼失していることから，遺構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

a.遺構と遺物

調査の結果，奈良時代の竪穴住居跡 1棟 (RA503)，近世以降の土坑3基 (RDl088~ 1090)・ピット 5口

を中会出した(第 127図)。

-竪穴住居跡

RA503 (第 128図)

位置調査区南西部 重複関係 RD1088(新) 平面形隅丸方形?

規模南北5.2m，東西1.6m以上(調査区外)，深さ 0，5m カマド方向不明

床の状態床構築土あり 柱穴 4口 出土遺物土師器坪(非ロクロ)・費

時期奈良時代 (8世紀)

-土坑

RD 1 088~1 090 (第 127図)

調査区内では 3基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第四表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。一部の埋土より土師器，須恵、器が出土している。
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-ピット

調査区内では 4口のピット(柱穴跡)を確認しているが，個別の概要については紙面の都合により省略した。

(11 )第30次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の北部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は35m。重機により表土を除去し遺構検出を行った。なお，現地調査の図面・写真資料の大部分が催災・

焼失していることから，遺構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

a.遺構と遺物

調査の結果，平安時代の竪穴状遺構 1基 (RE049)，古代以降のぜット 1口を検出した(第34図)。

-竪穴状遺構

RE049 (第34図)

位置調査区中央 重複関係なし 平面形不整方形?

規模東西2.8m，南北1.7m 以上(調査区外) 底面の状態 ピット 2口

出土遺物土師器杯・蓋あかやき土器斐 時期平安時代 (9世紀)

(12)第31次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の北部に位置し，盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施した。調査面積

は128ぱ。重機により表土を除去し遺構検出を行った。なお，現地調査の図面・写真資料の大部分がd寵災・

焼失していることから，遺構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

a.遺構と遺物

調査の結果，奈良・平安時代の竪穴住居跡2棟 (RA391・481)，古代以降の溝跡2条 (RG344・368)を検出

した(第 129図)。

-竪穴住居跡

RA391 (第 130図)

位置調査区北部(煙出し部分を 25次調査A区で精査) 重複関係 なし

平面形隅丸長方形 規模東西3.1m，南北約4.5m，深さ 0.25m 

カマド方向 W9.00 N，西カマド，長い煙道(約1.1m) 床の状態周溝あり

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA481 (第 131図)

位置調査区北部 重複関係なし 平面形隅丸方形?

規模東西0.6m以上(調査区外)，南北2.3m，深さ 0.1m カマド方向西カマド，長い煙道(約 1.2m) 
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時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

-溝跡

RG344・368 (第 129図)

調査区内では 2条の溝跡を確認しており，その概要は第 20表のとおりである。これら 2条の溝跡は南に

隣接する 27次調査B区から続いて平行に走っている。

(13)第32次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の北部と中央部に位置し盛岡南新都市開発整備事業に伴う本調査として実施し

た。調査面積は 1，030rrl。重機により表土を除去し遺構検出を行った。調査区については，北部で東

西の 2地点及び南部の l地点に分かれていることから，北部西調査匿をA区，北部東調査区を B区，南

部調査区を C臣とした(第 101図)03地区を合わせた遺構数は，奈良・平安時代の竪穴住居跡 6棟

(RA499・193・500・151・501・502)，古代以降の土坑7基 (RDl080・1081・1083~ 1087)・溝跡8条 (RG383・077・

137・385・386，045・048・131)・ピット多数，中世以降の溝跡 1条(RG042a'b)，近世以降の井戸跡2基(RIlO1・102)

である。なお今次調査については，現地調査の図面・写真資料の大部分が擢災・焼失していることから，遺

構図の提示と事実記載は可能な範囲までとした。

A区(北部西調査区)

a.遺構と遺物

調査の結果， A区より平安時代の竪穴住居跡 1棟 (RA499)，古代以降の土坑6基 (RDl080・1081・1083~ 

1086)・溝跡 l条 (RG383)・ピット，近世以降の井戸跡 1基 (RI101)を検出した(第 132図)。

-竪穴住居跡

RA499 (第 132図)

位置 A区北部 重複関係 RD1080 平面形隅丸長方形

規模南北3.3m，東西 3.5m カマド方向北カマド，長い煙道(約1.1m) 

出土遺物土師器杯・高台付杯，あかやき土器士不，須恵、器士不・聾 時期 平安時代 (9世紀)

-井戸跡

円 I1 0 1 (第 132図)

位置 A区中央部 重複関係なし 平面形不整円形

規模径約 3.1m，深さ 2.6m 埋土最下部に木製井戸枠残存

出土遺物 土師器杯，あかやき土器坪・高台付杯，須恵器杯・聾，近世陶器湯呑1点，鉄釘1点

時期近世以降
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-土坑

RD1080・108 1・1083~1 086 (第 132図)

32次調査A区では 6基の土坑を確認しており，各土坑の概要は第 21表のとおりである。土層については

紙面の都合により省略した。埋土の一部より土師器，あかやき土器，須恵、器，軽石，近世陶器などが出土し

ている。

-溝跡

RG383 (第 132図)

32次調査A区では l条の溝跡を確認しており，その概要は第 22表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。

-ピット

32次調査A区では多数のピット(柱穴跡)を確認しているが，個別の概要については紙面の都合により省

略した。これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，遺構の重複や

擢災で不明な部分が多いことから詳細な検討は困難であった。

B区(北部東調査区)

a.遺構と遺物

調査の結果， B区より奈良・平安時代の竪穴住居跡2棟 (RG193・500)，古代以降の溝跡4条 (RG077・

137・385・386) ・ピット多数を検出した(第 133図)。

-竪穴住居跡

R A 1 93 (第 134図)

位置 B区南部 重複関係 RG077 (新) 平面形隅丸方形

規模南北4.8m，東西 1.9m以上(調査区外) カマド方向北カマド

出土遺物(第 163図・第44表) 土師器杯(非ロクロ)・高台付杯・蓋，あかやき土器坪，須恵器杯

時期奈良時代 (8世紀)

※県埋丈センターによる 18次調査RA193の続き

RA500 (第 135図)

位置 B区南部 重複関係なし 平面形隅丸長方形

規模南北 3.2m，東西3.1m，深さ 0.05m

カマド方向北カマド，長い煙道(約1.3m) 床の状態床構築土あり 柱穴 1口

出土遺物(第 163図・第44表) 土師器杯・蓋，あかやき土器杯 1，須恵、器杯・聾，墨書土器 i(不明)J1点，

ミニチュア土器1点

時期平安時代 (9世紀)
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-溝跡

RG0770 137・385・386(第 133図)

32次調査B区では4条の溝跡を確認しており，各i茸跡の概要は第22表のとおりである。土層については

紙面の都合により省略した。一部の壊土より土師器，あかやき土器，須恵器，フイゴ羽口などが出土している。

-ピット

32次調査B区では多数のピット(柱穴跡)を確認しているが，個別の概要については紙面の都合により省

略した。これらの中には，中世以降の建物跡を構成するものが含まれている可能性もあるが，遺構の重複や

擢災で不明な部分が多いことから詳細な検討は困難で、あった。

C区(南部調査区)

a且遺構と遺物

調査の結果， C区より奈良・平安時代の竪穴住居跡3棟 (RG151・501・502)，古代以降の土坑1基 (RDl080)

・溝跡3条 (RG045・048・131)，中世以降の堀跡1条 (RG042aob) を検出した(第 136図)。

-竪穴住居跡

RA151 (第 136図)

位置 C区東部 重複関係 RG045 平面形隅丸方形

規模北東南西3.0m以上，北東南西l.lm以上 カマド方向北東カマド，長い煙道(約 2.0m) 

出土遺物土師器蓋 時期平安時代 (9世紀)

※県埋丈センターによる 18次調査RA151の続き

RA501 (第 136図)

位置 C区西部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模北西一南東約 2.4m，北東一南西約 2.4m

カマド方向南東カマド，長い煙道(約1.3m) 

出土遺物土師器聾，あかやき土器杯・聾 時期平安時代 (9世紀)

※精査なし，検出のみ

RA502 (第 136図)

位置 C区中央部 重複関係 RG042a 平面形隅丸方形?

規模東西約 6.lm，南北5.8m以上(調査区外) カマド方向不明

出土遺物(第 164図・第45表) 土師器杯(非ロクロ)・高台付坪・聾・球胴聾，あかやき土器杯，須恵、器杯・聾，

砥石(軽石)1点

時期奈良時代 (8世紀)
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-井戸跡

R I 1 02 (第 136図)

位置 C区東部 重複関係なし 平面形円形 規模径約 1.9m 時期近世以降

-土坑

RD1 087 (第 136図)

32次調査C区では 1基の土坑を確認しており，その概要は第21表のとおりである。土層については紙面

の都合により省略した。埋土より土師器が出土している(第 164図・第45表)。

-溝跡

RD042・045・048・13 1 (第 136図)

32次調査C区では4条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第22表のとおりである。土層については

紙面の都合により省略した。埋土より土師器，あかやき土器，須恵器，フイゴ羽口，鉄浮，鉄製品，砥石，

中世の中国青磁，近世陶器などが出土している(第 164図・第45表)oRG042a'bは県埋丈センター

第18次調査区から続く中世以降の堀跡の一部と考えられる。

(14)第33次調査(平成 12年度)

今次調査は，遺跡の東部に位置し盛岡南新都市開発整備事業区域内の現地換地の住宅等新築に伴う試掘

確認調査として実施した。調査面積は 695ぱ。重機により表土を全面除去し 遺構検出をのみを行った。そ

の結果，工事による予定掘削深が遺構検出面のより上であったことから，一部サブトレンチで深さ等を確認

した以外の遺構精査は行わず，砂及び砕石盛土により保存措置とした。

a.遺構と遺物

調査の結果，奈良・平安時代の竪穴住居跡3棟 (RA504~ 506) ，古代以降の溝跡3条 (RG347・33001・33002)

を検出した(第 137図)。

-竪穴住居跡

RA504 (第 137図)

位置調査区西部 重複関係 RG347(新) 半面形隅丸方形

規模北西一南東4.0m，北東南西3.7m以上 カマド方向北西カマド

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

RA505 (第 137図)

位置調査区西部 重複関係なし 平面形隅丸方形

規模南北2.7m，東西2.6m カマド方向不明

時期奈良平安時代 (8・9世紀)
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RA506 (第 137図)

位置調査区西部 重複関係 RG33001 (新) 平面形隅丸方形つ

規模北西南東2.8m，北東一南西1.5m以上 カマド方向北西カマド?

時期奈良・平安時代 (8・9世紀)

-溝跡

RD347・33001・33002 (第 137図)

調査区内では 3条の溝跡を確認しており，各溝跡の概要は第23表のとおりである。特にRG33001は，

幅が5.2~ 7.3 mある大溝であり 中世以降の堀跡の可能性がある。

(15)第34次調査(平成 12年度)

今次調査区は，遺跡の東部に位置し，住宅新築に伴う試掘確認調査として実施した。調査対象面積 680ぱ

について，重機により幅約 1.5mの試掘トレンチ 4本を設定し(調査面積 156m)，遺構・遺物の有無を確認

した。その結果，建物建築予定部分で表土下O.l~ 0.4 mの黄褐色シルト層上面より，古代の竪穴住居跡3棟・

溝跡1条が検出された。これら遺構についての精査は行わず，施工者との協議により盛土による保存措寵と

した(第3図)。
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第 4章 総括

盛岡市教育委員会で、行った平成 5~ 12年度の台太郎遺跡の発掘調査により，第 3章に記載した内容の

成果を得ることができた。

以下，遺跡で主体となっている，古代の遺物と遺構について，まとめを行い，総括とする。

1 .古代の遺物

平成 5~ 12年度の発掘調査で出土した遺物について，実測図化(拓本合む)を行うことのできた，計

328点を掲載した。その内訳は，土器が313点，土製品が 11点，石製品4点である。

(1 )土器

出土した古代の土器については，土師器，あかやき土器，須恵、器があり，その成形において，回転台で

あるロクロを使用していない土器群(I群土器)と，ロクロを使用している土器群 (II群土器)に大別す

ることカ宝で、きる。

. 1群土器

土師器のみで構成され，器種は，杯，大形杯，高台付杯，舟底形杯，境，蓋，球胴聾，大聾，鉢，大形

鉢，甑などが出土している。特徴となる土師器杯について見ると，底部は，丸底のもの，平底風丸底のも

の，平底のものがある。外面体部は，有段のもの，有段風沈線のあるもの，段-沈線ともないものがあり，

内面は黒色処理されている。また，口径より体部径が大きい球胴塞が組成するのが特徴である。第 32次

調査C区RA502竪穴住居跡出土の舟底形杯(第 164図316)は，一般的な器形の杯が押しつぶされた

ような形であり，珍しいものである。

これら I群土器がまとまって出土している竪穴住居跡資料としては，第24次調査RA304(第138図)・

3 1 7 (第 140図)'319 (第 140図)'321 (第 141図).第 25次調査A区RA332 (第 144図)・

3 3 5 (第 144図)'341 (第 144国)'345 (第 145図)'370 (第 148図)'371 (第 148図). 

373 (第 148図)'381 (第 149図).第 25次調査B区RA396 (第 154図)• 3 9 8 (第 154図).

第27次調査A区RA 46 7 (第 156図).第 27次調査B区RA484(第 157図). 4 8 9 (第 157図)・

490 (第 158図)'491 (第 158・159図)'492 (第 159図)がある。

年代としては，概ね8世紀代(奈良時代)と考えられる。

. II群土器

土師器，あかやき土器，須恵器により構成され，器種はそれぞ、れ，土師器が杯，高台付杯，域，聾，片口鉢，

あかやき土器が杯，小皿，蓋，須恵器が杯，脚付盤皿，聾，長頚瓶などが出土している。特徴となる杯に

ついて見ると，底部は平底であり，ロクロからの切り離し痕跡にヘラ切りと糸切りがある。また，切り離

し後に底部の周りをヘラケズリ再調整しているものと，切り離したまま再調整を行わないものがある。土
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師器i不は，内面が黒色処理されている。土師器蓋は，成形にロクロは使用されない。第25次調査A区R

A349竪穴住居跡出土の須恵器脚付盤皿(第 145図 118)は，盤皿によくみられる高台ではなく，三足

と考えられる脚が付き，珍しいものである。

これら E群土器がまとまって出土している竪穴住居跡資料としては，第24次調査RA305(第139図)・

307 (第 138図)'308 (第 138図)・ 31 2 (第 138囲)'313 (第 140図)'315 (第 138図)・

322 (第 141図)，第 25次調査A区RA322 (第 143図)'327 (第 143図)'337 (第 144図)・

347 (第 146図)， 349 (第 145図)'354(第 146図)， 356 (第 147図)'366 (第 147図)・

3 7 8 (第 149図) • 3 8 3 (第 149図)，第 25次調査B区RA392 (第 155図). 3 9 3 (第 155図)

がある。

年代としては概ね 9・10世紀(平安時代)と考えられる。このうち，杯底部のヘラ切り，底部切り離し

後のヘラケズリ再調整や，口径に比べ器高が低い杯は， 9世紀代でも古い要素と考えられ，第 24次調査

RA313，第 25次調査A区RA337・349・356・378・383にそれらが見られる。また，

第25次調査B区RA392・393には あかやき土器小皿，内外面ヘラミガキ・黒色処理の土師器杯

があり， 10世紀代と考えられる。

-墨書・刻書土器

出土した土器の中に，墨書または刻書の見られるものが 10点ある。第 24次調査で3点，第25次調査

A区で4点，第 27次調査B区で2点，第 32次調査B区で 1点出土しており，墨書は 2点，刻書は 8点で

ある。

墨書は，丈字として書かれており，杯の体部に「山J(281)， I (不明・文字の一部)J (313)が見られる。

刻書は，記号的につけられたようであり，均二や蓋の主に底部に， I x J (039， 106， 120， 159)， I x J Iユ」

(050)， IキJ(064)， I $F J (252)が見られる。

2 古代の遺構

平成 5~ 12年度の調査では，古代の竪穴住居跡 133棟の精査を行っている。このうち，資料の擢災・

焼失が少なく，集落の一部をまとまって調査することのできた，第24次調査(遺跡西端部)と第 25次調

査A区(遺跡北端部)の竪穴住居跡について，検討を行った。なお，検討対象とした竪穴住居跡は，出土

土器からおよその年代が推定され，煙道がのびるカマド方向がわかるもの，または辺長と床面積から住居

規模が推定できるものとした。

-第24次調査

精査を行った 20棟の竪穴住居跡のうち， 18棟について検討を行う。このうちカマドが2時期にわたる

ものが 1棟ある。時期別にみると，先述した I群土器が出土する奈良時代のもの(1期)が3棟， II群土

器が出土する平安時代のもの (II期)が 15棟となる。

調査区内での平面分布を見ると， 1期住居跡は， A胴 B区の北西部にまとまっている。 II期住居跡は， A. 

B区の全体に広がっている。

各住居跡のカマド方向のまとまりを見ると(第 48表)， 1期住居跡は，北西カマドが 1棟わかるのみで

ある。 E期住居跡は，北カマド 1棟，北東カマド l棟，東カマド 5棟，南東カマド 2棟，南西カマド 1棟，
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西カマド 2棟，北西カマド 1棟であり，ぱらつきがあるものの，概ね東方向が多い傾向にある。

次に住居規模のまとまりを見ると(第 49表)， 1期住居跡は，床面積 16.2~ 18.49rrl '辺長4，0~ 4.3 m 

の中形住居が2棟，床面積 39.69m'辺長 6.3mの大形住居が l棟ある。 II期住居跡は，床面積 6.25~ 9.12 

ぱ・辺長 2.5~ 2.9 mの小形住居が7棟，床面積 10.89~ 15.8rrl .辺長 3.3~ 4.0 mの中形住居が5棟，床

面積 19.8~ 24.0ぱ・辺長 4.5~ 4.9 mの大形住居が2棟ある。

上屋を支える主柱穴，及び壁の板や杭を建てた周溝は， 1期住居跡 .II期住居跡ともみられない。

-第 25次調査A区

精査を行った 65棟の竪穴住居跡のうち， 44棟について検討を行う。このうちカマドが2時期にわたる

ものが4棟ある。時期別にみると， 1期住居跡が 12棟， II期住居跡が 32棟となる。

調査区内での平面分布を見ると， 1期住居跡は，調査区の南側に重複することなく広がっており， II期

住居跡は，段正縁辺部となる北側まで広がり重複して密集している。

各住居跡のカマド方向のまとまりを見ると(第 50表)， 1期住居跡は，北カマド l棟，北西カマド 7棟，

西カマド 2棟，南カマド l棟であり，北から西方向にまとまっている。 II期住居跡は，北東カマド 2棟，

東カマド 7棟，南東カマド 2棟，南カマド 3棟，西カマド 6棟，北西カマド 6棟であり，ぱらつきがある

ものの，概ね東から南方向が多いようである。

次に住居規模のまとまりを見ると(第 51表)， 1期住居跡は，床面積 8.06~ 9.61ぱ・辺長 2.6~ 3.1 m 

の小形住居が2棟，床面積 10.8~ 16m'辺長 3.1~ 4.5 mの中形住居が8棟，床面積 31.36~ 46.92rrl .辺

長 5.6~ 6.85 mの大形住居が2棟ある。 II期住居跡は，床面積 5.52~ 9.61m .辺長 2.4~ 3.4 mの小形住

居が 13棟，床面積 10.73~ 17.22rrl'辺長 3.1~ 4.5 mの中形住居が 12棟，床面積 21.62~ 39.06m'辺長 4.65

~6.3mの大形住居が 7 棟ある。 1 期と比べE期になると，小形住居の割合が大きくなっている。

主柱穴は I期住居跡に l棟 (RA381，大型住居)，鹿溝はE期住居跡に 1棟 (RA369，中型住居)

あるのみである。
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第 1表 台太郎遺跡発掘調査一覧表〔平成 5~ 12年度〕

遺跡名 略号 次数 年度 調査方法 所在地 面積(凶) 調査部問 遺構遺物 調査原図 調査主体 報告書

台太郎 OOT 9 H5 試掘確認 向中野字向中野40 50 1993.5.11 なし 農作業小屋新築 市教委 本書

10 H7 試掘確認 向中野字向中野地内
1，200 1995.4.4 -古代土坑 a溝跡。柱穴 土地区画整理

市教委 本書
(対象5，050) 1995.4.6 (盛荷凋発)

11 H7 試掘確認
向中野字台太郎9他 320 1995.6.19 - なし 倉庫新築 市教委 本書
(現向中野1丁目地内) (対象 1，274) 1995.6.27 

12 H7 試掘確認 向中野字八日市場地内
5，174 1995.9.1 -古代竪穴住居跡。土坑溝跡柱穴 土地区画整理

市教委 本書
(対象33，390) 1995.11.30 (盛南開発)

13 H8 試掘確認 向中野字向中野 1-45他
4，日64 1996.10.14 -古代竪穴住居跡 a土坑溝跡柱穴

土地区画整理
市教委 本書

(対象28，667) 1996.10.25 (盛南開発)

14 H8 本調査
向中野字台太郎 18-1 25 199169196112152~ B 平安時代竪穴住居跡 1溝跡1 下水道引込工事 市教委 本書
(，見向中野3丁目地内)

奈良時代竪穴住居跡1跡0，平安時代竪穴住居跡

1997.4.4 -
52'土坑2・炉跡1・溝 6，中世竪穴住居跡3

土地区画整理
15 H9 本調査 向中野字八日市場33-2他 12，906 

199711.26 
掘立柱建物跡3土坑2柱列 1堀跡 1橋脚

(盛南開発)
県i里文 県3日9集

跡跡4，近世竪穴状遺構4，土坑39，焼土遺構3，
溝 48，柱穴523

1997.8.1 -奈良持代竪穴住居跡2，平堀安跡時1，代近溝世跡以2，降中世 土地区画整理
16 H9 本調査 向中野字向中野36-1他 790 

1997.8.29 
掘立柱建物跡3'柱列 1 土杭

(感商開発)
県埋文 県293集

16.柱穴 165

17 H9 試掘確認 向中野字向中野地内 10 1997.8.23 なし 下水道引込工事 市教委 本書

18 H10 本調査 向中野字向中野26-6他 26，404 
1998.4.15 -制奈蹴制糊14良溝時憐叫醐静代5吋1開土3，航平E嗣安U判問削住畿制糊居排二跡降k六遺樹1f構竪立芝2.ii<居穴時1描2棚4硲主6カ棚建51マ物9竪ド跡E7醐拍λ吋1土竪院筑遇穴続 土地区間整理

県埋文 県369集
1998.11.24 (感南開発)

13・溝跡90・井戸跡2柱穴638鳥屋跡2

1998.7.1 - 堅穴住居跡203竪5穴焼状士遺遺宿構51土坑 18掘立柱 土地区画整理
19 H10 本調変 向中野字向中野 16-6他 4，755 

1998.8.31 
建物跡3・溝跡 道路跡2柱穴

(~南開発)
県1里文 県321集

群

20 H10 本調査 向中野字向中野地内 1，400 
1998.9.17-古代以降土坑9・溝跡 19柱穴群

土地区画整理
市教委 本書

1998.12.21 (盛南開発)

21 H10 試掘確認
向中野字台太郎 18-7 28 

1998.9.25 なし 車庫新築 市教委 本書
(現向中野2T自地内) (対象324)

1999.9.1 -
縄文時代土坑1，奈良時代嬰穴住居跡1士坑 1，

県警待機宿舎建設
22 H11 本調査 向中野字向中野 39-1 2，500 

1999.11.2 
平安時代相跡 1，中世土抗Z 近世以降土抗6

(盛南開発関連)
県埋立 県365集

溝跡9柱穴62

奈良時代竪穴住居跡竪3穴5状竪遺穴構状1遺掘構立2，柱平建物安
時代竪穴住居跡27

1999.4.16 - 跡l'溝跡3'土坑3掘円立形柱周建溝物5跡l 中世土坑墓 土地区画整理
23 H11 本調査 向中野字向中野 16-15 27，800 

1999.11.15 
330. 竪穴建物跡 12'11ii:rz:lì!î!jj}J ~~3 竪穴状遺

(盛南開発)
県埋文 県415集

構7焼土炉跡25・堀跡3溝跡3井戸跡3
土坑28，近世以降掘立柱建物跡4竪穴状遺構
5.暮跡4・土坑38井戸2'溝跡3

1999.5.6 - 奈良。平安時代竪穴住居跡2柱0，穴古代以降土坑 土地区画整理
24 H11 本調査 向中野字向中野地内 3，425 

1999.7.16 
15.溝跡51 道路状遺構 l' 群j 中世以降

(盛南開発)
市教委 本書

掘立柱建物跡 l'柱列跡2

1999.7.7 - 弥生時代土器埋設遺構 1，坑奈墓良2 平安時代霊穴 土地区商整理
25 H11 本調査 向中野字八日市場地内 3，674 

1999.12.15 
住居跡73，古代以降土 土坑 68溝跡

(盛南開発)
市教委 本書

32，中世以降大溝跡1

奈良時代竪穴住居跡34竪穴状遺構 1，平安時
i-IC竪穴住居跡34・掘立柱建物跡1竪穴状潰構

26 H12 本調査 向中野字向中野 16-15他 13，662 
2000.4.19 - 1.溝跡 1.士杭3立円柱形建閤物溝跡1， 中世土坑墓29'土地区箇整理

県埋文 県416集
2000.10.30 竪穴建物跡4・掘 6竪穴状遺構1 (盛南開発)

焼土炉跡7.溝跡6.井井戸戸E跡2土坑21，掘立柱
建物跡2士抗日9 跡l'溝跡38

27 H12 本調査 向中野字八日市場地内 2，513 
2000.6.12 -奈良平安時代竪穴住居跡21，古代以降士抗 土地区画整理

市教委 本書
2000.11.14 23' 溝跡30，近世以降士坑墓 2 (盛南開発)

28 H12 本調査 向中野字八日市場地内 460 
2000.6.12 - 平安時代竪穴住古代居以跡降9，土坑中世以降掘立柱建物跡 土地区恵整理

市教委 本書
2000.11.14 1.柱列跡2，，，1trj~:J:jjt 10・溝跡2 (~南開発)

29 H12 本調査 向中野字向中野20-2 125 
2000.7.19 -奈良時代竪穴住居跡 1，近世以降士坑3

土地区画整理
市教委 本書

2000.8.25 (盛南開発)

30 H12 本調査 向中野字八日市場43-1 35 
2000.7.25 - 平安時代竪穴状遺構 1，ピット

土地区画整理
市教委 本書

2000.7.31 (盛南開発)

31 H12 本訴査 向中野字八日市場45ε 128 
2000.8.1 -奈良平安時代竪穴住居跡2，古代以降溝跡2

土地区画整理
市教委 本書

20口0.8.8 (lll¥南開発)

32 H12 本調査 向中野字八日市場42他 1，030 
2000.9.18 -奈良平安時代竪穴住居跡6，古代以降土坑7 土地区画整理

市教委 本書
2000.10.20 溝跡8，中世以降昔跡 1，近世井戸跡2 (盛南開発)

33 H12 試掘保存 向中野八日市場50 695 
2000.9.22-奈良平安時代竪穴住居跡3，古代以降溝跡3 住宅等新築 市教委 本書
2000.10.13 

34 H12 試掘保存 向中野2丁目 4.5.6 156 2口00.11.20・21古代竪穴住居跡。溝跡 住宅新築 市教委 本書
(対象680)
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第2表第20次調査土坑一覧

遺構名 位置 重複 平面形 規模 出土遺物

RD20001土坑 調査区中央部 なし 不整楕円形 長軸 1.7m，短軸 0.8m なし

RD20002土坑 調査区中央部 なし 不整楕円形 長軸 1目8m，短軸 O目6m なし

RD20003土坑 調査区北部 RG20008 不整楕円形 長軸 3.1m，短靴 1.7m なし

円D20004土坑 調査区中央部 RG20008 不皇室楕円形ワ 長戦 0.7m 以上，短軸 1.7m なし

RD20005土坑 認査区北部
RG20006・

不整楕円形 長軸 3.0m 以上(誠査区外)，短軸 2.3m なし
20009 

RD20006土坑 調査区南東部 RG20018 不整円形 径 O目9~ 1.0 m なし

RD20007土坑 調査区南東部 RG20017 不整楕円形 長軸 2目8m，短軸 1.1m 
中国青磁碗 (14~ 15世紀)

破片

RD20008土坑 調査区南東部 RG20012 不整楕円形 長軸 1.3m，短軸 0.6m 縄文晩期土器破片

RD20009土坑 議査区北東部 RG20014 不整橋円形 長軸 1.7m，短軸 0.5m なし

第3表第20次調査溝跡一覧

遺梼名 f立置 重複 規模等 出土遺物

RG20001 1蕎跡 調査区北部
RG20002・20005目20007・ ほぼ東西に走る。幅 0.4~ 0βm，延長 30.5m 
20008・20009・20011 以上(調査区外)

なし

RG20002i蕎跡 調査区北西部 RG20001 
北東から南酋に走る。幅 0.3 0.5 m，延長 9.5

なし
m 以上(調査区外)

RG20003溝跡 調査区北西部 RG20004 
北西から南東に走る。幅約 0.3m，延長 8.2m(南

なし
部低湿地に入る)

RG20004溝跡 調査夜北西部 RG20003 
北西南東に走る。幅 0.5~ 0.9 m，延長 10.5

なし
m 以上(誠査区外・南部低湿地に入る)

RG20005溝跡 諦査区中央部 RG20001・20006目20013
ほぼ南北に走る。幅 1.8~ 2.4 m，延長 29.0m 

なし
以上(調査区外・南部低湿地に入る)

RG20006i蕎跡 調査区北部
RD20005， 

ほぼ東西に走る。幅 0.4~ 0.6 m，延長 9.6m 
RG20005・20008

なし

日G20007溝跡 調査区北部 RG20001 
北東から南西に走る。嶋 0.3
m 

0.5 m，延長6目4
なし

RG20008溝跡 調査区中央部
RD2003， RG20001. ほぼ南北に走る。幅 0.5 0.8 m，延長 25.5m 瀬戸 美濃灰柏朋 (17世紀)
20006・20009・20003 以上(調査区外) 破片

RG20009i蕎跡 調査区中央部
RD20005， RG20001・

(à'ぼ南北に走る。幅 1.0~1.2m，延長 21.7m
20008・20011目 20012

なし

RG20010i蕎跡 調査区南部 RG20008 
ほぼ南北に走る。幅 0.4 0.7m，延長 5.0m

なし
以上(南側低湿地に入る)

RG20011溝跡 調査区中央部 RG20001・20009・20012
北北東から南南西に走る。幅 0.6~ 0.9 m，延長

なし
22.5 m 

RG20012溝跡 調査区中央部
RD20008， RG20008・ 北北東から南南西に走る。幅 0.5 1.1 m，延長

20009. 20011・20019 27βm(南部低湿地に入る)
なし

RG20013溝跡 調査区北東部 なし
北北東から南南西に走る。幅 0.2~ 0.3 m，延長

なし
5.0m 

RG20014i蕎跡 調査区北東部 RD20009 
L字状に曲がり，北北東から南南西に走る。幅約

なし
。目8m，延長 7目5m以上

RG20015i蕎跡 調査区北東部 RG20016 
ほぼ東西方向に走る。幅 0.9
n日

1.1 m，延長 7.5
なし

RG20016溝跡 調査区北東部 RG20015 
RG20015から分岐するようにほぼ東西方向に走

なし
る。幅 0.5~ 0.9 m，延長 5.3m 

ほぼ南北方向に走るが北部で東に曲がっていく。

RG20017溝跡 調査区南東部 RD20007 備 0.5~ 1.2 m，延長 15.0m 以上(南部で低湿 なし
地に入る)

RG20018溝跡 調査区南東部 RD2006， RG20019 
北東から南西に弧状に走る。幅 O目6~0.9m，延

なし
長 6.2m 以上(南部で低湿地に入る)

RG20019溝跡 調査区南東部 RG20012・20018
ほぼ東西に走る。幅約 0.4m以上(南部で低湿地

なし
に入る)，延長 1.0m
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第4表第24次調査土坑一覧

遺構名 f立置 重複 平面形 規模 出土遺物

RD836土坑 A区北部 なし 不整楕円形 長軸 1，1m， ~豆軸 0， 6 m，深古 0.2m 
こと師器土本・萎， あかやき土器杯，

須恵器士不破片

RD837土坑 A区西部 RG284 不整楕円形 長軸 0，9m，短軸 0，55m，深さ O，15m なし

RD838 (欠番〕

RD839土坑 A区南西部 RG301 不整円形 :f!O，9-1目1m，深;さ O，1-0，15m なし

RD840土坑 A区南西部 RG287 不整楕円形?
長軸 0.8m以上，短軸 1，2m，深さ 0，1

なし
0.25 m 

RD841土坑 A区南西部 なし 不整楕円形
長軸 1目Om，短軸 O，7m，深さ 0，1-0，15
町1

土師器護破片

RD842土坑 A区南東部 なし 不整円形 径 0，6-0，7m，深さ 0，15m なし

RD843土坑 A区南東部 なし 不整円形 f圭0，6-0，65m，深さ 0.2m 
土姉器杯， ~怠あかやき土器土不，

須恵器土不・萎破片

RD844土坑 A区南東部 なし 不整楕円形 長軸 1，1m，短軸 O目4m，深さ O，15m なし

RD845土坑 A区南東部 なし 不整楕円形
長戦 0，8m，短軸 O，35m，深さ 0，15

なし
。目4m

RD846土坑 A区南東部 なし 不整円形 径 O目6-0，7m，深さ 0.25m m  なし

RD847土坑 B区中央部 なし 不整円形 径 0，7-0，75m，深さ 0，1m なし

RD848土坑 B区中央部 なし 不整円形 径 0，65【0，7m，深さ 0，1m 土師器杯， あかやき土器士不破片

RD849土坑 B区中央部 なし 不整円形 f圭1.1-1，2m，深さ O，15m なし

RD850土坑 日区中央部 なし 不整円形 径 1，0-1目1m，深さ 0.2m なし

RD851土坑 8区南部 RG310 不整円形 径 1目5-1.6m，深さ 0，8m 
縄文石器フレーク 1点，土師器

護， あかやき土器土不，須恵器萎
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第 5表 第24次調査溝跡一覧 (1) 

遺構名 位置 重複 規模等 出土遺物

縄文晩期土器片 1点，石器フ

RG282溝跡 A区北部 RC24001， RG289・290
北北西から南南東に走る。幅 O目9】1.4m，延長 17岨8

レーク 1点，土師器杯馨，

m，深さ 0.15m 
あかやき土器杯警，須恵器窪

破片，中国青磁碗 (13-14世紀)

破片

RG283溝跡 A区北部
RA307， RB24001， 北北西から南南東に走る。幅 0.3-0目6m，延長 17.8

なし
RD285' 288・289・290 m，5.架さ 0.1-0.15m 

RG284溝跡 A区西部中央 RD837， RG290 
北北西から南南東に走る。幅 0.5-0.6m，延長6目5m，

なし
E菜さ 0.05m 

RG285溝跡 北東から南西に主任る (RG290と平行)。幅0.7-1.4m，

(RX24001南側 A区中央部 RB24001， RG283 延長 18.4m以上(調査区外)，深さ 0.25~ 0.35 なし

溝) m 

南北方向から屈曲しながら東西方向に走る。幅
土師器杯，あかやき土器土不・喜善，

RG286溝跡 A区中央部 RG292 0.15】0.3m，延長 19.0m以上(調査区外)，深さ
0.1 ~ 0.25 m 

須恵器窪破片

RG287溝跡東半 A区南部
RD840， RG292・293・ 西北西から東南東に走る。幅 1.0-1.4m，延長 24.5 土師器奮，あかやき土器杯，須

295・304・306 m 以上(調査区外)，深さ 0.35m 恵器土手 喜善破片

RG287溝跡西半 B区中央 RG307・308・322
蛇行しながら東西に走る。娼 1.3-1.7m，延長 27.0

なし
m 以上(調査区外，全延長 72.0m以上)

RG288;蕎跡 A区中央部 RB24001， RG283 
北北東から南南西に走る。幅O岨4-0.6m，延長2.5m. 

なし
深さ 0.1m 

RA31 0， RB24001， 
北東から南西に走る。幅 0.6-1.1m，延長 18.6m 

RG289溝跡 A区中央部 RC24001， RG282・ なし
283・299.300

以上(調査区外)，深さ 0.35m 

RG290 溝跡
RB24001， RC24001， 北東から南西に走る (RG285と王子行)。幅0.5-0.8m，

(RX24001北側 A区中央部 なし

溝)
RG282・283・284 延長 18.4m 以上(調査区外)，深さ 0.1m 

RG291 ;'蕎跡 A区南商部 なし
北西から南東に走る。幅 0.4-0.7m，延長 4.9m 以

なし
上(調査区外)，深さ 0.05m 

RG292溝跡 A区南部 RG286.287・283
南北に主任る。幅 0.4-0.8m，延長 18.5m以上，深 土師器土不 護，あかやき土器杯，
さ0.05戸0.2m 須恵器土不 幸喜破片

RG293 ;蕎跡 A区南部
RG287・292・295・ 東北東から西南西に走る。幅 0.2-0.7m，延長 18.6

土師器士不， 須恵器士不破片
304' 305・306 m，5.深さ 0.05-0.1m 

RG294i蕎跡 A区中央部 なし
南北に走る。幅 0.3-0.4m，延長 2.7m，深さ 0.05

土師器襲被片
m 

RG295溝跡 A区南部 RG287・293
北東から南西に走る。幅 0.4】0.6m，延長 7.7m， 

なし
深さ 0.2m 

RG296溝跡 A区東部中央 なし
北北西から南南東に走る。幅 0.4-0.6m，延長 4.4

なし
m 以上(調査区外)，深さ 0.05m 

RG297;蕎跡 A区南西部 なし
東西に主任る。幅 0.4-0.5m，延長 3.0m 以上，深さ

なし
0.1 m 

途中 1箇所途切れながら東北東から南西に走る。幅

RG298;蕎跡 A区南東部 なし 0.5-1.1 m，延長 10.5m以上(調査区外)，深さ 土師器護，須恵器士不.~喜破片
。目05m 

RG299溝跡 A区中央部 RB24001， RG289 北北西から南南東に走る。幅 0.4m，延長 2.8m なし

RG300溝跡 A区西部中央 RC24001， RG289 
北北劉から南南東に走る。幅0.3-0.4m，延長3.2m，

なし
深さ 0.05m 

RG301 )蕎跡 A区南西部 RA311， RD839 
東北東から西南西に走る。幅 O目2m，延長 3.2m， 

なし
深さ 0.05-0.1m 

RG302溝跡 A区南西部 なし
南北方向に走る。幅 0.2m，延長 1.7m，深さ

なし
0.05-0.15 m 

RG303溝跡 A区中央部 RA310 
北東から南西に走る。幅 0.4-1.1m，延長3.1m 以上，

なし
深さ 0.05m 

RG304溝跡 A区南東部 RG287・283・306 北東から南西に走る。幅 0.4心 5m，延長 5.0m なし

RG305 )蕎跡 A区南西部 RG293 南北に走る。幅 0.2戸0.4m，延長 2.4m なし

RG306溝跡 A区南東部 RG293.304 南北に走る。縞 0.4-0目7m，延長 3.1m なし
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第 6表第24次調査溝跡一覧 (2)

遺構名 佼置 重複 規模等 出土遺物

RG307溝跡 B区西部
RA317・318，RG287 北北西から南南東に走る。幅 0.4-0.8m，延長 16.7

309.311 m 以上(調査区外)，深さ 0.15-0.2m 
須恵器寮破片

RG3081蕎跡 B区西部 RA308， RG287・310
北北西から南南東に走る。幅 0.4同0.5m，延長 10.4

なし
m 以上(調査区外)，深さ 0.1-0.2m 

RG309;蕎跡 B区北西部 RG307 
南北に弧状に走る。幅0.3司O.4m，延長8.0m以上(調

なし
査区外)，深さ 0.15m

RG310 溝跡 B区南部 RG308・313
蛇行しながら東西に走る。幅 0.6-1.1m，延長 26.0

土師器土平 準，あかやき土器士不，

m(調査区外)，深さ 0.1同O岨15m 
須恵器萎破片，筒形碗(近世)

破片

RG311 ;蕎跡 B区南東部 RG307 
東西方向に走る。幅 0.5-1.3m，延長 13.5m (調

なし
査区外)，深さ 0.2目0.3m 

RG312溝跡 日区東部中央 RG287 
北東から南西方向に走る。幅 0.4m，延長 3目7m， 

なし
深さ 0.2m 

RG313;蕎跡 B区南西部 RG310 
東北東から西南西に走る。幅 0.3m，延長 4.0m 

なし
深さ 0.05m 

RG314溝跡 B区南西部 なし
ほぼ東聞に走る。幅 0.2-0.3m，延長 3βm，深さ

なし
0.1-0.2 m 

RG315;蕎跡 B区南部 なし
ほぼ東西に走る。幅 0.7m 以上(誠査区外)，延長

なし
15.5m以上(調査区外)

RG316溝跡 B区北部 RA320 
ほぼ南北に走る。幅 0.6-0.8m延長 4.5m以上，深 土師器杯，あかやき土器準破片，

さ0.15m 軽石 1点、，砥石 2点

RG317溝跡 C区中央部 RG327・328
北東から南西方向に走る。幅 0.4-0.8m，延長 18.2

なし
m 以上(調査区外)，深さ 0.2凶0.25m 

RG318溝跡 C区中央部 RG329 
北東から南酋方向に走る。幅 0.4m，延長 14.0m 

なし
以上(調査区外)，深さ 0.1-0.2m 

RG319;蕎跡 C区南部 RG320 
北東から南西方向に走る。幅 O岨4】 1.0m，延長 12.2

なし
m，深さ 0.2m

RG320 ;蕎跡 C区南部 RG319 
北東から南西方向に走る。幅 0.3-0.5m，延長 8.6

なし
m 以上，深さ O目05-0.1m 

RG321溝跡 C区南部 RG322.323 
西北西から東南東に走る。櫨 0.2司0.4m，延長 21目。

なし
m 以上，深さ 0.15-0.3m 

RG322 ;蕎跡 C区南部 RG321 
途中 1箇所途切れなが、ら北西から南東に走る。幅

なし
0.2-0.3 m，延長 13.3m，深さ 0.05m 

RG323溝跡 C区南部 RG321 
北東から南西に走る。幅 0.3m，延長 5.6m以上住居

なし
査区外)，深さ 0.3m

RG324溝跡 C区東部 RG326・327・329
北西から南東に弧状に走る。幅 1.6-4.0m，延長

土師器杯 晶台付杯・喜善，あか

18.0 m以上(調査区外)，深さ 0.25-0.3m 
やき土器杯，須恵器護破片，軽

石 1点

RG325溝跡 C区北部 RG327・328・331
ほぼ東西に走る。幅 0.6-1.0m，延長 18.0m以上(調 土師器喜善， あかやき土器杯，須

査区外)，深さ 0.1-0.15m 恵器土不破片

RG326溝跡 C区東部 RG324 
函北西から東南東に走る。幅0.3-0.5m，延長7.1m 

なし
深さ 0.1m 

RG327溝跡 C区北部
日G317・324・325・ 北西から南東に走る。幅 2.7-4.7m，延長 34.0m 土師器土不 萎， あかやき土器士不

328. 329. 330 以上，深さ 0.35戸0.5m -重量，須恵器土不 護，砥石 1点、

RG328溝跡 C区北部 RG317. 325. 327 
西北西から東南東に走る。幅 O目6-1.1m，延長 23.0

なし
m，深さ 0.1-0.3m 

RG329溝跡 C区東部 RG318・324・327
北北東から南南西に走る。幅 0.3同1.4m，延長7.2m

なし
深さ 0.1m 

RG330 溝跡 C区北部 RG327 
酋北西から東南東に走る。嶋 O司4-0.7m，延長 9.8

なし
m 以上(調査区外)，深さ 0.1m 

RG331 ;蕎跡 C区北部 RG325 
北西から南東方向に弧状に走る。幅 0.6-0.8m，延

なし
長 8.6m，深さ 0.1m 

RG331 ;蕎跡 B区南東部 なし
北西から南東方向に走る。幅 0.4-0.5m，延長5岨8m

なし
深さ 0.2m 
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第7表第25次調査A区土坑一覧 (1) 

遺構名 位置 重量複 平面形 規模 出土遺物

RD852土坑 A区北東部 なし 不整婿円形 長軸 1.3m，短軸 0.4m，深さ 0.1m なし

RD853土坑 A区南東部 RA337 不整楕円形 長軸 1.8m，短軸 1.5m，深さ 0.2m
こと師器土不 寮， あかやき土器杯，
須恵器護

RD854土坑 A区南東部 RG829 不幸室内形 径約 1.1m，深さ 0.2m 土師器杯，あかやき土器杯

RD855土坑 A区南東部 RD866，ピット 不整長方形 長辺 1.7m，短辺 1.4m，深さ 0.5m なし

RD856土坑 A区南東部 なし 不整楕円形 長辺 1.6m，短辺 1.2m，深さ 0.3m なし

RD857土坑 A区南東部 RD866 不整楕円形 長軸 1.2m，短軸 0.7m，深さ 0.5m なし

RD858土坑 A区南東部 なし 不整楕円形 長軸 0.9m，短軸 0.7m， 深さ 0.2m 須恵器護

RD859土坑 A区南東部 なし 不整円形 径約 0.8m，深さ 0.4m なし

RD860土坑 A区南東部 なし 不整円形 径約 0.8m，深さ 0.4m なし

RD861土坑 A区南東部 RG324 不整楕円形
長軸 2.8m，短戦 1.1m以上，深さ 0.9
m 

なし

円。862土坑 A区南東部 RG340 不整方形 一辺約 2.1m，深さ 0.55m 
土師器土平・警， あかやき土器土不・

護， 須恵器士不

RD863土坑 A区南東部 RG829 小~Ij形 長軸 2.5m，短軸 1.3m，深さ 0.25m 
土師器土不 喜善， あかやき土器土不・
喜善，須恵器杯

RD864土坑 A区南東部 RD865 不整楕円形 長軸 1目1m，短軸 O岨8m，深さ 0.3m なし

RD865土坑 A区南東部 RD864 不童書楕円形
長軸 1.0m，短軸 0.4m以上，深さ 0.3
円1

なし

RD866土坑 A区南東部 RD855 不整方形 一辺約 1.3m，深さ 0.3m 
土師器杯・寮，あかやき土器士干，

喜善， 須恵器護

RD867土坑 A区北東部 RG336 不整円形 径約 0.8m，深さ 0.3m なし

RD868土坑 A区北東部
RA377， RG332目

不繋円形 径約 1.8m，深さ 0.2m 
土師器杯， あかやき土器杯・喜善，

333 須恵器土不

RD869土坑 A区北東部 なし 不整構内形 長軸 1.2m，短軸 0.8m，深さ 0.2m 
土師器杯・ 5華，あかやき土器土不・
警，須恵器窪

RD870土坑 A区北東部 なし コド整楕円形 長軸 1.4m，短軸 1.1m，深さ 0.1m 
土師器士平， あかやき土器杯・喜善，
須恵器窪

日D871土坑 A区南東部 RA343 不整楕円形 長軸 1.3m，短軸 1.0m 
土締器t不，萎，あかやき土器杯・

護， 須恵器土不

RD872土坑 A区北西部 なし 隅丸長方形 長辺 1.4m，短辺 0.6m，深さ 0.1m 
あかやき土器杯・護，碁石，火

打石(メノウ)

RD873土坑 A区中央部 RA368 隅丸長方形 長辺 1.5m，短辺 0.9m，深さ 0.7m 
土師器土不・萎・球胴餐， あかや
き土器士不 警

RD874土坑 A区南西部 なし 不整円形 径約 2.1m，深さ 0.2m あかやき土器萎

RD875土坑 A区南西部 なし 不整楕円形 長軸 2.2m，短軸 1.8m，深さ 0.15m 土師器士不・窪， あかやき土器喜善

RD876土坑 A区南西部 なし 繍丸長方形 長辺O岨9m，短辺O岨6m，深さ 0.1m 土師器杯，あかやき土器餐

RD877土坑 A区酋部 なし 長楕円形 長軸 1岨9m，短軸 0.9m，深さ 0.35m 土師器護，あかやき土器蕎

RD878土坑 A区西部 ピット 不整楕円形 長軸 1.2m，短軸 0.8m，深さ 0.2m 土師器嚢，あかやき土器警

RD879土坑 A区中央部 ピット 不整円形 径約 1.1m，深さ 0.5m あかやき土器護

RD880土坑 A区西部 なし 不整楕円形 長軸 1.2m，短軸 0.8m，深さ 0.65m なし

RD881土坑 A区南西部 RA374， RG344 不整楕円形 長軸 4.2m，短軸 3.5m，深さ 0.8m 土師器杯 喜善，あかやき土器護

RD882土坑 A区中央部
RA368， RG336， 

不整楕円形?
長軸 1.8m以上，短軸 0.7m以上，深さ

なし
ピット 0.1 m 

RD883土坑 A区北東部 RA379， RG25801 不整長方形?
長辺 1.5m以上，短辺 0.5m以上，深さ 土師器土不・警， あかやき土器士不・
0.05 m 喜善， 須恵器士不・窒
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第 8表第25次調査A区土坑一覧 (2)

遺構名 イ立量 重複 平扇形 規模 出土遺物

RD884土坑 A区北東部 RG25801 不整円形 径約 0.7m，深さ 0.2m あかやき土器土不，須恵器土不

RD885土坑 A区中央部 RA369.384 不整楕円形
長戦 1.1m 以上，短軸 0.5m以上，深さ

なし
。岨2m

RD886土坑 A区中央部 RG340，ピット 不主主楕円形 長軸 1.2m，短軸 0.9m，深さ 0.35m 土師器寮

RD887土坑 A区中央部 RG340 不整楕円形
長軸 1.3m，短軸 O目8m以上，深さ 0.3

なし
町1

RD888土坑 A区中央部 なし 不整楕円形 長軸 0.9m，短軸 0.7m，深さ 0.2m なし

RD889土筑 A区中央部 RG324 不繋円形? 径約 O目7m，深さ 0.2m なし

RD890土坑 A区北西宮市 なし 隅丸長方形 長辺 2.0m，短辺1.3m，深さ 0.2m なし

RD891土坑 A区沼部 ピット 不整楕円形 長軸 1.5m，短軸 1.0m，深さ 0.4m あかやき土器護，フイゴ羽口

RD892土坑 A区西部 RD893 不繋楕円形 長軸 1目4m，短軸 1目Om，深さ 0.3m あかやき土器奮

RD893土坑 A区西部 RD892 不整楕円形
長軸 0.8m以上z 短軸 1.0m，深さ 0.3
町1

なし

RD894土坑 A区西部 なし 不整円形 径約 1.8m，深さ 0.15m あかやき土器準

RD895土坑 A区北西部 なし 不整楕円形 長軸 1目Om，短軸 0.8m，深さ 0.35m なし

RD896土坑 A区北商部 なし 不整楕円形 長軸 1.0m，短軸 0.7m，深さ O目25m なし

RD897土坑 A区北西部 ピット 不整楕円形 長軸 1.0m，短軸 0.7m，深さ 0.25m なし

RD898土坑 A区北西部 なし 不整楕円形 長軸 1.4m，短軸 0.6m，深さ 0.15m なし

RD899土坑 A区北西部 なし 不整円形 径約 O目9m，深さ 0.2m なし

RD900土坑 A区北西部 なし 隅丸長方形 長辺 1.3m，短辺 0.9m，深さ 0.2m なし

RD901土坑 A区西部 ピット 不整橋円形 長軸 2.4m，短軸 0.8m，深さ 0.2m なし

RD902土坑 A区北西部 なし 不義楕円形 長軸 1.4m，短軸 0.8m，深さ 0.1m なし

RD903土坑 A区北西部 なし 不整楕円形 長軸1.9m，短軸 1.1m，深さ 0.15m あかやき土器萎

RD904土坑 A区西部 なし 不整楕円形 長軸 0.9m，短軸 O岨6m，深さ 0.2m なし

RD905土坑 A区中央部 RG341 不整円形 径約 O目7m，深さ 0.35m なし

RD906土坑 A区中央部 RG324 不整楕円形
長軸 1司om，短軸 O目3m以上，深さ O目4

土師器準，あかやき土器寮
m 

RD907土坑 A区北西部 ピット 不整楕円形 長軸 0.8m，短軸 O岨4m，深さ 0.4m なし

RD908土坑 A区南西部 なし 不整楕円形 長軸 2.0m，短軸 1.1m，深さ 0.45m 土師器土平 萎， あかやき土器重量

円D909土坑 A区北西部 なし 不整円形 径約O目8m，深さ 0.4m あかやき土器護

RD910土坑 A区西部 なし 不整楕円形?
長軸 2.0m，短軸 0.7m以上，深さ O目3

なし
n日

RD911土坑 A区中央部 RG324 不整円形 径約 0.9m，深さ 0.3m なし

RD912土坑 A区中央部 RG324 不整円形 径約 0.9m，深さ 0.2m なし

RD913土坑 A区中央部 RG339 不整長方形?
長辺 2.2m，短辺 1.3m以上，深さ 0.1

なし
m 

RD914土坑 A区北西部 ピット 不整円形 千量約 0.6m， 深さ 0.25m なし
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第 9表第25次調査A区溝跡一覧

j量構名 位置 重複 規模等 出土遺物

RG322溝跡 A区南東部 なし 南北に走る。幅 0.4~ 0.6 m，延長 3.9m，深さ 0.1m。 なし

RG323溝跡 A区南東部 なし
北西から南東に走る。幅 0.3~ 0.4 m，延長 2.0m，深さ

なし
0.1 ~ 0.15 m。

RA360' 375・385，
RD861. 889. 906. 911' 

ヰヒから南東に走る。幅 0.9~ 1.3 m，延長 103.5m，深さ
RG324溝跡 A区北西~南東部 912， RG325' 327' 339 なし

341， RG325' 327' 339 
0.2~ 0.5 m。区画溝つ

341， RE025 

RG325 j書跡 A区北西~南東部 円A337，RG324 
西北西から東南東に走る。幅 0.3~ 0.5 m，延長 25.4m， 

土銅器土不晶台付杯鉢饗?あかや

深さ 0.05~0.2 m。
き土器土干 聾，須恵器士干‘高台付椀
護

RG326溝跡 A区北西~南東部 RA351 '354'359， RG324 
北西から南東に走り，北端で屈曲1 北東から南西に走る。幅 土師器土干 窪， あかやき土器士干・晶台
0.8~1.5m，延長 44.5 m，深さ 0.1~0.25 m。区酒J蕎つ イサ土平 萎，須恵器士平 饗1鉄製品(刀子?) 

RG327j'蕎~J) A区南東部
RA212.336・341，RG324' 北東から南西に走る。 RG324 に垂直に交わる。幅 0.8~ 1.7 土腕器士不， あかやき土器土干 塞】須恵

328 m，延長 10.5m，深さ 0.6~0.65 mo 器土不 饗

RG328i'書E富 A区南東部 円A336，RG327 北西から南東に走る。幅約 0.8m，延長 3.9m，深さ 0.2m。
土師器杯窪，あかやき土器杯・蕎，
須恵器士干 嚢

RG329j膏跡 A区南東部 RA335， RD854' 863 
北北東から南南西L走る。幅約 0.3m，延長 2.8m，深さ

なし
0.15 mo 

RG330溝跡 A区南東部 RA344 
北北東から南南西に走る。幅約 0.3m，延長 3.0m，深さ

土銅器要j 須恵器土平
0.05 ~ 0.1 m。

RG331溝跡 A区南東部 RA338 東西に走る。幅 0.2~0.3 m，延長 1.3m，深古 0.05m。 なし

RG332溝跡 A区北東部 RA349， RD867・868 北西から南東に走る。幅約 0.5m，延長 7.6m，深さ 0.2mo なし

RG333a'b;蕎跡 A区北東部 RA349' 354' 377， RD868 
途切れながら北西から南東に走る(円G326・332と平行)。

あかやき土器士不 審f 須恵器土不
幅 0.5~0.7 m，延長 18m，深さ 0.05~ 0.15 m。

RG334j書跡 A区中央部 RA366 
途切れながら北北西から南南東に走る。幅 0.5~ 0.6 m 延

ニ七師器杯 饗，あかやき土器土本 察
長 18.5m，深さ 0.2mo 

RG335 j青跡 A区中央部
RA366' 367' 368. 369 北西から南東に走る。幅 0.4~ 0.5 m，延長 23.1m，深さ 土師器土不1 あかやき土器士不 謹，須恵
377・382・384，RG338 0.15 ~ 0.25 m。 器土不 審

RG336溝跡 A区中央部
RA366・367・368'369' 北西から南東L走る。幅 0.4~ 0.6 m，延長 16.7m，深さ 土師器土平 護? あかやきこ七器土手 饗，
377・382，RD881 ， RG338 0.1 ~0.2 m。 須恵器土不 蓄

RG337 [欠番〕

RG338j書跡 A区中央部
RA366. 377' 380・383，

南北に走る。椙 0.4~ 0.7 m，延長 12.3m，深さ 0.05m。
RG335' 336 

止し

RG339i'昔跡 A区中央部
RA378・381・384，RD913， 北西から南東に走るロ幅 3.0~3.6 m，延長 28.5m，深さ

ニ七師器土不 謹 球胴喜善7 あかやき土器

RG324. 335. 341. 25801 約 1.25m。大溝
土平ー饗1須恵器土干 喜善!フイゴ羽口j 砥石，
鉄i宰，近世陶磁器

日G340溝跡 A区中央部 RD886.887，円G324
北西から南東L走る。幅 0.5~ 0.7 m，延長 26.5m，深さ

土姉器土平?あかやき土器土干 饗
0.25 ~0.3 m。

RG341 ;蕎~9) A区中央部 RD905， RG324・339
北東から南西に走る。幅 0.4~ 0.9 m，延長 4.5m，深さ

なし
0.15m。

円G342j書~9) A区箇部 t;rL.， 北北東から南南西に走る。幅 0.4~ 1.0 m，延長 27.5m， 
土師器謹

深さ 0.05~ 0.6 m。

RG343;蕎跡 A区北西部 RG25801 
西北西から東南東に走り，屈曲して東北東から西南西に走る。

あかやき土器饗
幅 0.3~0.9 m，延長 10.5m，深さ 0.1m。

円G344a'b'cj'嵩E車 A区西部 RD881 
途切れながら北北西から南南東に走る。幅 0.3~0.6 m，延

あかやき土器蓬
長 25.5m，深さ 0.05m。

RG345溝跡 A区西部 なし 南北に走る。幅 0.2~0.3 m，延長 3.0m，深さ 0.05m。 なし

RG346溝跡 A区西部 なし
北北東から南南西に走る。幅約 0.4m，延長 3.1m，深さ

なし
0.1 m。

RG347溝跡 A区西部 円A374 東西にiEる。幅 0.2~ 0.3 m，延長 2.3m，深古 0.05m。 なし

RG352j蕎E車 AI3:北間部 なし
北西から南東に走る。幅 0.4~ 0.5 m，延長 6.1m，深さ

止し
0.05 mo 

RG353 [欠番〕

RG354溝跡 A区中央部 RG25801 東西に走る。幅約 0.4m，延長 2.0m，深さ 0.1mo なし

RA325・327・330.362・

RG25801W'E溝跡 A区北端縁辺部
369. 375， RD883， RE047， 西部で土橋状に途切れながら!西北西から東南東に走る。幅

二七師器土不 鉢・護j あかやき土器土平 護，

RG334' 335' 339. 343 0.8~2.7 m，延長 119m，深さ 0.35~0.9 mo区画溝
須恵器土平窪，砥石!馬歯骨1 近世陶

354 
器
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第 10表 第25次調査B区土坑一覧

遺構名 位置 重複 平爾形 規模 出土遺物

RD915土坑 B区中央部 RA397 不整楕円形 長軸 1.5m，短執 1.1m，深さ 0.6m あかやき土器主主

RD916土坑 B区南部 なし 隅丸長方形 長辺 3.2m，短辺 2.0m，深さ 0.2m あかやき土器杯

RD917土坑 日区南部 ピット 不整円形 径約 1.1m，深さ 0.3m あかやきこと器寮

RD918土抗 B区南部 ピット 不整楕円形 長軸 0.9m，短軸 0.6m，深さ 0.2m あかやき土器萎

RD919 [欠番〕

RD920土坑 B区南部 なし 不整楕円形 長軸 1.5m，短軸 1.1m，深さ 0.25m なし

RD921土坑 B区中央部 なし 不整円形 径約 0.9m，深さ 0.2m なし

第 11表 第25次調査B区溝跡一覧

遺構名 位置 震複 規模等 出土遺物

RG348溝跡 B区南部 なし ※ 27次A区参照 土師器奏，あかやき土器坪護

RG349溝跡 日区南部 RG350・351 ※ 27次A区参照
土師器土不， あかやき土器士不・奮， 須

恵器喜善

RG350 ;蕎跡 B区南部 RG349 
北東から南西に走る。幅 1.15m，延長 6目Om，深

土師器護， あかやき土器土不
さ0.4m 

RG351溝跡 B区南部 RG349 ※ 27次A区参照 土師器土不
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第 12表 第27次調査A区土坑一覧

遺構名 位置 重複 SJZ商形 規模 出土遺物

RD1039土坑 A区南西部 なし 不整長方形 長辺 2.5m，短辺2町1m，深さ 0.1m なし

RD1040土坑 A区南西部 なし 不整円形 径約 0.8m，深さ 0.1m なし

RD1041土坑 A区南西部 なし 不整楕円形 長軸 1.6m，短軸 1.2m，深さ 0.15m 土師器蕎

RD1042土坑 A区南西部 なし 不整長方形? 長辺 1.5m 以上，短辺 0.8m以上
土師器杯・護， あかやきこと器

護

日D1043土坑 A区南西部 なし 不整長方形つ 長辺 3.0m，短辺 2.2m 以上，深さ O目1m なし

RD1044土坑 A区南西部 なし 隅丸長方形 長辺 2.2m，短辺1.3m，深さ 0.5m あかやき土器蓬

RD1045土坑 A区南関部 なし 不整楕円形 長軸 1.9m，短軸 1.0m，深さ 0.6m なし

RD1046土坑 A区南西部 なし 長楕円形 長軸 1.8m，短軸 O岨6m，深さ 0.1m なし

RD1047土坑 A区北東部 なし 爾丸長方形 長辺2目8m，短辺2目1m，深さ 0.6m 量生j宰

RD1048土坑 A区北東部 なし 楕円形 長軸 1.3m，短軸 0.8m，深さ 0.2m なし

RD1049土坑 A区中央部 なし 楕円形 長軸 1.5m，短軸 1.1m なし

RD1050土坑 A区南部 RA466 不聖書円形 径約 2.4m なし

RD1051土坑 A区南西部 なし 隅丸長方形 長辺約 3.3m，短辺約 2.7m 土師器護

RD1052土坑 A区南部 なし 不整円形 f圭約 2目8m，深さ O目3m 土師器土不・奮

RD1053土坑 A区北東部 RG362 不整長方形 長軸 0.9m以上，短軸 1目Om 土師器喜善

RD1054土坑 A区南部 なし 不整円形 径約 1.3m，深さ 0.35m なし

第 13表第27次調査A区溝跡一覧

遺構名 位置 重複 規模等 出こと遺物

RG348 ;蕎跡 A区南部 RG365 
東北東から西南西に走る。編 1.3~ 2.0 m，延長 土師器杯・高台付士不目鉢・護，

16.5 m， i.架さ 0.5m あかやき土器杯

RG349溝跡 A区南部
RA398・467，RD1045， 東北東から西南西に走る。幅 1目1~2.4 m，延長 36m

土師器士不 嚢，あかやき土器

RG350・351・359・364 深さ 0.45m 
士不・霊草， 須恵器喜善， 鉄j宰， 塗

器

RG351溝跡 A区南部 RG349 
東北東から西南西に走る。幅 0.7~ 1.0 m，延長20m 土師器杯・童書， あかやき土器
深さ 0.25m。埋土に白色火山灰含む。 士不 霊童

RG359溝跡 A区南西部 RG349目360
東西に走る。鱗 0.5
汀1

。司8m，延長 9m，深さ 0.2
なし

RG360溝跡 A区南西部 日G359 南北に走る。幅 1目Om以上，延長 4.5m，深さ 0.3m なし

RG361 ;蕎跡 A区北部 RZ030 北東から南西に走る。幅 0.9~ 1.6 m，延長 20.3m 土師器萎

RG362溝跡 A区西部 RD1053， RG363 
北東から南西に走る。幅 O岨8 1.2 m，延長 42m， 

なし
1架さ 0.3m 

RG363;蕎跡 A区西部 RG362 
北東から南西に走る。幅 O目9~ 1.6 m，延長 21m， 

土師器士不 護
深さ 0.25m 

RG364;禽跡 A区南部 RG349 
東北東から西南西に走る。幅 0.1~ 1.2 m，延長 12 土師器士不 喜善・鉢， あかや吉
町1 土器土不，須恵器護

RG365溝跡 A区南東部 RG348・351.366
南北に走る。幅 0.7 1.2 m，延長 4m，深さ 0.3

土姉器土不，須恵器土平
m 

RG366溝跡 A区南東部 RG365 
北北西から南南東に走る。幅 0.5m，延長 1.3m，深

なし
さ0.5m 
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第 14表 第27次調査B区土坑一覧

遺構名 位置 E重複 平話形 規模 出土遺物

RD1069 (欠番〕

RD1070 (欠番〕

RD1071 (欠番〕

RD1072土坑 日区東部 RA489 隅丸長方形 長辺 1.1m，短辺 0.6m，深さ 0.25m なし

RD1073土坑 B区東部 RA496 不繋橋円形 長軸 2.0m，短軸 0.6m以上 なし

RD1074土坑 B区中央部 なし 不整円形 筏約 2目Om 土師器~

RD1075土坑 B区中央部 RA493 不整楕円形 長軸 1.7m，短軸 1.5m，深さ 0.5m 
土師器杯.~華，あかやき土器
士平

RD1076土坑 B区中央部 RA494， RG376b 不整方形 一辺約 1目1m，深さ 0.15m 土姉器婆

RD1077土坑 B区中央部 RA493 不整円形 径約 0.7m，深さ 0.1m 
土師器土不 幸華， あかやき土器
土不

円D1078土坑 B 区中央部 RG375b 不整方形 一辺約 1.8m 土師器土平萎球腕蕎

RD1079 (欠番〕

第 15表第27次調査B区溝跡一覧

遺構名 位置 重複 規模等 出土遺物

RG339i青島高 BJZ東部
RA486・487・ 北西から南東に走る。幅約 3.7m，延長 23.5m，深 土師器土平・晶台付士不 幸喜， あかや

489 さ1.1m，大溝。 き土器土不 獲，須恵器杯・護

RG344溝跡 B区中央部 なし
北北西から南南東に走る。幅 0.5~ 0.7 m， m，延長

なし
9.0m，深さ 0.1m 

RG368溝跡 B区中央部 RA482 
北北西から南南東に走る。幅 0.7 1.1 m， m，延長

なし
5.5 m，深さ 0.1m 

RG369溝跡 8区中央部 なし
北東から南西に走る。幅 0.5 。目6m，延長 5.1m， 

なし
深さ 0.2m 

RG370 溝跡 B区中央部 RA483 
北北東から南南西に走る。幅 0.5~0.7 m，延長3.5m，

あかやき土器土不・喜善
深さ 0.4m 

RG371 i蕎跡 B区東部 RA485 
北西から南東に走る。幅 0.4 0.6 m，延長 4.2m， 土師器杯・婆， あかやき土器士平，
深さ 0.2m 須恵器土不.~喜

RG372溝跡 B区東部 RA485 
南北に走る。幅 0.6 0βm，延長 3.5m，深さ 0.25

土師器寮
m 

RG373溝跡 B区西部 RG374 
円形周溝，径 3.3 3.7 m， i蓄嶋 0.3 0.6 m， )深さ 土師器杯・護，あかやき土器杯・

0.15 m 警，須恵器蕎

RG374溝跡 B区商部 RG373 
北西から南東にカ ブしながら走る。綴 0.4~ 0.6 m， 土師器土不 窪z あかやき土器土不，
延長 15.5m，深さ 0.15m 須恵器士平.~善

RG375a'b'c 溝跡 B区中央部 RD1078.RG377 
途切れながら閤円状に走る。縞 0.4~ 0.6 m，深さ 土師器士不・晶台付土不.~， あかや

0.1 ~ 0.25 m き土器土平， 須恵器士不

RG376a'b5蕎~j]; B区南部 RA498.RD1076 
分岐しながら東北東から西南西に走る。幅 0.8~ 1.7 

なし
m，延長 12.5m，深さ 0.2m 

RG377溝跡 B区中央部 RG375 
南北に走る。幅 0.4 0.6 m，延長 9岨6m，深さ 0.15

土師器喜善
m 

第 16表 台太郎遺跡第 27次調査C区溝跡一覧

遺構名 位置 E重複 規模等 出土遺物

RG378i蕎跡 C区北部 RG380・382目387
東西に走る。幅 1.0 2岨om，延長 23.0m，深さ 0.4 土師器土平・晶台付土不・喜善， あか

汀1 やき土器土平，須恵器士不・ 5喜

RG379 i蕎跡 C区西部 RG378.380 
東西に走る。幅 O目7 0.9 m，延長 9.7m，深さ 0.3m。 土師器土不 警，あかやき土器士不，

RG378に合流。 須恵器窪

RG380 溝跡 C区西部 RG378.379・387
北北西から南南東に走る。幅 0.5 0.7m，延長 7.1m， 

土師器杯
深さ 0.2m 

RG381 ;蕎跡 C区南部 RG379・387 北北東から西南西に走る。幅 0.5~0βm，延長 3.6m 土師器護

RG382溝跡 C区東部 RG378.387 高北に走る。幅 0.5~ 0.8 m，延長 4.0m 土師器土不.~喜，須恵器婆

RG387溝跡 C区南部 RG378. 380.381・382
東北東から西南西に走る。帳 O司6~0.8 m，延長 16.0m，

なし
深さ 0.1mo RG378に合流。

RG388 ;蕎跡 C区北西部 なし
東北東から商南西に走る。幅 1.0m，延長 2.7m，深さ

なし
0.3 m。
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遺構名

RD1054土坑

円D1055土坑

RD1056土坑

RD1057 (欠番〕

RD1058土坑

RD1059 (欠番〕

RD1060土坑

RD1061 (欠番〕

RD1062 (欠番〕

RD1063土坑

RD1064土坑

RD1065土坑

RD1066 (欠番〕

RD1067土坑

RD1068土坑

遺構名

RG387溝跡

RG388溝跡

遺構名

RD1088土坑

RD1089土坑

RD1090土坑

遺構名

RG344溝跡

RG368 )'蕎跡

位置

南西部

南西部

南東部

東部

北西部

中央部

北東部

北東部

北西部

中央部

位置

南部

北西部

位置

北西部

西部

北部

位置

南部

北西部

第 17表第28次調査土坑一覧

重複 平面形 規模 出土遺物

RA474・477・480，
隅丸長方形 長辺 4.4m，短辺 2.2m，深さ 0.65m 中世中国青磁梅瓶・皿

RG367 

RG367 不整円形 径約 0.7m なし

RB28001 隅丸長方形 長辺 2.8m，短辺 1.6m，深さ 0.1m なし

なし 小判形 長軸 1.45m，短軸 0.9m，深さ 0.4m なし

なし 不整楕円形 長軸 0.9m，短軸 0.3m，深さ 0.25m なし

なし 楕円形 長軸 1.2m，短軸 1.0m，深さ 0.55m 土師器護， あかやき土器土不

RD1065 不整楕円形 長軸 3.2m，短軸 2.3m 
土師器杯.~善，須恵器士不，
鉄浮

RD1064 不整楕円形 長軸 1.3m以上，短軸 0.7m，深さ 0.35m なし

なし 楕円形 長軸 0.7m以上，短軸 0.6m，深さ 0.4m なし

なし 円形 径 0.3m，深さ 0.3m なし

第 18表第28次調査溝跡一覧

重量複 規模毒事 出土遺物

RA475・RB28001.
RD1054.1055 

西北西から東南東に走る。備 0.6~ 0.9 m， 
|あかやき土器土手

延長 19.4m，深さ 0.2m 

なし

意複

RA503 

なし

なし

重複

なし

なし

北東から南西に走る。幅 0.3~ 0.5 m，延長 lなし
2.5 m，深さ 0.1m 

第 19表第 29次調査土坑一覧

平函形 規模

不整楕円形 長軸 3.4m 以上，短軸 2.7m，深さ 0.6m 

隅丸長方形 長辺 2.9m，短辺 2.4m，深さ 0.2m 

隅丸長方形
長辺 3.0m，短辺 2.2m，深さ 0.35m。
底面にヒ。ツ卜 6口。

第 20表第31次調査溝跡一覧

規模等

北北西から南南西に走る。幅 0.4m，延長 4.7m なし

北北西から南南東に走る。幅 0.5~ 0.6 m，延長 7.7m Iなし
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出土遺物

土師器土不・喜善s 須恵器杯

なし

なし

出土遺物



第 21表第32次調査A'C区土坑一覧

遺構名 位護 重重複 平面形 規模 出土遺物

RD1080土坑 A区中央部 RA499 不整楕円形 長軸 1.3m，短軸 0.9m，深さ 0.3m 土師器萎

RD1081土坑 A区中央部 なし 不整円形? 径約 2.3m，深さ 0.65m 
土師器坪，あかやき土器杯，須

恵器護，近世陶器茶碗

RD1081 (欠番〕

RD1083土坑 A区南部 RD1084 不整楕円形つ 長軸 3.0m，短靴 2.5m，深さ 0.3m 
土師器士不.~怠あかやき土器杯，
須恵器土不，軽石

RD1084土坑 A区南部 RD1083 不整円形つ 径約 3.0m，深さ 0.4m 
土師器土不 重量，あかやき土器坪

-護，須恵器杯準

RD1085土坑 A区南部 RD1086 不整円形 径約 1.2m なし

RD1086土坑 A区南部 RD1085 不整円形 径約 0.9m なし

遺構名 イ立景 重複 平面形 規模 出土遺物

RD1087土坑 C区中央部 なし 不整円形 f圭約 1.0m 土師器士不(非口ク口) ・萎

第 22表第32次調査A・B'C区溝跡一覧

遺横名 位置 重複 規模等 出土遺物

RG383 ;蕎跡 A区北部 なし 北東から南西に走る。幅 O目9~ 1.2 m，延長 3.5m なし

遺構名 位置 重複 規模等 出土遺物

RG077溝跡 B区南部 RA193 
北東から南西に走る。幅約 0.7m，延長 10m，深さ 土師器士不・聖書， あかやき土器汚，

0.25 mo ※県埋文 18次調査に続く 須恵器杯準，フイゴ羽口

RG137溝跡 B区中央部 なし
東西に走る。幅約 1.0m，延長 8.5m，深さ 0.1m。 土師器士不・警， あかやき土器杯，

※県I里文 18次調査に続く 須恵器士不 謹

RG385溝跡 B区北部 なし
東西に走る。幅約 0.9~ 1.3 m，延長 6.1m，深さ

土師器護，須恵器土不・ 5喜
0.2 m 

RG3865蕎跡 B区北部 なし
酋北西から東南東に恋る。幅 0.8~ 1.9 m，延長 6.8

なし
m，深さ 0.1m 

遺構名 位置 重複 規模等 出土遺物

日:東北東から西南西に走る。幅 2.7~3.8 m，延長 土師器士不・高台付士不・ 5喜， あか

RG042a'b5'蕎跡 C区酋部・東部 RA502， RG048 
23m やき土器杯，須恵器土不 萎，砥

b:北西から南東に走る。幅 2.1~4岨o m，延長 9m 石(軽石)，鉄j宰，中世中国青磁碗，

※県埋文 18次調査に続き，北部で屈曲 摺鉢，近世灰紬憲

土師器杯・品台付土不・套， あか

RG045溝跡 C区中央部 RA151 北西から南東に走る。偏 2.4~ 3.5 m，延長 13.5m やきこk器土不.~喜，須恵器杯. I!， 

フイゴ羽口，刀子つ，砥石(軽石)

RG048 ;蕎跡 C区西部 RG042 北東から南西に走る。幅 0.8~ 0.9 m，延長 7.3m なし

RG131溝跡 C区東部 なし 北西から南東に走る。幅 2.4~ 2目6m，延長 17.5m 土師器護，須恵器喜善
L 

第 23表第33次調査溝跡一覧

遺構名 位霊 重複 規模等 出土遺物

RG3475蕎跡 西部 円A504，RG33002 
北北西から南南西に走り，西に曲がり東北東から西南西

なし
に走る。幅 0.1~2.5 m，延長 24.5m 

RG33001溝跡 中央部 RA506 北北西から南南東に走る。幅 5.2~ 7.3 m，延長 27m なし

RG33002溝跡 南西部 RG347 東西に走る。幅 0.6~ 0.9 m，延長 5.0m 以上 なし
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第 24表第24次調査竪穴住居跡土層観察表 (1) 

遺構名 |盟名| 主要土

土色 (JIS) 土性(暗号)

ーーー・ー ーーー-------ー制例制畠品---_ーーーーーーーーー ーー司---納骨許凶・・・
81 I 10YR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌士
--軸静酔 制ー・・---------------------勘助椅伺ー ーーー・ーーー・・ーーーーー------幅制骨骨 F

日2 I 10YR3/3~3/4 暗褐色 SiCLシルト質埴壌土
ー・ーーー ・・・ーーー司骨骨骨例制糾畠ーーーーーーーーー---------併--倒
日3 I 10YR2/3黒褐色 町CLシルト質壊壌土

M制排--崎.晶 ----------ーーーーーー-------が相ーー----句制令晶 E・
84 I 1 OYR2/2 ~ 2/3黒褐色 町CLシル卜質埴壌土

ー------_---------悼悼圃・・ーーーーーーー・ーーーーーーーー曹 ----------------------
Cl I 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土

ーー・ーーー・ ーーーーーーー----------例制品晶ーーー ーー・・ー・制品悼--・・・・ー
Ll I 10YR2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌士

----柄拘帥 H同州問伊--------------------------相 ・ーー・ーーーーーーーーー---------
L2 I 1 OYR4/4 ~ 41日褐色 SiLシル卜質壌土

RA304Pitl I A 1 10YR2/3黒褐色
--------・ー-ー--旨胎肺凶輔"が

81 1OYR2/3黒褐色

RA304Pit2 Al 1 OYR2/1 ~ 2/2累~黒褐色

遺構名 層名 主要土

土色 (JIS) 土性(略号)

同四 l AA21 一1σ叩馳個色 叫S札ソンルルトト醐醐士土

ーー ーーーー司司初防神---・・ーーーーーーーーー・・ーーー ・・冒曹併併脚叫 a・・・ーーーーーーー
A3 I 10YR2/2黒褐色 SiCLシjレト質埴壌土
---ーーーーーーーーーーーー--跡凶輔柄拘制崎ー・ー ーーーーーーーー-------制--椅『伊ーー
A4 I 10YR2/2黒褐色 町CLシルト質構壌土

土色 (JIS)

10YR4/6褐色

10YR4/4褐色

1 OYR4/4 ~ 4/6褐色

1 OYR4/4 ~ 4/6褐色

1 OYR4/4 ~ 4/6褐色

10YR4/4 ~ 4/6褐色

10YR2パ ~2/2 黒~黒掲色

1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色

1OYR2/2 ~ 2/3黒褐色

10YR2パ黒色

含有土

土性(略号)

SiLシJレト質壌土

SiLシJレト質壌土

SiLシル卜質壊土

SiLシル卜質壌土

硬軟 i 密度 その他

状態 弘

[
 

密

一

一

一

~一市甲l一山市一同甲

中
一
一

ー中
平
士
中
一
中

2
一
1
一日一

5

』

-
1匂

令

一
一
状
一
状

枠帆一…叫叫帆↑鳩抽一抽山岨叩

粉
一
粒
一
二
~
一
二
~
 

仙租一仙担

SiLシjレト察壌土 粒~塊状 5 I 中 | 中

SiLシJレト質壌土 : 粒~塊状 2 I 軟~中 | 粗~中 1 

SiCLシル卜質埴蟻土 40 I 軟~中 | 粗~中 i 

SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 30 I 中~硬 | 中~密 | 床構築土

SiCLシル卜質埴壌土 -30  I 中 | 中~密

30 I 軟 l 組

一……一…』十=百子子…………“…寸T匂r匂…匂………“…匂一匂長瓦F一一一』一寸一

3o I軟~中 i組~中|

含有土 | 硬軟 | 密度 | その他

10YR4/6褐色

1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色

土色 (JIS) 土性(略号) 令 状態 叫

1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色 SiLシル卜質壌土 粉~粒状 5 I軟~中|中~密

10'雨漏二日褐~黄褐色 SiL)ル卜質壌土 手両 2 I 示 i 語---j
1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色 SiLシル卜質壌土 粉~粒状 10 I 軟~中| 密

10 

10YR2パ黒色 町CLシル卜質寝壌土

1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色 SiLシJレト質壌土

SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/6褐色 町Lシル卜質壌土

SiCLシJレト質埴壌士 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土

10YR4/6褐色 SiLシル卜質壌土

SiCLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシJレト質壌土

SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシル卜質壌土

A5 I 1 OYR2/2 ~ 2/3黒褐色

A6 I 10YR2/3黒褐色

面 j-------;-OVA2/3長通色
-------
82 10YR2/3黒褐色

何勧柿静岡圃凶
ー------ーーーーーーーー・

83 10YR2/3黒褐色
---_ー・柑例制叫州制桝桝_.・

84 10YR2/3黒褐色
ーーーーーー・ー圃.ーー------柑桝

自5 1OYR3/3暗褐色
---‘._-肺 幅制倒幹圃骨ーーーーー・・・
86 10YR2ソ3黒褐色

5YR51日明赤褐色
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SiLシル卜質壌土 10YR41日褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 20 I 中 |中~密|

SiLシJレ卜質壌士 10YR4/6褐色 SiLシJレト質壌土 粒状 2 I軟~中|粗~中|

SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシル卜質壌土 30 I 中 | 中 i 

SiCLシJレ卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシル卜質壌土 塊状 30 I 中 i 中

5YR51日明赤褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 30 I 

SiCLシルト質塘壌土 10YR41日褐色 SiLシルト質壌土 粉~粒状 2 I 軟 | 中 | 

SiCLシル卜質埴壌士 10YR4/6褐色 SiLシJレト質壌土 粉~粒状 10 I 中 | 中 1 

SiCLシル卜質埴壌土 10Y丹4/6褐色 SiLシル卜質壌土 粉~粒状 10 I 中 ! 中

色
一
色
一
色

掲
一
褐
一
褐

墜
南
一
国
南
一
昨
帽

q
u
一

q
u
一

q
u

/
;
/
一
/

n
〆』一向/-一
q
u

n
n
目

門

n
-
n
n

V
E
悶

V
1
-
V
I

n
u

…n
u

一n
u

u
一
回
一
凶

Cl 

土
一
士
一
土
一
士
一
土

壌
一
壌
一
壌
一
壌
一
壌

埴一
I
E
『
埴
一
埴
一
埴
…
塙

晴
一
蜘
一
晴
一
晴
一
唯
一
清

レ
一
宇
佐
剖
レ
一
レ
『
レ
-
レ

ン
一
乱
…
シ
一
、
ン
一
、
ン
一
、
ン

L
一
戸

L
一
L
一
L
一
L

氾
一
一
氾
一
氾
…
氾
一
一
U

Q
U

一
一
n
b

一n
b

…
cu
一Q
U

一
色
]
一

一
緒
一
一
一

喜

一

M

-

融
一
即
一
純
一
隅
一
臨
一
拍

パ
一
川
一
パ
一

2
一
2
一
3

叩
一
寸
…
叩
一
町
一
即
一
即

日
山
一
市
川
一
一
山
一
町
一
一
山
一
昨

一
4
F
F
1
F
1
-
1

一n
n

…
一

一
V
I
M

-
n
u
-

-t
叩ハ〆-一
q
u
一T
S

匂内〆
h
-
n
d

n
u
u
n
u

一n
u
u
t
d
m
i
d
-
-
d

J4 I 10YR3/3時間色 SiCLシル卜質埴壌土

J5 I 5YR4/6赤褐色 SiCLシル卜質埴嬢土

J6 I 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土

Kl I 10YR2パ黒色 SiCLシルト質埴嬢土

K2 15YR5/8 ~ 6/8明赤褐~檀色 SiLシル卜質壌土

K3 110YR3/4~4/4 暗褐~褐色 SiL シルト質壌土

110YR4/4~ 民14 揖~にぷい
~_4_J:: 輔正 SiL)ルト質i平
K5 I 10Y円2/3黒褐色 SiLシル卜質壌土

Ll 110YR4/6~5/8 褐~黄褐色

L2 I 10YR4/3にぷい黄褐色

RA305煙道 bI Al I 10YR2/3黒褐色

81 I 10YR2/3黒褐色

目2 I 10YR2/3黒褐色
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10YR2パ黒色
------------曹司制帽-_.凶a・・・ーー

SiLシJレ卜質壌士 10YR41日 ~5/8 褐~黄褐色

SiCLシル卜質埴壌土 10YR6/8明責褐色
-_.昼間・E・.ーー---桝伺伺伺司---ー・・・ーー・ーーーー
SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR4/6褐色
・--‘阿+・“血肉a・・ーー ーーーーー恒--帥榊再・・ー・

SiCLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色
--_---_-ーーーーーーーーーー輔 4回毎回--峠』

5YR5/8明赤褐色
-・・・ー咽-------------------圃

SiCLシルト質埴壌土 5YR5/8明赤褐色
・司『声“----_-_-----

10YR2/3黒褐色
・E・ーーーーーーーーーーーーー

SiCLシJレ卜質埴壌土 5YR5/8明赤褐色
---_.吋H・_---司・ー.司a・・--------------_.吋叫司
SiCLシル卜質埴壌士 10YR2/3黒褐色
--------------圃輔骨暢駒開・----

圃凶岨納d相暗帥柿榊陶酔榊---

SiCLシルト質埴壌土 10YR41白褐色
-ーーー・・ーーー--------------_.品物 H ーーーーー・・ーーーーーー帥
SiCLシルト質埴壌土 10YR2/2黒褐色
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第 25表第24次調査竪穴住居跡土層観察表(目

遺構名 II署名| 主要土 | 吉有土 | 硬軟 | 密度 i その他

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 唱

RA305Pitl I A 1 I 1OYR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌士 tOYR4/6褐色 SiLシルト質壌土 塊状 30 I 中 |中~密

A2 1 10γ円4紅16褐色 Si比Lシル卜質壌士 10Y 

円RA2ω85伊P門i限也 IA似1 I 10町YR限21々2黒掲色 S剖i巴CLシルト質埴壌士 10YR4/6褐色 Si比Lシル卜質壌土 塊状 3ωo I 軟 | 粗 | 

B1 1 10YR41日褐色 SiLシJレ卜質壌土 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト室埴壌土 塊状 : 30 1軟~中 | 中 | 

RA305Pi也 IAl I 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/6褐色 S比シJレ卜質壌士 塊状 10 I軟~中| 中 1 

RA305Pit5 I A 1 I 10YR41日褐色 SiLシルト質壌土 10Y円2/1黒色 SiCLシルト質埴壌士 粒~塊状 却| 中 |中~密

RA305Pi市 I Al I 10YR2/1黒色 SiCLシJレ卜質埴壌土 10Y限 13黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 ω | 軟 | 粗~中

RA305Pi也 I Al I 10YR4/6褐色 SiCLシjレ卜質埴壊土 5YR51日明赤褐色 SiLシルト質壌土 30 I 軟 | 粗

位 10YR4/6褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土 粒状 5 I 軟 |粗~中 i
RA305Pi的 I A 1 I 10YR2/1黒色 SiCL yjレト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 30 I 中 | 中

円A3閃 Pitl0I Al I 10YR2/3黒褐色 SiCLシjレト質埴壌士 10YR41日褐色 SiLシル卜質壌土 10 I 中 | 中

円A305Pitl1 I A 1 I 1 OYR4/4褐色 SiCLシルト質塙壌土 10Y円2/2黒褐色 一 一 10 I 中 i 中

長j-r------i-oy厄パ黒色 S札シルト質埴壌 10YR4/4褐色』司 町 二 二 i-o--l 中|中|

遺構名 |層名| 主要土 | 含有土 | 硬軟 | 密度 | その他

土色 ωIS) 土性(略号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 叩

円A306 1 Al 1 10YR2/2黒褐色 町CLシル卜質埴疎土 10Y円4/6褐色 SiLシルト質壌土 粒状 5 1軟~中| 中

1 81 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴疎土 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌土 5 1 軟 | 中 | 

|82 1 10Y円2/3暗褐色 SiCLシjレ卜質埴疎土 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌土 ー 10 1 軟 | 中 i 
遺構名 II署名| 主要土 | 含有土 | 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(暗号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 唱

円A307 I A 1 I 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴議士 10YR3/3暗褐色 SiCLシJレ卜質墳壌士 塊状 20 I 中 | 中~密

A2 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴疎土 10Y円4/4~ 4/6褐色 SiCLシjレ卜質墳壌士 : 粒状 2 1 中 i 中 | 

A3 I 1OYR2/2黒褐色 SiCLシルト質槙壌土 1 OYR41 4 ~ 4/6褐色 SiLシル卜質壌土 : 粉~粒状 15 I 中 | 中 | 

日1 I 10YR3/3暗褐色 SiCLシル卜質堰鴻土 I 1OYR4/6 ~ 51日褐~貴褐色 SiLシJレ卜質壌土 粉~粒状 10 I 中 | 中 | 

82 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜員埠壌王!日 副長J正面主語瓦 φ r員王 白 い 塊状 ;--4O--j 軟~中| 密 1 
1叶 10YR2惜 Si弘三jf明 主| 目的関空 Si日日暫主 ご 叩|中|中 i

01 I 10Y円3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴嬢土 30 I 中 | 中 i 
02 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシjレト質埴壌土 10YR3/3陪褐色 SiCLシル卜質埴嬢土 20 1 中 ! 中 | 

03 1 10YR3/3時褐色 SiCLシjレト質埴壌土 10YR3/2黒褐色 SiCLシル卜質埴嘆土 20 1 中 | 中 | 

El 1 10YR2/3箱褐色 SiCLシルト質埴壌土 10y円2/2黒褐色 SiCLシJレ卜質埴螺士 一 30 1 中~硬| 中~密|

E2 1 10YR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 糧~中 | 砂合し混じる

Fl 1 10YR3/3暗褐色 町CLシルト質埴壌土 10Y円2/2黒褐色 SiCLシルト質埴疎土 塊状 30 1 中 | 中 | 

F2 1 10YR2/1黒色 町CLシル卜賓埴壌土 10YR41日褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 10 1 軟~中| 中 | 

F3 1 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシJレ卜質壌土 ー 10 1軟~中|粗~中 1

Kl 1 10YR2/3暗褐色 SiCLシル卜質損壊士 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌土 粒状 15 I 中 | 中 | カマド構築土

5Y円5/8明赤褐色 粒状 15 1 

K2 1 10YR3/4暗褐色 SiCLシjレト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌士 30 1 中 | 中
1 一一一一一一一一一一一一一一一rlejyR273一二-3/3;烹褐二一層褐f一一一 r----:.:-----r 

K3 1 1 OYR4/6 ~ 5/8褐~黄褐色 SiCLシjレト質埴壌士 1 ， v" ，~， v ::;;v=" ""'- SiLシルト質壌土 塊状 30 1 中 ! 中
J-::-::::~:-~----~::-::-~--:':'-'-~:-:'_;__--~:~-~-~-::-:-:~:::::'.:"--- _J 一色一一一一一一一一 L-~-~--L---'~-___ _J 

K4 I 10YR2/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌士 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 5 I 中 | 中

--l_-I---j一一 10YR3/4語通石一一-7-55L-5JUF貢盃最王… 5YR51長雨瓦福五一一一… SiL日目語長ζ …一一一二一一一一五一一|一一夜一一 瓦遍!I!王

L2 1 10YR3/4暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2パ黒色 30 1 中 | 密

RA307Pitl I A 1 I 10YR目黒色 SiCLシルト質埴壌土 10YR2/3黒褐色 塊状 30 I 軟 i 組

RA307Pi官 IAl I 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土 10YR2/3黒褐色 一 塊状 30 I 軟|粗

遺構名 i層名| 主要土 | 吉有土 i 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 一 土性崎号) 土色 ωIS) 土性(略号) 状態 :叫

RA308 Al 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 10Y円日18明黄褐色 SiLシJレ卜質壌土 粒状 2 1 中 | 中

A2 1 1 OYR2/2 ~ 2/3黒褐色 SiCLシル卜質塙壌土 10Y円6/8明黄褐色 SiLシJレト質壌土 101 中 | 中 l 
Cl 1 10YR3/3~3/4 暗褐色 SiCLシルト質塙壌土 10YR2/3黒掲色 SiCLシル卜質埴壌土 30 1 中~硬 | 密 | 

01 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10Y円4/4~ 4/6褐色 SiCLシル卜質埴壌土 粒状 2 1 中 | 中 | 

02 1 1 OYR2/1 ~ 2/2黒~黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 1 OYR41 4 ~ 4/6褐色 SiCLシルト質埴壊土 粒状 5 1 中 | 中 | 

03 1 10YR2/1黒色 町CLシル卜質埴壌土 10Y円2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壊士 塊状 30 1 中 | 中 | 

帆醐~褐色 町 Lシル卜醐壌土 1___ 1叩12~日開色 SiCLシ川質培壌士 : ω! 軟~中 i中----1
E2 I 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌士 5Y円5/8明赤褐色 粒状 2 I 中|中!

E3 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌士 10YR3/3暗褐色 SiLシル卜質壌土 塊状 30 1 中 | 中 i 

E4 I 一 一 一

Fl 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌土 5YR5/8明赤褐色 ー 粒状 2 1 中| 中|

Kl I 10YR2パ黒色 SiCLシJレト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌士 一 5 I 硬 | 中~密| カマド構築士

K2 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR51日黄褐色 SiLシルト質嬢土 30 1 硬 | 中~密

|ドK3つ 1町叩限/3々購色 S記i正玩Uどιiジ日山)f沿f
江江M…一Tγr-一…白一……』一』一“……1而己V涌目=吾而J片L忌l瓦雇 + 言石i記広とιLシルト質埴壌土 目:4/4福石一一一一一一一一一一一一一一一石〔ο乙〉五U下蚕逼ζ一一一一一一一一→.←一一一一一一一一一一一一一二ご了一一……一一……目一……吟一……一一一一一+い←一一目泌…--1中~硬 1 中~密 「一…涼語柔王一

遺構名 l唐名| 主要土 i 吉有土 | 硬軟 i 密度 | その他

土色 (JIS) 士性(略号) 土色 (JIS) 土姓(略号) 状態 百

RA309 Al 1 10YR2/3黒褐色 町CLシル卜質埴壌土 1 OYR41 4 ~ 4/6褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 20 I 中 i 中

訂r------jOYR2/i;語通五 SiCL yル卜費埴壌土 r-------jOYR'4I日褐色戸 '------8;亡日L卜質壌土… ? 粒二塊状 5 I 中 | 中 l 
目黒褐色 S札シル卜質埴壌土 j________l:0~円型開 + 生-~!~-~塑主 L__~土問 φ 互| 中 | 中 ! 

Cl 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌士 10YR2/2黒褐色 SiLシル卜質壌土 塊状 15 1 中 | 中 | 

Lt 11日円2/3~ 3/3黒褐~時褐色 SiCLシjレ卜質培壌士 10Y円4/4褐色 SiLシJレ卜質1護士 塊状 15 1 硬 | 密
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遺構名

RA310 

遺構名

RA311 

遺構名

RA312 

RA3i2Piti 

遺構名

円A313

遺構名

RA314 

RA314 

日位二丘

第 26表第 24次調査竪穴住居跡土層観察表 (3)

層名| 主要土 | 含有土 | 硬軟 ! 密度 i その他

土色 (JIS) 土牲(略号) 土色 (JIS) 土性(暗号) 状態 百

Ai I iOYR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 iOYR4/6褐色 SiLシル卜質壌士 粒状 5 I 申~便|中~密

A2 I iOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 iOYR41日褐色 SiLシjレト質壌土 粒状 iO I 軟~中|中~密

日i I iOYR2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌士 I i OYR4/6 -51日褐~黄褐色 SiLシルト質壌土 塊状 20 I 中 ! 中 | 

82 I iOYR2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質犠壌土 I i OYR4/6 -5/8褐~黄褐色 SiLシル卜質壌士 塊状 30 I 軟~中 i 中 | 

日3 I iOYR2/2黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 I iOY円4/6-5/8褐~黄褐色 SiLシルト質壌土 粒状 2 I 中 | 中 | 
一一一一一一一一ーー一一一一一ーーーーーーーーーーー一一一← 合 一一一一ー一ーー一一一一一一一一一一一一一一 ← ー一一一一一一ー一一一一一一一一一一ー一ーー，一一一一一一一一一一一一，一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一ー一一一一

Ci I iOYR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 iOYR4/4 -41日褐色 SiLシJレト質壌土 粒~塊状 30 I 中 | 中~密 1 

C2 I iOY円2/2-2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌土 iOYR3/3暗褐色 SiLシjレト質壌土 30 I 中 | 中 l 

Oi I iOYR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 iOY円4/6褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 2 I 軟~中 |中~密|

02 I iOYR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌土 iOY丹4/4-4/6褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 iO I 中 | 中

5YR51日明赤褐色 焼土 5 I 

Ei I iOYR2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌土 iOYR41日褐色 SiCLシル卜質埴壌土 塊状 30 I 中 | 中

5Y円5/8明赤褐色 焼土 粒状 2 I 

h':2"l-----i-OYR目黒褐邑 正Ly)， "質塘壌士一 j------~灰白51日明赤褐色 焼土 粒状 初|中|申|

E3 I iOYR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌土 5YR4/6赤褐色 粒状 2 I 中|中|

Ki I iOYR5/8黄褐色 SiCLシルト質埴壌土 SiCLンル卜質埴壌土 一 一| 硬 | 密 | 力マド構築士

ド2 I iOYR2/i黒色 町CLシルト質埴壌土 5YR4/8赤褐色 一 粒状 30 I 中|中

K3 I iOYR2/2黒褐色 町CLシル卜費埴壌土 iOY円4/6褐色 30 I 硬 |中~密

日r--i-OYR:ii:iご3/4信福瓦ー-liEL-5JVF員通場主 1一一一一一一iOYR2/3暴遍孟一一一ぃ 二 一一一一一------ ・3-O-r-.j;二逼|百二亙一「一一一商品':1:
層名 i 主要土 | 含有土 | 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(略号) I 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 今叫

Ai I iOY円2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 I iOYR41日-5/8掲~費褐色 町Lシル卜質壌土 塊状 30 I 中~硬|中~密

A"2-T--i-oYii-4/4=4iii褐色 SiCL yル卜質埴壌土 r-----iOYR2i2黒褐色 一 塊状 20 I 硬 i中~密|

層名! 主要土 | 吉有士 i 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (.JIS) 土性(略号) 状態 叫

Ai I iOYR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 I iOYR4/6 -5/8褐~黄褐色 SiLシjレト質壌士 焼状 30 I 中~硬! 中~密

A2 I iOYR3/3暗褐色 町CLシルト質埴壌土 IiOYR41日-5/8掲~費褐色 町Lシル卜質壌土 粒状 30 I 硬 |中~密|

8i I iOYR2/2-2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌士 iOYR41日褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 5 I 中 |中~密|

82 I i OYR2/2 -2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 iOYR4/6褐色 SiLシJレト質壌土 粒状 2 I 中 | 中 ! 

Ci I iOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 iOYR4/4褐色 SiLシjレト質壌土 ， 30 I 中 | 中 | 

Di I iOYR2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌士 i OYR4/4 -4/6褐色 SiLシル卜質壌土 20 I 中 | 中 i 

Ji I i OYR2/3 -3/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 iOY円4/6褐色 SiLシルト質壌士 粒状 5 I 中 i 中 | カマド崩壊士

J2 I iOYR2/3黒褐'" SiCLシJレ卜質埴壌土| 一 一 一|ー|ー|

Ki I iOYR4/6褐色 SiCLシル卜質埴壌士 5YR51日明赤褐色 一 粒状 2 I 軟~中|中~密!カマド構築士

K2 I i OYR2/3 -3/3黒褐~暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 中~硬 | 中~密 |炭化物世し混じる

Li I iOY円3/3-3/4暗褐色 町LシJレ卜質壌土 I i OYR4/6 -5/8褐~費褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 30 I 中~硬|中~密 i 床構築土

Ai I iOY円2/3-3/3黒褐~暗褐色 SiCLシル卜質埴壌士 iOY円4/6褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 iO I 中 | 中 | 

唐名! 主要土 | 含有土 i 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(暗号) l 士色 (JIS) 土性(略号) 状態 ゃ叫

Ai I iOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 iOYR4/6褐色 SiLシJレト質壌土 粒状 5 I 軟~中| 中

A2 I i OYR2/i -2/2黒~黒褐色 町CLシルト質埴壌土 iOYR4/6褐色 町Lシル卜質壌土 粉状 2 I 中 | 中 i 

8i I i OYR2/3黒褐色 町CLシル卜費埴壌土 i OYR4/4 -4/6褐色 SiLシル卜質壌土 塊状 30 I 中 | 中 | 

自2 I iOYR2/3黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌士 I iOYR3/3-3/4陪褐色 SiCLシjレト質埴壌土 塊状 30 I 中 | 中 | 

Ei I iOYR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 iOYR3/3暗褐色 町CLシJレト質埴壌士 塊状 20 I 中 | 中 ! 

Fi I iOYR2/2黒褐色 SiCLンルト質埴壌土 iOYR41日褐色 SiCLシル卜質埴曝土 粒状 2 I 中 | 中 | 

F2 I iOYR2/3黒褐色 町CLシル卜質埴壌士 iOYR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 ， 30 I 中 | 中 i 
ーーーー 一一一一一一一一一一一一一一一ー+ーー 一一一---ω----一一一一一ー一一一一ー一一一一一一+一一一一一一一一一一ーーーー-ー一句守句令子会一ー一一一一ーーーー+一一一一一一一一一一一一一----------------+----------------+-------+------------+ る

Ji I 5YR5/8明赤褐色 iOYR4/6褐色 30 I 軟~中 | 組~中 | カマド崩壊土

J2 I 5YR2/3極暗赤褐色 ー i OYR5/8黄褐色 i5 I 軟~中|粗~中|

Ki I iOYR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴壌士 iOYR5/8黄褐色 町CLシJレト質埴壊士 一 30 I 硬 | 中 | カマド構築土

K2 I iOYR2/2黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 iOYR5/8黄褐色 SiCLシルト質埴壌士 5 I 硬 | 中

K3 I iOYR2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌土 iOYR5/6黄褐色 SiCLシル卜質埴壌土 i5 I 硬 | 中
日一一一r--一一一一一一一一 - ……“ニ…………一…一一一一一一十一一一一一一二…………… … 1T下一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一
L2 1 一 |一

層名 i 主要土 | 含有土 i 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 士性(略号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 叫

Ai I iOYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 iOYR4/6掲色 SiLシjレト質壌土 粒状 i I 中 ! 中

A2 I i OYR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌士 iOYR3/2黒褐色 SiLシル卜質壌土 粒状 5 I 中 | 中 | 

呂i I iOYR2/3黒褐色 SiCLシル卜震埴壌土 iOYR2/2黒褐色 SiCLシjレト質構壌土 塊状 30 I 軟~中 i 中 | 

Ci I iOYR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌士 I iOY円4/3にぷい黄褐色 SiLシルト質壌土 塊状 30 1 中 | 中~密|

C2 I 10YR3/1 -3/4黒褐~暗褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 I 10Y円4/3にぷい黄褐色 SiLシJレト質壌土 塊状 iO l 中 | 中 | 

C3 1 10YR4/4 -4/6褐色 SiLシル卜質壌土 ー

C4 1 10YR2/2黒褐色 SiLシJレ卜質壌土 10YR4/6褐色 SC砂質埴土 ー|軟~中| 中 I 

C5 I 10YR2/2黒褐色 SiLシjレ卜質壌士 10Y円2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土 | 軟 | 粗 | 

C6 110Y目2/3-41日黒褐~褐色 S砂土 ー | ー | 

Kl I 10YR2/2黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壌土 塊状 30 I 中 | 中 ! カマド構築士

K2 11 OYR4/6 -5/8褐~黄褐色 SiCシル卜質頓士 10YR2/2黒褐色 一 粒状 5 1 硬|密

K3 1 10YR2/3黒褐色 SiCシJレ卜質埴土 1 iOYR4/6 -5/8褐~黄褐色 一 粒状 30 1 中 | 中
日一「一 二 一一一一一一一一一二一一一一一「一一一一一一一二一一一一戸 + 一一一一二一一一一一一一二一一ー工|一二一一1一一一二一r---i房長量五

Al I 10Y限 11黒色 S肌シルト費埴壊土 10Y円4/4褐色 一 粒状 5 I 軟|中
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第 27表第24次調査竪穴住居跡土層観察表 (4)

遺構名 1 J署名 主要土 含有土 硬軟 | 密度 その他

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 % 

RA315 1 A1 1 10YR2/3黒褐色 町CLシルト質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシjレト質壌士 粒~塊状 10 1 中 | 中

「L1r二二二三二二二二二三二二二二二二| ニ ー ョー…?一一一一一二一一一一一 ・ 二一…十三-r一一二一一一「一一二一一1…一返信組…-

RA315Pit1 I A1 I 10Y限 12-2/3黒褐色 10YR4/6褐色 ー 粉状 2 I 軟|粗~中 i
遺構名 i層名| 主要土 | 吉有土 i 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(略号) I 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 % 

RA316 1 A1 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10YR3/3暗褐色 SiCLシルト質埴壌土 : 塊状 ; 30 1 中 | 中~密

A2 1 10YR2/2黒褐色 町CLシルト質埴壊土 110YR41日-5/8褐~黄褐色 SiLシjレト質壌土 粒状 10 1 中 | 中 i 
B1 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシル卜質埴喋土 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質犠壌土 塊状 10 1 中 | 中 | 

遺構名 !溜名| 主要土 | 含者土 | 硬軟 | 密度 | そ制由

RA317 

RA317Pit1 

RA317Pit2 

遺構名

RA318 

遺構名

RA319 

円A319Pit1

遺構名

円A320

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (JIS) 土性(略号) 状態 : 唱

A1 1 10YR2/1黒色 SiCLシJレト質埴凝士 10YR3/3時褐色 SiLシル卜質壌士 5 1 中

A2 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 10Y円3/3暗褐色 SiLシル卜質壌土 ー 15 1 1 1 

A3 1 10YR2パ黒色 SiCLシルト質埴嬢土 10YR4/4褐色 SiLシルト質壌土 5 1 

El-j-T-----i-oYR2/3黒褐色 町CLシル卜宣沼通i--T-------i-oYR2/i黒色 '------SfLシJレト室壌土 日 二 :寸己| 二 | 二 1 
82 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴疎土 10YR2/3累褐色 SiLシルト質壌土 30 1 ー | ー | 

C1 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴疎土 10YR4/6褐色 SiLシル卜質壌土 2 1 

C2 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴濃士 1 1 OYR4/6 -5/8褐~黄褐色 SiLシル卜質壌士 - 1 ー | 

L1 I 10YR3/1黒褐色 SiCL '/)レト質埴鴻土 10YR6/6明黄褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 15 1 中 i 密 | 尉昔築土

A1 I 10YR2パ黒色 SiCLシルト質埴議土 10Y円3/3暗褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 10 I 中 | 中~密 | 炭化物混じる

A1 1 10YR2パ黒色 SiCLシルト質埴議土 10YR2/3黒褐色 SiLシjレト質壌土 粒~塊状 15 1 中 | 中~密 ! 柱痕跡

日1 1 10YR3/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/4褐色 SiLシjレト質壌士 粒~塊状 7 1 中 | 中 | 

層名| 主要土 | 含有土 | 硬軟 | 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (JIS) 土性(暗号) 状態 % 

A1 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシルト質埴壌士 10YR4/4褐色 SiLシル卜質壌士 : 粒~域状 5 1 中 | 中

反 r-----iOYR2/2黒褐色 S玩~)~-ï:貢扇王r-------i-ÕYR"4/ii褐色 SiL以下扇王 : 粒~塊状 10 1 中 | 中 l 
A3 1 10YR2パ累色 SiCLシルト質埴疎土 10YR41日褐色 SiLシル卜質壌土 2 I 中 | 中 | 

日1 1 1 OYR2/2 -2/3黛褐色 SiCLシル卜質埴壌土 10YR4/4褐色 SiLシjレト質壌士 一 10 1 中 | 中 | 

01 1 lOYR2/3黒褐色 SiLシルト質壌土 10YR2/2黒褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 10 1 硬 | 密 |焼土土器毘じる

02 1 10Y丹2/1黒色 SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR3/3陪褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 10 1 中 | 中 | 炭化物混じる

03 1 10YR4/3にぷい黄褐色 SiLシル卜質壌土 10YR3/2黒掲色 SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 15 1 中 | 中 | 

!_1___L__1_0_~~_!与141: ，l(~竺習色 4 SlLシJレ卜質壌土 lOY円3/4緒褐色 SiL;ノル卜質壌主 .-担7持.tI; 日 L___~____J____~____J 焼士揖化物混Uる
J2 1 7.5YR4/4褐色 SiLシjレ卜質壌土 10YR4/4褐色 SiLシルト質壌土 粒~塊状 10 1 中 | 中 | 焼土混じる

J3 1 7.5YR4/3褐色 SiLシルト質壌士 10YR3/2黒褐色 SiLシjレト質壌士 粒~域状 10 1 中 | 中 ! 

K1 10YR4/3にぷい黄褐色 SiL '/ル下語表並-----T------i-oYR"4/ii褐色 SiL '/)v f.語長正 粒状 10 1 中 | 中 “| ヵマド構築土

K2 1 1 OYR2/3 -3/2黒褐色 SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR4/6褐色 SiLシルト質壊土 粒状 5 1軟~中| 中 i 

L 10YR2パ黒色 SiCLシjレ卜質埴壌土 10YR5/6黄褐色 SiLシル卜質壌士 : 粒~塊状 15 1 中 ! ー | 床構築土

層名 i 主要土 | 含有土 l 硬軟 [ 密度 | その他

土色 (JIS) 士性(略号) I 土色 ωIS) 、 土性(暗号) 状態 唱

A1 1 10YR4/4褐色 SiLシJレ卜質壌土 10Y円3/2黒褐色 SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 5 1 硬 | 密 |断ヒ物告し混Uる

A2 1 10YR3/2黒褐色 SiLシルト質壌土 1 10YR5/41こぶし、費褐色 SiLシJレト質壌土 : 粒~塊状 15 1 硬 | 密 !毘化湖土棋連じる

A3 1 10YR3パ黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土 1 10YR5/4にぷい黄褐色 SiLシjレト質壌土 粒~塊状 ; 20 1 硬 | 密 | 

A4 1 10YR3/2黒褐色 SiLシルト質壌土 10YR4/3にぷい費褐色 SiLシjレト質壌士 粒~塊状 10 1 硬 | 密 | 

81 10YR4/3にぷい黄褐色 SiLシル卜賓議i:-----T-----i-oYR3/2黒掲色 ? 白色:iL'/)口語長主 粒~塊状 i-5--1 硬 1 密 l長化物合し混じる

日2 I 10YR2/1黒色 SiCLシjレト質埴壌土 10YR3/2黒褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 10 1 中 | 中 |炭化物多く混じる

83 1 10YR4/3にぷい黄褐色 SiLシJレ卜質壌土 10YR3/2黒褐色 SiLシル卜質壌士 : 粒~域状 20 1 中 | 密 11枇物告し混じる

84 1 10YR3/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 I 1口YR4/3にぷい黄褐色 SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 ; 25 1 中 | 密 1I枇物多く混じる

C1 1 10YR3/3暗褐亀 SiLシルト質壌土 10YR4/4褐色 SiLシJレト質壌土 粒状 15 1 中 | 密 | 

J-1--r----;示iAJjiE員一一一 平;z;正面i----T……i両長伝説'" SiL '/)v f.i1iJll:l:ぃ五二日I't…「…!Ii一一一r炭研麗王町
L___:~:::::_~_~:."_'_~~______;______':':~_:_::_:_::':~:::'.:"______L___:~:::~:~:::."__~~______;______':':~_:_::_:_::':~:::'.:"______;___:'~__~~:':~___;__:_':'__L___'______L__:::_____L_ P'>_I_~ì庶民歪…M

J2 1 5YR6/4にぷい樺色 SiLシル卜質壌土 10YR6/2灰掲色 SiLシル卜質壌士 粒状 20 1 中 ! 密 i 

J3 ↓ 10YR3/2害塑型 よ SiLシル卜質議土 L__1_g.ì:R_~(~_1こぶし、黄褐色 SiLシル卜質壌土 粒~塊状 15 1 使 | 密___J

J4 1 10YR5/4にふ噴褐色 SiLシjレ卜質張土 10Y円3/2黒褐色 SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 10 1 硬 i 密 | 

J5 1 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 10Y円3/3暗褐色 SiLシル卜質壌土 : 粒~塊状 7 1 軟 | 中 |炭化物多く混じる

悶黄褐~明黄褐色: ご 黒褐色 : EI577I蚕房王 塊状 10 中 1 中 一!五二'F!語五

K_~_J!_~~~_~_~ _ _::日輔~明黄揖色 L____!_~'{_~?_.f~暗褐色 L_____SiLシjレト質壌士 10 1 中 | 中

K3 1 10YR2/2黒褐色 ー 10Y円4/6褐色 SiLシJレト質壌土 ー 10 1 中|中
日-一T一一 叩1而己干涌R2/2ゑ}福雇面百一一一一一一一一一一一一一一一一一→一-一一一一一玩目乙1五U下語2云語王 「一一…一一M一一勾}而己Y涌R41証福盃 '------8石iL臼乙7五j日下蚕展王王一一一一-一一一一→十一一一一一一証二通;決一…一つ;一
A肘1I 10YR2パ黒色 S剖i氾CLシルト質埴壌土 10YR21氾3黒褐色 S臼iL;シノル卜質壌士 粒状 20 I 中 | 中 | 

唐名| 主要土 | 含有土 | 硬軟 i 密度 | その他

土色 (JIS) 土性(略号) 土色 (JIS)

A1 110Y円2/1-2/2黒~黒褐色 町CLシル卜質埴壌土

A2 1 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌士

81 1 lOYR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌土 l 

日2 1 10YR2/1 -2/2黒~黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌土 1 

C1 1 10YR2/1黒色 SiLシル卜質壌土 | 

L1 1 10YR2/1黒色 SiCLシルト質埴壌土 | 

L2 1 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土 l ー
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土性(略号) 状態 百

一+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一+ーーーーー一一一一一句子“““司φムヂ町内司令一一ー，-“一色【“一ーーーーーー+一一一一一一一一一一一一‘一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一争一一-------司戸白日台、千日ド目“自ヤー問自白ド目何ι一-，-一一一一一一一一一一一一-一一一+令一一一一一一一+一一一一一一一一一一--，φ'伺“悶ω"町ω吟“匂匂也姐匂‘“白"吟匂一3ω吟ω“ふ-一町ω吟白"吟"白"吟町ω吟““
一一|一|中|

一+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一+一一一一一一一一一一ーーー--司ゆ司令ー----一一+一一一ー一一一一一一一一+一一一一一一一一一--ーーら一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一|中|中 i

-，・一一一一一一一一一一一一一一一一一ー』一一一一一一一一一司司令“““ヤ---一一一一一一一一一+一一一一一一一+一一一一---戸““今司，--ー』ーーーーーーー-，-ーーーーーーー一一一一一一一一一一--
SiLシル卜質壌土 | 中 1 中~密 | 

一+戸"“ムド日目勾ムヂ町一一一一一一一一一一一戸一一一一一一一一-.・一一一一一一一一一一一一一一一-，・一一一一一一一+一一一一一一一一一一一一+一一一一一一一一一一一-，一一一一一一一一一一一戸4♂一一司一一一
一 一| 中 | 中 | 床構築土

一+一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー-+--一司匂ド-----勾勾争一日目~戸"“争"即日目一ー』一一一ーーキー一一一一一一一一一一一
一一!中|中



遺構名 I J署名 主要土

第 28表第24次調査竪穴住居跡土層観察表 (5)
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10YR4/4褐色 SiLシjレト質壌土 粒状 5 I硬~中|粗~中
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一一一
一一一

ー一一一
一一一

---.晶司司田園

主要土

士色 (JIS) 土性(略号)

RA322 I A1 10YR2/1黒色 SiCLシル卜質埴壌土

A2 10YR2/1 -2/2黒~黒褐色 SiCLシjレ卜質埴疎土

日1 10YR2/3黒褐色 SiCLシJレ卜質埴壌士

ー---“-ーC1 10YR2パ黒色 SiCLシjレ卜質埴壌土

01 10YR2パ黒色 SiCLシルト質埴壌土
開---__.凶
02 10YR2/2黒黒褐褐色色 SiCLシルト質埴壌土

03 10YR2/3 SiCLシルト質埴壌土

04 10YR2/3黒褐色 SiCLシルト質埴壌土

1100YYRR 2/3黒褐色
SiCLシル卜質埴壌土E1 

E2 4/4褐色 SiCLシル卜質埴壌土

正3 10YR2/2黒褐色 SiCLシル卜質埴壌土

K1 10YR3/4暗褐色 SiLシルト質壌土

K2 10YR6/8明黄褐色 SiLシルト震壌土

K3 10YR6/8明黄褐色 SiLシル卜質壌土

K4 1 OYR2/3 -3/2黒褐色 SiLシル卜質壌土

10YR3/1黒褐色 SiCLシルト質埴壌士

遺構名 |唐名 主要土

土色 (JIS) 土性(略号)

RA323 I A1 I 10YR3/2黒褐色

含有土

土色 (JIS)

10YR4/6褐色

1 OYR4/4 -4/6褐色

1 OYR4/4 -5/8褐~黄褐色

10Y門4/4-4/6褐色

10YR3/3暗褐色

1 OYR4/6 -5/6褐~黄褐色

10YR4/6褐色

10YR2/1黒色

10YR4/4褐色

10YR5/日費褐色

10YR5/日黄褐色

10Y円6/8明貴褐色

土性(略号)

SiCシル卜質埴土

SiCシルト質埴士

SiCシJレト質埴土

SiCシjレト質埴土

SiLシJレト質壌土

HC重埴土

SiLシJレト質壌土

SiLシjレ卜質壌土

SiLシル卜質壌土

SiLシル卜質壌土

SiLシル卜質壊土

SiLシル卜質壌土

硬軟 ! 密度 その他
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第 29表第 24次調査出土土器観察表 (1) 

形酷 出土 寸法 (om) ※完形榎元のみ 底部切離等 器商鵠聾 墨書等特徴

挿殴 番号 写図真脹 遺跡名 略号 ;j(艶 遺構名 台帳 No 区骨 器種 平面位置 層世 器高 口ぱE 体寵 底窪 語:E21躍 ロ桂高/器 鼻高 内箇

138 001 4 台太郎 OOT 024 RA304 22土師器 土不 NO.1 B 4.21 12.6 / 301非丸底口ク口1 有段1 ヘラナテ ヘラミガキr 黒色処理 胎土に雲母含む

138 00:;: 台太郎 OOT 024 RA304 9土続器 五不 日 5.01 14.0 / 281非甜線口1ク丸ロ!底有つ段周 ヘTラミガキ，底部へフナ ヘラミガキ，黒色処理 全飴体土にに摩雲滅母!含む

138 003 台太郎 OOT 024 RA304 15土師曜 き毎 B 18.0 15.8 1.1 / 
口縁部ナデ，体部ヘフナ 口縁部ナデ!休部ヘラ

全体に摩滅
ア ナデ

138 004 5 台太郎 OOT 024 RA304 23土師晴 議 8 20.2 18.3 14.5 5.8 1.3 / 口デ縁+部ヘナラデミ1ガ体キ部ヘラナ 口縁部ナテ!体部ヘラ
ナデ+ヘラミガキ

形態 出土 寸法 (om) ※完形。檀元のみ 底部切離等 器商踊聾 墨書等特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 略号 ;j(艶 遺構名 台帳 No 区骨 器産 平面位置 層世 器高 口荏 体荏 鹿橿 節聾。l口口笹荏//l体茸桂在 口控高/器 外商 内面

138 005 台太郎 OOT 024 RA307 17あかやき土器 杯 カマド左袖床薗 5.11 14.41 5.8 28回転糸切無調整 全体に摩滅

138 006 4 合太郎 OOT 024 RA307 25須恵器 事不 5E区 C 5.21 14.41 5.8 2.5 2.8自転糸切無競整 全体にやや摩滅

形態 出土 寸法 (0同※完形守握元のみ 底部切離等 器面調整 墨書署特徴

挿図 番号 写劉真脹 遺跡名 略号 ;j(教 遺構名 台帳 No. 区骨 器種 平菌性量 層性 器高 口桂 体基 底桂 t壷干。口口在桂//体j宮窪窪 口桂高/器 剖十面 内面

138 007 4 台太郎 OOT 024 日A308 13土師器 t不 煙道 E 4.91 13.2 6.0 2.2 2.7回転ヘフ切無調整 へラミガキ1 黒色処理 外面スス状民化物

138 008 4 台太郎 OOT 024 RA308 19士師器 界 樫{堂 巨 4.81 13.6 5.8 2.3 2.8回転糸切無劉整 ヘラミガキ1 黒色処理 全体にやや摩滅

1381 009 4 台太部 00γ 024 RA308 89あかやき土器 野 煙道 E 5.91 14.4 5.0 2.9 2.4摩滅 口緑部歪み

138 010 台太郎 OOT 024 RA308 34土碕器 高台付坪| C 8.4 / / ヘラミガキ，黒色処理 柱状高台

1381 011 合太郎 OOT 024 円A308 23須恵器 雪姫 NE区 C 24.8 / / 頚部ハケメ 外面白然粕

1381 012 台太郎 OOT 024 RA308 田須恵器 饗 WEl& C 15β / / 

形瞳 出土 寸法 (om) ※男市檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書 等特徴

挿図 番号 写図糞版 遺跡名 時号 ;j('数 遺構名 台帳 No 区卦 器種 平面並置 寵位 器高 ロ笹 体笹 底控 坪曹。口口桂桂//!体底桂桂 ロ桂高/器 外面 内面

1381 013 4 台太郎 OOT 024 RA312 6土師器 が不 カマド左袖 4.91 13.3 6.6 2.0 2.71':"'ケWズリ再J 調守整同 底部付近ヘラケズリ ヘフミガキT 黒色処理 全体に摩威

1381 014 台太郎 OOT 024 RA312 1士郎器 杯 カマド 崩壊土 5.4 / / ズリ再調整
底部付近ヘラケス'リ ヘフミガキ，黒色処理 |全雲体母音に摩む滅 胎土に

1381 015 台太郎 OOT 024 RA3i2 5土師器 高台付事不 カマド右袖一 7.0 / / ヘラミガキ，黒色処理 底部菊花紋

1381 016 台太郎 OOT 024 RA312 3土師器 主題 カマド 崩壊土 17.5 20.0 0.9 / へラナテ ヘフナデ

帝撞 出土 寸法 (om) ※完形。撞%のみ 底部切離等 器笛調整 墨書 等特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 暗号 ;j(数 遺構名 台帳 No 区骨 器1重 平面並置 層位 器局 口瞳 体控 底控 坪聾。。口口桂桂//!体寵桂笹 口桂高/器 件直 内面

1381 017 台太郎 OOT 024 RA314 13須恵器 土不 日 6.0 / / 回転換切無調撃

時態 出土 寸法 (c叫※完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等，特徴

挿図 番号 写図服真 遺跡名 暗号 'iz艶 遺構名 台帳 No. 区骨 器種 平面イ立置 層位 器高時間底橿 ZHZj韓口言器 外面 内面

1381 018 台太郎 OOT 024 RA315 5あかやさ土録 坪 E"  A 5.31 14.2 ー 6.0 2.41 2.7園転糸切無調整 全体に摩滅

1381 019 台太郎 OOT 024 RA3i5 3須恵務 志不 煙道 481 14.4 5.4 3.0回転糸切無調整

形態 出土 寸法 (om) ※完形撞元のみ 底部切離等 器商関整 墨書等・特徴

挿図 番号 遺跡名 略号 ;j(童生 遺構名 台帳 No 区骨 器穫 平箇位置 眉位 器高 峰 体謹 鴎派議。口口笹桂//l体車種僅 口桂高/器 外笛 内面

1381 020 台太郎 00γ 024 RA316 1彊窓器 訴 NW区 A 5.8 回転糸切無調整

府鵠 出土 寸法 (c明)※完形檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書 等特徴

挿図 番号 写悶真服 遺跡名 暗号 'iz盟 遺構名 台帳 No 区骨 器種 平酋位置 層世 器高 口控 体荏 鹿橿 t聾干口日在在//!宜量量 口桂高/器 外面 内面

1391 021 合太郎 OOT 024 RA305 49土師器 主不 NW匹 D 5.01 13.6 5.8 2.3 2.7回転糸切無調整 底部付近ヘラケスり ヘ(一ラ部ミ黒ガトキピ)黒色処理 内面やや摩滅

1391 022 4 台太郎 OOT 024 日A305 85土問器 士子 NE匡 包 6.31 15.4 6.4 2.4 2.4回転糸切無調整 ヘラミガキ，黒色処理

1391 022 台太郎 OOT 024 RA305 12土師器 玉木 カマドa補一 5.0 回転糸切無調整 ヘ(黒ラトミピガ)キ1 黒色処謹 胎土に雲母含む

1391 024 4 台太郎 OOT 024 RA305 14あかやき土器 杯 カマドa袖 埋土 6.81 15.2 6.2 2.5 2.2回転糸切無澗嘩 底部付近ヘフケズリ 全体にやや摩滅

1391 025 4 台太郎 OOT 024 RA305 15あかやき土器 罫 カマドa袖一 4.71 14.6 7.2 2.0 3.1 回転糸切無調整 |状やや民摩化i物威 内面コゲ

1391 026 台太郎 OOT 024 円A30E 91須恵器 Z不 5E区 日 4咽01 14.2 6.2 2.3 3.6回転糸切無調整

1391 027 4 台太郎 OOT 024 RA305 122須恵器 会不 貯蔵穴
理士上

4.51 13.6 5β 2.4 3.0回転糸切無関聖
笛

1391 028 4 台太郎 OOT 024 RA305 121須恵器 会千 袖カマド邑北 J 5.21 14.6 6.2 2.4 2.8自転糸明無議接

1391 029 一 台太郎 OOT 024 RA305 68軍恵器 会不 NE区 B 5.2 / / 回転糸切然調整

1391 030 4 台太郎 OOT 024 RA305 108須恵器 坪 N巨匠 B 5.11 15.6 6.0 2.6 3.1 回転糸切無調整 底部付近ヘフナテ 底部付近へラナデ

1391 031 4 台太郎 OOT 024 RA305 124土師器 高台付持 NE区 C 7.71 15.8 7.6 / / ヘラミガキ1 黒色処理 ヘラミガキ2 黒色処理 全体に一部康成

1391 032 合太郎 OOT 024 RA305 2C土腕器 霊智 慢道b 12.2 11.1 i.i / 
口縁部ナデ】休部上半ヘ

ヘラナデ 外菌内薗コゲ状炭
ラナデ，下半へラケズリ 化物

1391 033 台太郎 OOT 024 RA305 45土飾器 君臨 貯蔵穴 理土 13.4 / / ロデ縁+部ヘナラデミyガ休キ部ヘラナ ヘラナデ タ函やや摩滅

1391 034 5 台太郎 OOT 024 RA305 125あかやき土器 蜜 |カ口高マドa焚 14.1 13.5 13.2 6.4 1.0 / 回転糸切無調整 底部付Eヘラケズリ

1391 035 台太郎 OOT 024 RA305 16あかやき土器 蜜 カマドa袖 t史土 19.4 19.8 1.0 / 体部下半ヘラケズり 体部下半ヘラナデ 全体にやや摩滅

1391 036 台太郎 OOT 024 RA305 102あかやき土器 葱 sw匡 8 20.6 20.2 1.0 / 体罰カキメ状

1391 037 台太郎 OOT 024 RA305 44須恵器 長頭j瓶 日110 7.8 / / 外面内面自然粕

1391 038 5 台太郎 OOT 024 RA305 3誼葱器 長田甑 NE区 床面 24.5 11.2 18.5 13.0 / / 

帯臨 出土 寸法 (cm) ※完形。檀元のみ 底部切離等 器商調整 墨書等・特徴

挿図 番号 富詰 遺跡名 暗号 ;j(数 遺構名 台帳 No 匡卦 器濯 平罰世置 居世 器高 日桂 体控 底在 虫聾干!日口撞:憧//j体富握彊 口桂高/器 外国 内面

1401 039 4.14 台太郎 00了 024 RA313 27土師器 会不 カマド提口一 5.31 13.6 5.0 2.7 2.61回テ再転糸調切整後ヘラナ 底部 tifrヘラナデ ヘラミガキ，黒色処理 底面剖書 rxJ

1401 040 台太郎 OOT 024 RA313 13土師器 会不 カマド右袖一 4.91 13.4 6.8 2.0 2.7 回ズ転り糸再切調後整ヘラケ 底部付近ヘラケズリ ヘラミガキ，黒色処理 胎土に雲母含む

1401 041 台太郎 OOT 024 RA313 15あかやき土器 坪 カマド左補一 5.01 14.2 6.8 2.1 2.8回転糸切無調整
へラミガキ，黒色処理

全体に摩滅
(黒トピ)

1401 042 4 台太郎 OOT 024 RA313 24須恵器 郎 5E匡 4.41 14.7 7.2 2.0 3.3回転糸切無調整

1401 043 4 台太郎 OOT 024 RA313 25軍窓器 野 カマド焚口一 4.51 14.3 5.0 2.9 3.2図転糸切無調整

1401 044 台太郎 OOT 024 RA313 14須恵器 主ネ カマド左袖一 4.01 14.4 6.6 2.2 3.5回転糸切無調整 白色焼成

140 045 4 台太郎 OOT 024 RA313 26須恵器 野 4.81 14.3 5.2 2.8 3.0回転糸切無調整
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第 30表第24次調査出土土器観察表 (2)

形態 出土 寸法 10同※完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図肱真 遺跡名 暗号 ，~誼 遺構名 台帳 No 百分 器穏 平首位置 層位 器晶 口在 体橿 底荏 杯聾。口口謹瞳// j体E笹控 口荏/器高 外商 内面

1401 046 5 台太郎 ODT 024 RA317 24土師器 ま毎 NE区 16.7 18.2 16.71 7.6 1.1 1.1 「半ス語ヘリ的ラナデ対l 下半面ヘラケl口ナ縁テ部ナデ 体部ヘラ |掛土に雲にや母含や摩む川

口患部ヘラナデ+ヘフ

1401 047 台太郎 ODT 024 RA317 5土師器 護 SE区 B 21.4 19.3 1.1 / ヘラミガキ ケズリ 1 体部ヘラナテ
+ヘラミカlキ

1401 048 4 台太郎 ODT 024 RA317 12土師器 杯 日 5.51 15.2 / 2.8非口ク口.丸底
体半部ヘ上ラ半ケヘズフリ2ミ底ガ部キ，付下近

へラミガキ，黒色処理 胎土に霊母含む
ハケメ

形態 出土 寸法 10m) "く完形撞元のみ 底部切離等 器商調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真臨 遭跡名 略号 '/}(散 遺構名 台帳 No 区分 器種 平面世置 層位 臨時休樫底在主躍j韓口桂/器高 外商 内面

1401 049 台太郎 ODT 024 RA320 1須恵器 士千
SERi， 

床面 5.4 / / 回転糸切無E周整
ト0.1

形臨 出土 寸法 10m)※完形檀冗のみ 車部切離等 器蕗調整 墨書等特徴

挿図 番号 富喜 遺跡名 略号 '/}(艶 遺構名 台橿 No E骨 器種 平面位置 眉位 器高 口控 体控 底彊 録事。。口口桂桂//l体宜佳桂 口彊/器高 タト面 内面

1401 050 5'14 合太郎 00丁 024 RA319 5土飾器 き苓 SE匡 A 5.41 17.0 / 3.1 非丸底ロクロ1 有民 有処ネ民理下(休半部部ヘ上黒ラ半ナトヘデビiラ黒ミ色ガ ヘラミガキ1 黒色処理
底面制審 rxHユJ、
飴士に雲母含む

1401 051 台太郎 ODT 024 RA319 1土師器 主不
カマド右

床函 16.8 / / |非丸底口クワ口 有段 有段，ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 全土体に雲にや霞や含摩む滅 胎
ネ自， NO.l 

1401 052 一 台太郎 ODT 024 RA319 7土師器 球胴賓 NW匡 A 7.6 / / 体部下半ヘラナデ 体部下半ヘラナデ 全体に摩滅

1401 053 5 台太郎 OOT 024 RA319 10土師器 麹 N巨匠 A 17.4 15.4 12.9 6.2 1.2 0.9 口ガ縁キ部ナデ!体部ヘラミ 口縁部ヘラミガキ.体 口や縁府部渉主み 外商や
部ハケメ+へラミガキ

11~盤 出土 寸法 10m)※完形揮元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

持図 番号 高官 遺跡名 暗号 立教 遺構名 台橿 No. E骨 器種 平面位置 層性 器高 口証 体在 庖桂 時事。口口在桂//I体1!1!主 口控/器高 タト函 内面

1411 054 台太郎 OOT 024 RA321 15あがやき土器 坪 検出面 5.31 14.0 6.4 2.2 2.6回転糸切無調整 全体に摩滅

1411 055 5 台太郎 ODT 024 RA321 1土師器 主不 NE区
床構築

4.91 19.1 / 3.91非itl.口5且ク口丸庭省段風 |時処理(ヘ摩ラ滅)ミガ石黒色 ヘラミガキ2 黒色処理 I~全叫体に摩ゲ問滅問、土

1411 056 台太郎 ODT 024 RA321 4土師器 鉢 SE区
刑者築

8.21 15.4 5.7 / 1.91 非丸底ロク口J 平底風 体部上半ヘラミガキ】下 ヘラナデ |全雲体母含に蹴む 胎土に
土 半ヘラナデ

形瞳 出土 寸法 10m) '"完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿殴 番号 写留置真 遺跡名 時号 ''x艶 遺構名 台橿 No 区卦 器種 平面位置 膚位 器高 日程 体控 底怪 t聾干ゐ口口在睦//l体E桂荏 ロ桂1"高 叫面 内面

1411 057 合太郎 ODT 024 RA322 19土師器 係 カマド南袖一 5.01 13.5 6.2 2.2 2.7自転糸切無調整 ヘラミガキ，黒色処理 全体に摩滅

1411 058 5 台太郎 OOT 024 円A322 35土締器 杯 SW[& B厨 5.31 13.1 5.8 2.3 2.51":'， 執l)i 底部付近ヘフケズリ へラミガキ1 黒色処理
|紘胎土雲母含

1411 059 5 台太郎 OOT 024 RA322 42あかやさ土器 杯 NO.i5 床面 5.01 13.8 6.4 2.2 2.81":'，執リ3 底部周辺へフケスリ 胎土に雲母含む

141 I 060 5 台太郎 ODT 024 RA322 25あかやき土器 坪 カマド北袖 5.21 13.8 6.2 2.2 2.7 執りJ 全体にやや摩戚

1411 061 台太郎 OOT 024 RA322 17あかやき土器 坪 カマド南袖一 5.11 14.2 6.0 2.4 2.8回転糸切無調!! |外会面体川こ摩或炭イ刷

1411 062 台太郎 ODT 024 RA322 28土師器 蜜 カマド 嵐嬢土 16.0 16.5 1.0 / I~縁部ナデ1 体部ヘラナ ロナ縁デ部ナデ.体部ヘフ

1411 063 台太郎 OOT 024 RA322 15あかやき土器 君臨
カマド

床面 33.5 20.0 20.6 10.2 1.0 0.6 体部下半ヘラケスFリ 体部下半ヘラナデ+へ
全体に康成

NO.8 ラミガキ

帝韓 出土 寸法 10m)※完形寵元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等，特徴

挿閤 番号 写図真版 遺跡名 略号 '/}(数 遺構名 台帳 No 区告 器種 平面性置 層世 臨時開底在主:醒j韓間/器高 舛萄 内面

1411 064 5 台太郎 ODT 024 RG327 13土師器 h 位竺上 471 1301 _ 1 561 ~ 2.8 日ズ明り再m 調τ 整lλ |休ケ部ズ下リ半底部付近叶 ミガキ!黒色処理 体制1書「キJ

第 31表第 24次調査出土遺物観察表

形態 出土 寸法 Icm) 形状 特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 略号 次数 遺構名 台帳 No. 区骨 器種 平面位潰 膚位 径 厚吉

142 065 台太郎 00丁 024 RA304 3土製品 紡錘享 8 6.4 1.3 円盤状(断面台形) 中央穿孔

142 066 台太郎 OOT 024 RA308 2土製品 土鍾 SE区 A 5.9 2.1 円M主 穿孔

142 067 台太郎 OOT 024 RA308 1土製品 士錘 SEIZ A 4.7 1.9 円柱 "J'孔

形態 出土 寸法 10m) 特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 略号 '/}(数 遺構名 台帳 No 区卦 器日程 平面位置 層位 縦 横 厚さ

142 068 台太郎 ODT 024 RA322 9石製品 |師 石器 NO.l |床面 4.4白色混岩

72 



第 32表第25次調査A区出土土器観察表 (1) 

形態 出土 寸法 10m)※完帯。檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真瓶 遺跡名 暗号 立教 遺構名 台憧 No 区卦 器覆 平面性置 層世 器高 口桂 体笹 底笹 杯彊 日口荏怪//体橿桂 口桂/器高 外面 内薗

143 069 合太郎 OOT 025A 円A322 9あかやき土器 椀 ベルト① C 6.61 13.8 5.8 2.4 2.1 外商内面摩滅

143 070 6 台太郎 OOT 025A RA322 52須恵器 幸司F NO.2 床面 5.41 15.4 6.0 2.6 2.9回転糸切無調整

143 071 台太郎 OOT 025，11 RA322 14須恵器 士子 ベルト① C 5.6 / / 回転糸切無調整

143 072 台太郎 OOT 025A RA322 24須惹器 議 カマド柚 日 7.6 / / 回転糸旬無調整

形態 出土 寸法 10m)※完栴檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写由服真 遺跡名 暗号 攻数 遺構名 台帳 No 区骨 器種 平箇位置 層世 器品開体主主底在主日程j韓 口 在 / 縮 外菌 内箇

143 073 台太郎 OOT 025A RA323 1土師器 蛮
NW匡，

床面 17.0 17.6 1.0 / ヘラナテ 口縁部ナデr ハケメ 胎土に雲母含む
NO.3 

形臨 出土 寸法 10m)※完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 遺跡名 時号 次数 遺構名 合帳 No E骨 器種 平面性置 膚位 器高口窪体橿問主 H5j韓口笹/器高 外商 内商

143 074 台太郎 OOT 025A 円A324 2土師器 iI! A 14.8 15.0 1.0 / !日7開ナデ体部ヘラナー，、'7T'T 外面内面摩滅

市態 出土 寸法 10m)※完形復元のみ 底部切離等 器商調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真臨 遺跡名 略号 次教 遺構名 台帳 No 区分 器種 平面世置 麿位 器高 口桂 体控 底謹 杯聾。。口口桂量//底{桝在在 口荏/器高 タキ商 内面

143 075 台太郎 OOT 025A RA325 8土師器 護 NE臣 A 20.8 21.0 1.0 / ヘラナテ ロ縁部ナデl ヘラナデ

143 076 台太郎 OOT 025A RA32E 17須恵器 務 SE区 A / / タタキ(平行文) タタキ(蓮頼主)

形態 出土 寸法 Icm)※完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写倒真肱 遺跡名 略号 1x数 遺構名 台帳 No 匿骨 器種 平面世置 層世 器高 口圭 体桂 底桂 t事干 口口笹亜//j体富盛桂 口控/器富 件直 内菌

143 077 6 台太郎 OOT 025，11 RA327 28須恵器 t不 ベルト@南 B 4.91 14.6 5.8 2.5 3.0回転糸切無調整 ロ縁部に重み

143 078 6 台太郎 OOT 025A RA327 52あかやき土器 坪 カマド支脚 5.41 14.0 6.6 2.1 2.6回転糸切無調整 口縁部に歪み

143 079 台太郎 OOT 025A RA327 37土郎議 嚢 NE区 A 6.41 11.2 11.3 9.6 1.0 1.8 
口縁部ナデ， 1，本部ヘラナ 日銀部ナデ，体部ヘラ

外面内面摩滅ナテ

142 080 8 台太郎 OOT 025A RA327 25土師器 警 SE区 B 14.5 13.2 14.0 8.0 0.9 0.9 
口縁部ナデ!体部上半ヘ 口ナ縁デ部ナデ!休部ヘフ

143 081 台太郎 OOT 025A RA327 9謂恵器 葱 煙道 8 / / タタキ(平行文) タタキ(蓮議士)

143 082 台太郎 OOT 025A RA327 10須恵器 議 煙道 B / / タタキ(平行文) タタキ(蓮蒋宜)

形態 出土 寸法 10m)※完醇擾元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 暗号 :史教 遺構名 台帳 NO E骨 器穫 平面性置 層イ立 器高 口撞 体橿 底橿 童昨 日日在撞//i体E笹笹 口在/器高 外面 内面

142 083 台太郎 OOT 025A 円A329 4土師唱 懇 ①煙道ベルト 03 17.0 15.0 1.1 / 欠損 ヘラナテ ロハ縁ケ部メヘラナデ1 体部 外面スス状炭化物

143 084 台太郎 OOT 025A RA329 11あかやさ土器 謹 NW区 A 12.2 11.4 1.1 / 欠損

形韓 出土 寸法 Icm)※完形擾元のみ 毘部切灘署 器商調整 墨書等・特徴

挿図 番号 遺跡名 暗号 主主主 遺構名 台橿 No E骨 器種 平面位置 居世 器晶口荏体橿底怪薩口控/器高 外商 内面

143 085 6 台太郎 OOT 025A RA33B 13あかやき土器 昨 NW区 A 4.51 12.91 5.4 2.4 2.9回転糸切無調撃

形態 出土 寸法 Icm)"'完市桓元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真服 遺跡名 暗号 1x数 遺構名 台帳 No 区骨 器リ種 平面位置 層位 器高 口薩 体桂 底在 t喜干口口在橿//I体E笹桂 口語/器高 タト面 内面

143 ose 台太郎 OOT 025A RA335 13須恵器 護 NEIl< IA 1 - 1 / / タタキ(平行文) タタキ(平行文)

7百態 出土 寸法 Icm)※完形橿元のみ 底部切離等 器箇調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図服真 遺跡名 暗号 ;'1(教 遺構名 台帳 No 区分 器ド種 平面性置 層イ立 器高 口荏 体笹 底桂 杯聖 口口橿桂//l体E桂在 ロ盛/器高 外面 内商

144 087 台太郎 OOT Q25A RA332 15土師器 杯 NW区 A 4.51 13.0 5.4 2.4 2.9回転糸切無調整 へフミガキ，黒色処理 カマドb

144 088 6 台太郎 OOT 025，11 RA332 3土師器 士子 NO.2 床面 4.31 14.4 / 3.3非口ク口，丸底 ヘラミガキ ヘ(黒ラトミ日ガキ1 黒色処理 外函摩滅

144 089 台太郎 OOT 025A RA332 1土師器 it NO.l 床面 12.8 18.4 9.4 / 1.4 I~ア縁部ナデ1 体部ヘラナ ヘラナデ!黒色処理

144 090 台太郎 OOT 025A RA332 24土締器 三陸 僅道入口 B 21.4 19.5 1.1 / 欠損 |口ズ縁リ部ナデp 体部へフケ |口ナ縁テ部ナデ，体部ヘラ

形態 出土 寸法 Icm)※完形謹元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図真脹 遺跡名 略号 ，~数 遺構名 台帳 No， 匿骨 器種 平面イ立置 闇位 器品 口桂 体桂 鹿在 部聾 t 口口笹荏// l体E荏窪 口桂/器高 外面 内菌

144 091 台太郎 OOT 025A RA335 22土飾器 球腕葱 A 17.8 21.8 0.8 / 欠損
|おザメ

体ハケメ 胎士に雲母含む

144 092 6 台太郎 OOT 025A RA335 10土師器 鉢(片口) NE[;i 目 4.91 7.5 4.1 1.8 1.5 ヘラナデ ヘラナデ 胎土に雲録会む

3.1 非平底ロ鳳クロ丸1底手
体部上半ヘラナデ!下半

|叫理半ヘL黒ラミトヘガピラ)キナ!黒デ色下処144 093 6 台太郎 OOT 025A RA335 7土飯器 書干 NE区 B 5.31 16.4 / ヘラミガキ，底部ヘラケ 胎土に雲母含む
ズリ

144 094 8 台太郎 OOT 025A RA335 25土師器 葱 NO.i 床面 9.51 12.8 11.4 7.3 1.1 1.3 |口ア欄ナデ畑八ラナ |口ナ嗣デナデ 体部ヘラ 外面 え状炭化物 1

形鵠 出土 寸法 Ic同※男帯複元のみ 鹿部切離帯 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 言語 遺跡名 略号 1xl喪 遺構名 台橿 Nc 区骨 器種 平菌性置 層位 器高 ロ桂 体笹 底桂 主15j韓 口謹/器高 持直1 内面

144 095 6 台太郎 OOT 025A 円A337 5土師器 杯 カマド右袖 4.41 15.4 6.4 2.4 3.5 非ヘロラクケロズ"J平底1
|口ズ棚リナデ体部へフケ ヘラナデ タ面 内函やや摩滅

144 096 6 台太郎 OOT 025A RA337 6土師器 土不 カマド右柚 4.41 13.9 6.2 2.2 3.2 回ラ転ケ糸ス切リ+周縁ヘ ヘラミガキ，黒色処理
隙土に雲母含む

L黒トピ)

144 097 台太郎 OOT 025A RA337 15謂恵器 Z語 カマド左袖 9.4 / / 上底 底部付近ハケメ 全体にやや府減

形態 出土 寸法 Icm)※完形撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図瓶真 遺跡名 略号 ，~艶 遺構名 合櫨 No 区骨 器程 平面位置 眉{立 器局 口掻 体ヰ圭 底荏 時聾 i 口口桂在// i骨Z在在 口桂/器罰 外面 内面

144 096 6 台太郎 OOT 025A RA34i 54土師器 事不 NEIR A 5.81 12.5 / 2.21非平底口ク風丸口1底有肱 ヘラナデ ヘラミガキ，黒色処理

144 099 6 台太郎 OOT 025A RA341 53土飾器 杯 NE1R A 5.71 13.2 / 2.31非丸底口ク口r 有段r ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 外商摩滅

144 100 台太郎 OOT 025A RA341 39土師器 高台付亦 ベルトa IA 7.2 / / 菊花紋 へフミガキ1 黒色処理 胎土に雲母含む

144 101 台太郎 OOT 025A RA341 23土師器 護
NトE区べJレ門】 22.0 18.4 1.2 / 欠損

口ア穏部ナテ2 体部ヘラナ ヘラナデ 胎土に雲母含む

144 102 台太郎 OOT Q25A RA341 19土師器 護 sw区 日 11.6 10.8 1.1 / 欠損
口患部ナデ『体部ヘフナ
ア

へラナデ フ胎問土4に雲i<1AJJll.l母含むL仰

144 103 8 台太郎 OOT 025A RA341 16土続器 葱 SE匡 B 11.2 18.8 15.9 7.6 1.2 1.7 
口7縁部ナデ，体部へラナ ヘラナデ l外化商物 内函コゲ状鼠

144 104 8 台太郎 OOT 025A RA341 64土師器 iI! SEIR A 15.8 16.9 14.0 7.0 1.2 1.1 
ア口続部ナテ，体部ヘラナ ナロ縁デ部ナテ1 体部ヘラ 飴士に雲母含む

じと 105 台太郎 00了 025A RA341 42須恵器 議 A / / タタキ(平行文) タタキ(平行士)
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第 33表第25次調査A区出土土器観察表 (2)

Ifj龍 出土 寸法 (cm)※完部撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特世

挿図 番号 写囲翼脹 遺跡名 暗号 h、t可証 遺構名 台瞳 No. E骨 器種 平面世置 居世 器高 口桂 体笹 底在 土聾平。口口桂笹//i体!fl彊量 口控/器高 外面 内面

145 106 6.14 台太郎 ODT 025A RA345 20土師器 坪 NO.l 床箆 5.31 18.9 / 日 I担E問!有段1 丸 ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 底部刻香 IxJ

145 1D7 8 台太郎 DDT 025A RA345 19土師器 重 No.2 床面 26.41 19.0 16.81 9.2 1.1 0.7 ハケメ+ヘラミガキ ハケメ+ヘラミガキ 全体こ摩誠

145 108 8 台太郎 ODT 025A RA345 8土師器 費 出8 カマド袖 28.51 19.8 17.51 7.0 1.1 0.7木糞痕 ロ縁溺ナデ1 体部ヘラナデ ヘラナテ 外面コゲ状炭イtl物

145 109 9 台太郎 ODT 025/'1 RA345 18土師器 '"胴聾 N白日 床函 23.61 23.8 28.41 8.6 0.8 1.0 口縁部ナテl 体部ハケメ 口縁部ナテ1 体部ハケメ

都瞳 出土 寸法 10m)※毘形。握認のみ 底部組離等 器商調整 墨書等特抽

挿図 番号 諒 遺跡名 暗号 /f(誼 遺構名 台帳No 匡骨 器種 平面世置 層1ft 器高 口在 体笹 鹿彊 杯聾 口口極荏//体底桂桂 口桂/器三高 タトE 内面

145 110 6 会太郎 OOT 025A RA346 7土師鳴 坪 NE~ A 4.91 14.3 5.4 2.6 2.9函転糸切無調整 底部付近ヘラケズリ ヘラミガキ『黒色処理 全に体雲母に含ややむ摩滅 胎土

145 111 台太郎 ODT Q25A RA346 18須恵器 Z題 B 7.8 / / |部臨に糸自然切無柏調整 底に部自付然E糊ヘラケズリl 部 底部に歪み

R匝曲 出土 寸法 (0叫*完Ifj揮元のみ 直前切融専 器面調整 墨書等韓髄

挿匝 番号 E官遺跡名 暗号 ;~教 遺構名 台程 No E卦 器1重 平面世置 層位 器高 日程 体控 車笹 坪聾口口瞳笹//jf亙半径桂 ロ晦/器高 外面 内面

145 112 台太郎 OOT 025A RA348 10土師器 録 SWls: 床情築士 4.81 13.0 5.6 2.3 2.7回転糸切無調整 ヘラミガキ，黒色処理 |全に体雲母にや含やむ蹴 胎土

145 113 台太郎 ODT 025A RA348 4須恵器 重 NO.E 床面 6.0 / / 回転糸切無韻j!

形態 出土 寸法 (om)"'完市寵元のみ 底部明離等 器面活用整 墨書等特撤

挿図 番号 諒 遣時名 暗号 *艶 遺構名 台帳 No E骨 器糧 平面也置 層並 器高 口謹 体聾 底在 |野聾 崎口橿//体底桂橿 口笹/器高 タ情 内面

145 114 6 台太郎 OOT 025A RA349 34土師器 坪 A 5.31 14.0 6.6 2.1 2.6ヘ底間ラケズリ格闘"1丸底部村正ヘラケス"J ヘラミガキ1 黒色処理 内面やや摩滅

145 115 合太郎 OOT 025A RA349 24土li器 i不 附V区 A 5.21 13.8 6.4 2.2 2.7 幽り松再宮調R整~!1~ 底部付近へ7ケス"J ヘラミガキl 黒色処理

145 116 6 台太郎 OOT 025A RA349 30土師器 坪 5.41 13.2 5.8 2.3 2.4回転糸切無調整 ヘラミガキr 黒色処理

145 117 台太郎 OOT 025A RA349 22須恵器 杯 附V区 A 4.71 15.0 6.6 2.3 3.2回転糸切無調整

145 118 6 台太郎 ODT 025A RA349 28須恵器 脚1，鍵皿 SW匡 A 2.21 11.6 / / |畑然稲 内面の 部に自

145 119 台太郎 ODT 025A RA349 14土防器 Z毎 NE区 A 12.11 12.日 12.61 7.6 1.0 1.1木葉痕 ヘラケヌリ 摩誠 ヘラナデ

野龍 出土 寸法 (α叫※完Ifj檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特融

挿囲 番号 遺跡名 暗号 *艶 遺構名 台堰 No 区骨 器種 平苗世置 層世 器高 口桂 体笹 車笹 赤聾。口口桂桂//i体ま桂掻 口笹/器高 外面 内面

146 120 14 台太郎 OOT 025A RA347 出土師器 坪 W" A 5.8 / / 切)鯛整件 ヘラミガキ1 黒色処理 底に部雲刻母寄含むIXJ， 胎土

146 121 台太郎 ODT 025A RA347 47土師器 高台付符 NE匡 A 4.51 13，8 7.2 / / 菊花紋? ヘラミガキ，黒色処理 全に体雲母にや含やむ摩風 胎土

146 122 合太郎 ODT 025A RA347 田あかやき土器 杯 A 5.01 14.8 6.4 2.3 3.01滅回転)糸旬無調整(摩 全体にやや麿I~

146 122 6 台太郎 OOT 025A RA347 82須恵器 坪 A 4.71 14.8 6.0 2.5 3.1回出糸切無認整

146 124 合太郎 OOT 025A RA347 回須恵器 杯 W区 A 5.6 / / 回出糸切無調整

146 125 台太郎 OOT 025A RA347 42軍恵器 杯 NE. A 6.4 / / 回市糸切無調整

146 126 台太郎 ODT 025A RA347 25土師器 護 カマド右袖 K 29.21 22.8 20.71 8.0 1.1 0.8ヘラナデ 口揖部ナT，1:宇部ヘラナデ ヘラナデ 外ス状函毘口縁化部物 底部にス

146 127 台太郎 ODT 025A RA347 74土師器 費 Ws A 17.61 17.8 1.0 / 欠損 口縁部ナデ!体部ヘラナデ ヘラナデ 例ス函ス状口縁出部化幼体部よ部

146 128 台太郎 ODT 025A RA347 2氾土師器 務 カマド左袖 K 15.01 16.4 0.9 / 欠損 口語部ナデ，体部ヘフナデ 口縁部ナデl 体部ヘラナテ

146 129 台太郎 ODT 025A RA347 17あかやき土器 聾 煙量 18.21 19.E 0.9 / 欠損 体部ヘラナデ 全体に摩漉

146 130 9 台太郎 oDT 025A RA347 日1あかやき土器 事 NE区 A 15.41 14.4 13.71 7.0 1.1 0.9回転糸切無調整

146 131 台太郎 ODT 025A RA347 39須恵器 楚 A / / タタキ(平行す) タタキ(平行刻

146 132 台太郎 ODT 025A RA347 55須恵器 護 NW区 A / / タタキ(平行文)

初盟 出土 寸法 Icm)※完悟撞元のみ 底部切離害 器面調整 墨書等特撒

挿閏 吾号 写由臨真 遺跡名 暗号 *i昔 遇措名 台帳 No E卦 器ド種 平面世置 眉位 器高口桂体在庫笹 |ZBZj躍口荏/器高 外面 内面

146 133 9 台太郎 OoT 025A RA350 14土師器 賓 A 13.41 11.7 13.41 6日 0.9 0.9 口樟部ナテ，体部ヘラナテ ヘラミガキ |全に体雲母に含ややむ醐 胎土

時鵠 出土 寸法 Icm)"'完市寵元のみ 底部制離等 器画調整 墨書等特融

挿国 番号 自官 遺跡名 暗号 ;~l由 遺1著名 合瞳 No. 区骨 器日程 平面性置 層也 器高 口聾 体彊 底笹 S聾平 i 口口撞桂//l体E荏在 日控/器高 Pfi苗 内面

146 134 6 台太広E OOT 025A RA354 5土師器 杯 SW区 床面 7.01 15.2 6.2 2.5 2.2図転糸切無調整 ヘラミガキ1 黒色処理
胎土に雲母含む

146 135 9 台太却 OoT 025A RA354 19土師器 致問饗 No.1 B 28.61 17.0 27.91 10.0 0.6 0.'木葉痕
|口糊ナ 体部ヘフケズ ヘラナデ 内面やや摩i~

146 136 台太潟 OOT 025A RA354 9須恵器 蔓 カマド袖 / / タタキ停行文) タタキ lilll:議文)

Ifj龍 出土 寸法 Icm)※宰形檀元のみ 底部明離等 器画調整 墨書等特徴

挿国 番号 写匝真版 遺跡名 暗号 ~X~冒 遺構名 台睦 N臥 匡骨 器1重 平面位置 眉1ft 器高 口在 体在 庫陸 珂童口口桂怪//底体豊笹 口笹/器高 タキ面 内面

147 137 台太郎 ODT 025A RA352 2軍窓器 !妥 煙道 C / / タタキ(平符宜) タタキ(平仔士)

時措 出土 寸法 Ic同※完帝撞元のみ 底部明離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写因真臨 遺跡名 暗号 *数 遺構名 台帳 No 区骨 器種 平面性置 層世 器高団体控酷言語:韓日謹/器高 外面 内面

147 131 7 台太郎 OoT 025A RA355 2土師器 椀 旺区 A 8.21 11.9 7.2 / 1.5 非底，ロヘウ口ラlナ丸デ底風平 ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理

ffs龍 出土 寸法 Icm)※完形檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特撒

挿図 番号 写因瓶真 遺跡名 暗号 *艶 遇措名 台輯No. 区骨 器檀 平面世置 層仕 器高口桂体佳臨|品目2j韓口荏/輔 タf面 内面

147 139 7 台太郎 OoT 025A RA361 4土銅器 5坪 A 5.21 16.2 / 3.1非宜日ク口『有段，丸 体ラ部ケ上ズ半リヘラナデ!下半ヘ 1ヘトラピ)ミガキ1 業色処理 (黒 胎土に雲母含む

形龍 出土 寸法 Icm)※見市寵元のみ 底部切離寄 器面調整 墨書等特世

挿囲 番号 写由真臨 遺跡名 暗号 *艶 遺構名 針星NO 区骨 器程 平面世置 層世 器高 口彊 体笹 底撞 杯聾 口口笹控//l体富桂荏 口荏/器高 タト面 内面

147 140 台太郎 OoT 025A RA356 16土師器 杯 煙草 J 5.01 13.4 6.2 2.2 2.7ヘラケス川J再調整 底部付近ヘラケズ'J |ヘトラビ)ミガキ1 黒色処理(窯 内含闘む摩括払胎土に雲母

147 141 台太郎 OoT 025A RA356 3土1I曜 持 加3 床函 5.21 14.2 6.2 2.3 2.7ヘラケスFリ再調整 底部付近ヘラケズ'J ヘラミガキl 黒色処理 内含商む摩拭胎土に雲母

147 142 7 台太郎 OoT 025A 円A356 4あかやき土器 坪 同it1 床面 5β15.6 5.2 3.0 2.7自転糸切無調整 全体にやや摩漉

147 143 合太郎 OoT 025A RA356 6須恵器 i不 床構築土 4.61 15.0 4.8 3.1 3.3回転糸切無調整

147 144 台太郎 OOT 025A RA356 28あかやき土器 費 SWIZ A 12.61 13.1 1.0 / 欠損 体部下半ヘラケズ'J ヘラナテ 内面摩滅

市龍 出土 寸法 10m)※完部寵元のみ 直面切離等 器面調整 墨書等特徴

挿図 番号 写図版真 遺跡名 暗号 ixi寵 遺構名 告帳 No 区升 器河童 平面位置 眉世 器高口橿慨鹿在日2j韓口笹/器高 件直 内面

147 145 台太郎 OoT 025A RA357 9土師器
1 - 1 1 

68
1 

/ 菊花紋 |ヘラミガキ!黒色処理 含内面む摩滅胎土に雲南
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第 34表第 25次調査A区出土土器観察表 (3)

Jf~瞳 出土 寸法 10m)※完帝 i撞元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特世

挿回 番号 写回真脹 遺跡名 略号 fl-盟 遺構名 台程No. 区骨 器種 '1'面位置 層位 器高口控維産在員 EZj韓日笹/器高 タ4面 内面

147 146 台太郎 OOT 025A RA360 1土師器 杯 SEIl A / / 回転糸切無調整 ヘラミガキ1 黒色処理

障措 出土 寸法 10m)業完売 橿元のみ 底部切離等 器商調整 墨書等特曲

挿図 番号 写園真田 遺骨名 暗号 "艶 遺構名 台帳No 匡骨 器種 平面世量 層性 器高 口笹 体笹 高在 I 口甚/器高 タト面 内面

147 147 7 台太郎 OOT 025A RA366 9須恵器 部 NO.6 A 4.9¥ 13.2 5.4 2.4 2.7回転糸切無調整 口縁部歪み

147 148 台太郎 OOT 025/1 RA366 10須恵器 杯 1区 床構築士 5.8 / / 回転糸切無調整

147 149 台太郎 OOT 025A RA366 20土飾器 蜜 鍵出 B 21.81 20.9 1.01 士損 口縁部ナデ!体部ヘラナデ ヘラナデ 外部面化一ス体物部ス状上様部化コ物ゲ部1状よ内置

147 15C 台太郎 OOT 025A RA366 7調恵器 被 No.4 A 8.8 / / 上底

野簡 出土 寸法 10m)※完市握元のみ 底部面離等 器面調整 墨書等特融

持回 番号 写田真服 遺跡名 略号 〉士教 遇措名 台輯 No. 区骨 器種 平司面世置 層位 器高 口荏 体桂 F笹 2B2j韓 口桂/i提高 外面 内面

147 151 台太郎 OOT 025A RA367 2土師器 球胴ヨ臨 No.4 床面 11.2 12.01 13.6 6.2 0.9 1.1 旧ドキ縁部度部ナ付デ託体ハ制ラナラデミガ 1;口-緑部ナデ，体部ヘラナ

ト抽ト伸比タタ函函スこ胎口雲体ス暗調土状母部炭含スこ雲むス七状体母物部含炭化上む胎

147 152 台太郎 OOT 025A RA367 1土師器 蜜 NO.2 床菌 33.2 21.91 19.4 8.8 1.1 0.7 口縁部ナデ1 体部ハケメ
口福部ナテ，体剖ハケメ

I!I瞳 出土 寸法 10m)※完静擾元のみ 底部切離等 器E調整 墨書等特融

挿田 番号 写図真版 遺跡名 四世号 攻量t 遺構名 台瞳 No 区分 器瞳 平面性彊 層性 器高 日桂 体聾 底在 聾部' 口口桂置//!体宜撞笹 口荏/器高 外面 内面

148 153 7'14 台太郎 OOT 025A RA370 6土師器 坪 SトW白匡ベ" 門A 6.21 16.3 / 2.6非E口ク口z 有段，丸 体ヘ部ラ上ナ半デヘ+ヘララミガミキガキ下半 ヘラミガキ，黒色処理 |底摩嗣滅害 fxJ，内面

148 154 7 台太郎 OOT 025A RA370 1土師器 係 pitl i盟土 5.71 19.1 / 3.4非底口風ク丸底ロ!有段 平体キ部1 上下半半ハへケメ十へラミガ
ラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 |外iご商雲母やや含醐む 胎土

148 155 台太郎 00γ 025A 日A370 2土師器 ま求圏第 C 21.81 8唱。 / / ヘラミガキ |史専tE= 下半 胎土に雲母含む

市韻 出土 寸法 10耐※完形 i撞元のみ 産部面離等 器日苗調整 墨書等特歯

持国 番号 自踊真 理E命名 密告号 fl-l車 遺構名 台帳 No 区骨 器瞳 平面位置 層性 器高 口瞳 体彊 車桂
主!日程滞在

口在/器高 持面 内面

148 156 7 台太郎 OOT 025A RA371 8土師器 坪 SEIl1 包 5.11 17.0 / 3.31非臨風ロ合ク目口度1 有段!平I~部上半ナデ!下半ヘラナ1ヘトラピ)ミガキ1黒色処理情

148 157 合太郊 OOT 025A RA37i 11土問凝 主不 NW区 B 16.0 / / 非底ロ?ウロ1 有段， 丸|体ズ制'1上半ナテ，下半ヘラケ ヘラミガキ，黒色処理

148 158 台太郎 OOT 025A RA371 21土飾晴 球胴蛮 B 16.01 21.2 0.8 / 欠損 口縁部ナデ!休部ヘラナデ I~縁部ナテI 休部ヘラナ 全体に摩滅

148 159 台太郎 OOT 025A 円A371 19土師溺 葱 SW匡 B 12.01 12.4 11.01 5.8 1.1 1.0 ヘラナテ ヘラナデ |底外状閉函炭化上部物内山函コゲ」

首予曲 出土 寸法 10m)※完静檀元のみ 底部冊陣等 器面調整 墨書等特融

挿由 番号 写屈真服 遺骨名 略号 "量 遺構名 台瞳 No 巨骨 器種 平面世聾 層性 器高口甚雑草桂喜:謹j韓口荏/器高 タド面 内面

148 160 9 台太郎 00γ 025A RA372 9土師器 議 SW匡 8 29.2 21.5 18.21 8.2 1.2 0.7 ロケ縁人部ハ下ケ半メヘ，ラ体ナ部デよ半ハI口ケ縁メ部ヘラナデ1 体部ハ
物外商やや摩戒

帝瞳 出土 寸法 10同※男帯寵元のみ 底部明離等 器面調整 墨書等物横

拷圏 番号 写田真蝿 遺跡名 略号 fl-艶 遺構名 剖軒。 区舟 器曜 平面也置 層位 器高 日笹 体笹 底控 主:自室j霊童 口j{i/器高 舛面 内面

148 161 7 台太郎 OOT 025A RA373 1土師器 杯 NO.l 床箇 4.51 13.2 / 2.91ii 非ロク口，有段『丸 ヘラナデ ヘラナテ!黒色処理 外化函物コゲ スス状炭

148 162 台太郎 OOT 025A RA373 15土師器 杯 NE匡 A 4.31 14.4 / 3.3非底風口丸ク底ロ!有段!平 ヘラナテ ヘラミガキr 黒色処理 胎土に霊母含む

148 163 合太郎 OOT 025A RA378 16土腕器 害時 NE区 A 19.4 / / |非虚ロワク口 有段!丸 fヘ本田ラよナ半デヘラミガキ， 下半 ヘラミガキ，黒色処理 胎土に霊母会む

148 164 台太郊 OOT 025A RA378 5土飾器 蜜 NO.4 床薗 19.01 15.8 14.71 7.0 1.1 0.8凹み ロ縁部ナデ!体部ヘラナデ 口ア縁部ナデ，体部へラナ 底部コゲ状炭化調

148 165 9 台太郎 OOT 025A RA373 22土姉器 裏 SE区 A 24.7 21.01 18.0 8.7 1.2 0.9ヘラナテ ロ縁部ナデI 休部ヘラナデ ヘラナテ タ化函物1 外内直面やコゲや状摩滅炭

148 166 9 台太郎 OOT 025A RA373 3土師器 君臨 No.4 床函 14.61 13.2 12.41 6.4 1.1 0.9 体口縁部部へナデ+ヘラミガキ1

ラミガキ
縁休部部ナデヘ+ラヘナデラミガ 外面内函摩滅

↑48 167 台太郎 OOT 025A RA373 2土師器 まま喧護 十'.3 床面 28.C / / 欠鋪 !口リ縁+部ヘナラデナデ醐叩|口デ縁部ナデ 体部ヘラナl咽に霊平母含副む 従

暗闇 出土 寸法 10m)*完n;撞元のみ 底部冊離等 器画調整 墨書等特揖

挿図 番号 写因真阻 遺跡名 暗号 fl-l世 遺1署名 台程No 区舟 器種 平面世置 置位 縮口笹体桂底荏 ZB2j韓口笹/器高 外面 内面

149 168 台太郎 OOT 025A RA374 35土師器 |旅 旺区 IA 491 13.41 - 1 / 2.7丸庭 ヘフミガキ ヘラミガキ!黒色処理

149 169 台太郎 OOT 025A RA374 27土柿器 |甑 NW区 Is / / ヘラナデ ヘラナテ 胎土に雲母含む

悟聾 出土 寸法 10m)※毘帝橿元のみ 底部切離等 器苗謂整 墨書等特融

持田 番号 写田匝真 遺跡名 略号 fl-畳 遇措名 台帳 Nc 匡骨 器韓 平菌性置 層性 器高口桂休控臨喜:自重j韓口桂/器高 外面 内面

149 17C 7 台太郎 OOT 025A RA356t 1須恵器 |探 煙出 IJ 4.71 13.61 - 1 5.S 2.3 2.9回転糸切無調整 全体にl/il戚

肝障 出土 寸法 (c同※完時。撞元のみ 車部明離等 器高調整 墨書等特轍

挿図 番号 写由真服 遺跡名 時号 :立並 遺構名 古程 No 区分 器種 平面位置 圏也 器高団体桂雄主!日配寝室口桂/器高 外面 内面

149 171 7 台太郎 OOT 025A RA379 1須恵器 t不 NO.l 床面 4.41 13.6 6.4 2.1 3.1回lケ幅ス 三寓盟調勧移 ラ

略語 出土 寸法 10m)※宰帝握元のみ 鹿部切離等 器面調整 墨書等特歯

持国 番号 写圏真直 適齢者 略号 "盤 遺構名 台瞳Nc E骨 器種 平薗位置 眉世 器富 口在 体在 底彊 語口口桂怪//底体笹桂 口桂/器高 舛面 内面

149 172 7 台太郎 OOT 025A 円A378 3須恵器 主不 NO.2 床面 4.91 12.9 6.4 2.0 2.E囲隔ヘラ切無闇護 口緑に重み

149 173 7 台太郎 OOT 025A RA378 4須恵器 坪 NO.2 床面 4.71 13.6 6.6 2.1 2.9回転ヘラ切無調整

149 174 7 台太郎 OOT 025A RA378 1須恵器 会不 煙道NO.1 5.01 13.8 6.7 2.1 2.8回転ヘラ切無調整 全体に摩滅

149 175 台太郎 OOT 025A RA378 2須恵器 坪 僅道出1 3.61 12.6 6.8 1.9 3.5回転糸切無調整

静盟 出土 寸法 (α叫様車帯檀元のみ 底部切離等 器商調整 墨書等 4撒

持国 番号 田写晴真 遺跡名 暗号 止盟 遺構名 告瞳No. 区骨 器種 平面位置 層仕 器高 口笹 体桂 底桂 杯聾 口口檀桂//底体桂笹 口荏/器高 外面 内面

149 17E ア 台太郎 OOT 025A RA381 2土師器 坪 NO.2 B 4.51 12.8 / 2.8非底口ケ口2 有段2 丸 ヘラミガキ ヘラミガキ2 黒色処理 胎土に雲m含む

149 177 7 台太郎 OOT 025A RA381 29土師器 訴 2匡 A 5.71 14.4 / 2.5非底口ク口，有設『丸 本下部半上ヘ半ラヘケラズミりガキ1 体部 ヘラミガキ=黒色処理

149 178 7 台太訓 OOT 025A RA381 4土師器 ま不 NO.3 B 4.91 17.0 / 3.5非底口ク口.有段r 丸 学φヘ剛ムラ十ミガ、キノ 休部下 ヘラミガキF 黒色処理 赤色顔料痕あり

148 179 7 台太郎 OOT 025A 円A381 21土師器 高台付訴 6匡 A 8.61 16.9 7.0 2.4 2.0 本下部半上ハ半ケヘメラミガキ!体部 ヘラミガキ，黒色処理

149 180 7 台太郎 OOT 025A RA381 2E土師器 大雨土不 NO.5 B 9.81 27.2 11.8 2.3 2.8 ヘラミガキ ヘラナデ!黒色処理

149 181 ー 台太郎 OOT 025A RA381 1土師器 至極 NO.l 8 19.01 18.6 1.0 / ヘラナテ ヘフナデ 全体に摩滅

149 182 台太郎 00了 025A RA381 8土問器 麹 煙道 25.81 18.4 16.41 7.0 1.1 / 口縁部ナデ体部ヘラナデ1デ口縁部ナデ休部ヘラナ 全体にやや摩滅
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第 35表第25次調査A区出土土器観察表 (4)

*g龍 出土 寸法 (cm) ※完形彊元のみ 底部切離等 器酉調整 墨書等特融

挿図 番号
|言語

遭跡名 略号 'Ix艶 遺構名 台帳 No 区骨 器程 平面位置 層性 器品口控体笹底荏 ZE5jEZ口桂/器高 外面 内面

149 183 8 台太郎 00τ 025A RA380 3土師器 椀 床面 7.51 17.4 7.0 2.5 2.3回転糸切無調整 ヘフミガキr 黒色処理

形態 出土 寸法 (cm) ※完形檀元のみ 底部切離等 器E調整 墨書等特描

挿図 番号 写図真版 遺跡名 略号 :江草ま |遺構名 台帳 Nc 区分 器種 平面世量 居世 器高 口控 体桂 底桂 土事手。口口怪笹// 悼"'控桂 口撞/器高 タ半面 内酋

150 184 合太郎 OOT 025A RA383 1土師器 会不 カマド左袖 K 

NO.3 
4.81 14.2 6.4 2.2 3.01回リ転再糸調切整ヘラケズ ヘラミガキ，黒色処理

150 185 台太郎 OOT 025A RA383 4土師器 蜜 力Noマ3ド左袖 M 門 13.6 14.0 13.9 7.6 1.0 1.0木葉痕 口文縁り部ナ 休部ヘラケ ヘラナデ 外面摩滅

形樟 出土 寸法 (cm) ※完形撞元のみ 直面切離等 器面調整 墨書等特描

挿図 番号 写間真服 遺跡名 略号 'Ix盟 遺構名 台帳 No. 区分 器程 平笛並置 層性 器局 口桂 体桂 底桂 杯聾 日口荏荏//[i葺本笹荏 口在/器高 タト商 内箇

150 186 台太郎 OOT 025A RE046 4土問器 杯 A 5.01 14.0 5.8 2.4 2.81凶り私再'調R整"' ヘラミガキ1 黒色処理 胎体土にやに雲や摩母含滅む1 全

150 187 台太郎 OOT 025A RE046 2あかやき土器 坪 A 5.61 13.4 5.2 2.6 2.4圃転糸切無調整 全体に摩滅

150 188 台太郎 OOT 025A RE046 8土師器 lIi A 22.2 22.0 1.01 欠損
口縁部ナデ体部ヘラナ ロ続部ナデr 体部ヘラ

全体に摩滅ナデ

形態 出土 寸法 (αn)※完用檀元のみ 底部切離等 器画部整 墨書等特融

挿図 番号 写図真版 遺跡名 暗号 〉先輩 遺構名 台帳 No 匡骨 器種 平酉憧置 層住 器高 口橿 体荏 鹿橿 |杯聾 口口韮在//底体桂荏 口撞/器高 外泊 内面

150 189 台大郎 00丁 025A RE047 1あかやき土器 部 床面 3.81 13.6 5.6 2.4 3.6回転糸切無調整 胎函土ややに雲摩母滅含む 1 内

150 190 台太郎 OOT 025A RE047 6あかやき土器 杯 A 3.81 12.4一 5.2 2.4 3.3回転糸切無調整

形態 出土 寸法 (cm) ※完形握元のみ 高部切離等 器画調整 墨書等特撒

挿図 番号 写図真版 遺跡名 略号 ;j(数 遺構名 台帳 No 区骨 器種 平面仕立置 層住 器品 日控 体橿 底笹 t童干 l口日在笹//底体怪桂 白樺/器高 外菌 内面

150 191 8 台太郎 OOT 025A RD87i 2土師器 会不 4.91 13.0 6.0 2.2 2.7 問ケ柏ズ原リ再"'調開制整 ヘフミガキ1 黒色処理 胎土に雲母含む

150 192 8 台太郎 OOT 025A RD908 7土師器 主不 NO.2 4，91 15.41- 3.1 非丸底ロク口!有段! 下体部半上ヘ半ラヘケフナデf 体部
ズり

ヘラミガキT 黒色処理

150 193 台太郎 OOT 025A RD868 4土師器 Z語 A 24.4 23.6 1.0 / 欠損 ナ口縁部ナ 体部ヘラナ ヘラナテ 全げ体状に炭摩化滅物 外函焦

150 194 台太郎 OOT 025A RD875 6土師器 主語 30.4 20.4 19.9 8.6 1.0 0.7ヘラケスリ 口ズ縁リ部ナテ!休部ヘフケ ヘラナデ 内面摩滅

150 195 台太郎 OOT 025A RD875 8土師器 蜜 16.8 16.0 1.1 / 欠損 ヘラナデ ヘラナデ

150 196 合太郎 OOT 025A RD875 4土師器 宅昆 A 12.6 12.41 - 1.0 / 欠損
I~緑部ナデ休部ヘラナ ヘラナデ |全ゲ体状に炭摩化抵物 内苗ヨ

形態 出土 寸法 (cm) ※完形寵元のみ 底部切離等 器商調整 墨 書等特世

挿図 番号 写図真腫 遺跡名 暗号 'Ix数 遺構名 台帳 No 区骨 器4重 平箇目立置 層イ立 器高 口控 体掻 底控 杯聾 i 口口彊笹//体l車種桂 日揮/器高 外酉 内箇

150 197 合太郎 OOT 025A RG327 13土鍋器 部 A 4.71 14.2 6.0 2.4 3.0 問ケ松ズ川リ再W 調同制整 へフミガキ1 黒色処理 |赤内面彩や痕やあ蹴り! 外函

150 198 台太郎 OOT 025A RG327 22須恵器 葱 A 10.8 11.5 0.91 欠損

150 199 台太郎 OOT 025A RG327 23須恵器 lIi A 16.6 / / 欠損 外面自然秘

151 200 台太部 OOT 025A RG339 65土師器 生不 ベルト① A 5.71 15.2 6.4 2.4 2.7再凶調柏市整川 底部付近ヘラナデ ヘラミガキr 黒色処理 i全胎土体にに雲や母や摩含滅む1

151 201 8 台太郎 OOT 025A RG339 47土師器 士千 wlR B 5.31 13.0 6.0 2.2 2.5図転糸切明調整 ヘラミガキ，黒色処理 口縁に歪みあり

151 202 命太郎 OOT 025A RG339 25土師器 杯 C区 C 4.61 13.6 6.4 2.1 3.0凶リ再私ボ調撃"' 底部付近ヘラケスリ ヘフミガキ，黒色処理 全体にやや摩滅

151 203 台太郎 OOT 025A RG339 30士郎器 杯 C区 日 5.1113.2 5.2 2.5 2.6再-調整 底部付近ヘラナテ |ヘ(やラやミ黒帆トピ)黒色醐 外商スス状炭化淋

151 204 8 台太郎 OOT 025A RG339 39損恵器 t不 B 4.71 13.6 5.4 2.5 2.9回転糸切無調整

151 205 一 台太郎 OOT 025A RG339 7須事器 訴 B匡 D 4.91 14.6 5β 2.6 3.0個転糸切無品用整 全体にやや摩滅

151 206 8 台太郎 OOT 025A RG339 60須恵器 事不 ベルト① C 4.81 14β 5.2 2.8 3.0囲転糸切無調整

151 207 台太郎 OOT 025A RG339 8須恵会長 5不 日区 C 4.91 14.01- 5.8 2.4 2.9回転糸切無調整

151 208 台太郎 OOT 025A RG339 22須恵器 杯 B区 D 4.01 13.6 5.8 2.3 3.4回転糸切無調整 外函スス状民化物

151 209 ー 台太郎 OOT 025A RG339 63土師器 饗 ベルト(1) 18 17.0 / / 欠揚 !日7開ナデ，体部ヘフナ |端ナデ部ナデ休部ヘラ 外面コゲ状炭化物

151 210 台太郎 OOT 025A RG339 49須恵器 長頚掴 N匡 B 11.9 18.8 / / 欠損

151 211 台衣却 OOT 025A RG349 7あかやき土器 坪 1匡 A 4.01 12.4 5.0 2.5 3.1回転糸切無調整 胎土に雲母含む

第 36表 台太郎遺跡第 25次調査A区出土遺物観察表

形態 出土 寸法 (cm) 形状 特徴

挿図 番号 写闘真版 遺跡名 略号 次数 遺構名 台N帳O. 区分 器程 平箇位置 層位 多日叉包 厚さ

152 212 台太郎 OoT 025A RA372 7土製品 紡語享 IA 5.3 2.8 断面台形 中央穿孔

152 213 台太郎 OoT 025A RA374 4土製品 紡錘草 間 区 18 7.1 1.0 円盤状 中央穿孔!側面に沈線l 胎土に雲母含む

形態 出土 寸法 (cm) 形状 特徴

揮図 番号 高震 遺跡名 略号 次数 遺構名 台NO帳. 区骨 器種 平面位置 層位 全長 断面径

1521 214 台太郎 OOT 025A 円A336 1土製品 フイゴ羽口 一 A (7.2) (4.6) 円柱 穿孔破片

1521 215 台太郎 OoT 025A RA345 2土製品 フイコ;m口 床面 (9.5) 3.7 ~ 5.5 円オ主 穿孔欠損

1521 216 台太郎 OoT 025A 円A347 3土製品 フイゴ羽口 W匡 A (3.7) (5.0) 円4土 穿手L 破片

形態 出土 寸法 (cm) 特徴

挿冨 番号 写悶真版 遺跡名 略号 次数 遺構名
台帳 IK骨 器穏 平箇位置 窟位 縦 檎 厚さ
No 

153 217 台太郎 OoT 025A RA350 10石製品 砥石 32.0 約 9.0 約 8.0四百磨回

153 218 台太郎 OoT 025A RA371 21石製品 5混石 w匡 床面 8.01 3.5 ~ 6.5 的 4.0湖面磨函

153 219 台太郎 ODT 025A RA375 23石製品 5砥石 16.0 約 5.3 的 3.0四面廃函!先端に鼓き痕あり
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挿図 番号 写図真臨 遺跡名 暗号 ;j:艶 遺構名

154 220 合太郎 OOT 025 RA392 

154 221 台太郎 OOT 025 RA392 

持密 番号 写屈真服 遺跡名 暗号 )j(艶 遺構名

154 222 10 台太郎 OOT 025 RA393 

154 223 台太郎 OOT 025 RA393 

154 224 台太郎 00τ 025 RA393 

154 225 台太郎 OOT 025 RA393 

挿図 番号 写図真臨 遺跡名 暗号 J史教 j盟1著名

154 226 10 合太郎 OOT 025 RA39E 

154 227 台太郎 OOT 025 RA396 

154 228 一 台太郎 OOT 025 RA396 

挿園 番号 写間真服 遺跡名 暗号 ;j:数 遺構名

154 229 台太郎 OOT 025 RA398 

挿図 番号 理跡名 暗号 古監 遺構名

156 232 10 台太郎 OOT 027A 円A467

156 233 10 台太郎 OOT 027A RA467 

156 234 合太郎 OOT 027A RA467 

挿図 番号 写倒真置 遭跡名 略号 攻艶 遺構名

156 235 台太郎 OOT 027A 円G350

156 236 10 台太郎 OOT 027A RG352 

156 237 台太郎 OOT 027A RG352 

156 238 台太郎 OOT 027A 円G349

ピ竺 239 台太郎 OOT 027A RG364 

持田 番号 写闘真腫 遺跡名 略 号 ;j:誼

156 240 台太郎 OOT 027A 

挿図 番号 写毘真版 遺跡名 略号 )j(数

161 307 台太郎 OOT 27B 

挿図 番号 写閤真肱 理跡名 略号 ;j:誼

じ64 328 台太郎 OOT 32C 

第 37表第25次調査B区出土土器観察表

形臨 出土 寸法 Ic刊※完悟檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等 4繍

台帳 Nc 直骨 器種 平面位置 彊位 器高 口笹 体桂 鹿控 主目星 口荏/器高 外面 内面

1土師器 事不 No，l 床面 4.71 14.01- 5.4 2.6 3.0回転糸切無調整 ロク日後ヘラミガキ ヘラミガキr 黒色処理 |掛土に雲に母や含や醐む1 胎

3土師器 界 NO.3 床面 4.51 14.2 一 6.2 2.3 3.2回転糸切無調整 ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 |叫土に雲に母や含や摩む滅 胎

時器 出土 寸法 Icm)※完帝榎元のみ 底部切離等 器面調整

台帳 Nc 巨骨 器種 平菌性置 瞳也 器高 口在 体桂 底桂 杯聾 司口笹笹//l休E桂笹 ロ桂/器高 外菌 内面

5あかやき土器 小皿 NO.5 床面 2自 13.4 5.0 2.7 4.8回転糸切無調整

6あかやき土器 杯 カマド付近 J 5.11 15.2 6.6 2.3 3.0回転糸切無調整

3あかやき土器 聾 煙道ト10.2 lC 21.6 22.0 1.0 / 欠損 ケoズγuリ俊いド令部 、フ

2土師器 宅昆 煙道No.l 底調 28.0 19.61 20.2 9.4 1.0 0.7木繁痕 口フー綜部ナ 体部へラナ ヘラナテ

市輯 出土 寸法(。市)※男帯檀元のみ 底部切離等 器面調整

台帳 No. 区骨 器樟 平面位置 層性 器高 口控 体桂 底在 土事不 口口笹桂//底体笹桂 口睦/器晶 外面 内面

10土締恭 大形杯 ト0.1 自 12.0 27.4 / 2.3非ロク口l 丸底 ヘラミガキ ヘ黒色ラ処ミ理ガキ+ヘラナテ

13土師器 互信 B 17.2 / / 欠損 7口『縁部ナデ，体部ヘラナ ヘラナテ

9土師器 第 カマド 18.0 16.01 14.6 7.8 1.1 0.9木葉復 口縁部有段，ヘラナデ ナ口緑デ部ナデ!休部ヘラ

形態 出土 寸法 10同※完帝桓元のみ 底部切離等 器面調整

台憧No 匠升 器種 平面位置 層性 描口桂慨腕|語講j躍|口笹/器晶 外面 内面

2土師器 |棚斐 1-1吋 821 / ヘラミガキ ヘラナデ十ヘラミガキ |ヘラナデ

第 38表第25次調査日区出土遺物観察表
特覗t

中央穿手L 片面に沈線士鵠?半分欠損

中央穿干し 給土に雲母含む

第39表第27次調査A区出土土器観察表

形態 出土 寸法 Ic刊※完形橿元のみ 底部切離等 器面調整

台帳 No 区分 器種 平面位置 居世 器高 口控 体笹 鹿彊 坪聾 口在/体底謹彊
口笹/

ロ桂/器高 外面 内面

2.8 非丸底口?口， 有段，
体部よ半へフミガキ，

2土師器 生不 NO.3 床面 5之 14.4 / 下半ヘラケスリ+ヘラ ヘラミガキ，黒色処理
ミガキ

4土師器 土不 5E区 L 5.41 12.6 / 2.3 非沈京ロ去しク平ロ!底有風段丸風底
ヘラミガキ十ヘラケズ

ヘフミガキ，黒色処浬
') 

1土師器 言箆 煙道 J 18.6 15.8 1.21 欠損 |ナ晴デ部ナデ】体部ヘラ ヘラナデ

形撞 出土 寸法 Ic同※完形橿元のみ 窟部切離等 器酉調整

台恒 Nc 匠骨 器種 平面位置 窟位 器高 口笹 体彊 底笹 が聾不 口口桂桂//l体E笹桂 ロ桂/器高 外苗 内面

2土師器 事不 WIZ A 3.91 14.6 / 3.7 非丸底口ク口 F 平底風 ヘラナデ へラミガキ，黒色処理

12土師器 主不 W18 A 6.41 14.5 / 2.3 非it線同ク免ロ!底有段風|体付部近ヘヘララケミガズキ') 底部 ヘフミガキ，黒色処理

3土師器 窪 V20 A1 13.0 14.2 0.91 欠損 !口ケ問ズリ
体部ヘフ ヘラナデ

11須恵器 第 i里土 / / 平行文 平行主

22須恵器 き毎 埋土 / / 平行主 カキメ+平行文

第 40表 第 27次調査A.B区・第 32次調査C区出土遺物観察表

形龍 出土 寸法 Ic叫 帯状 特徴

遺構名 台帳 No 区分 | 器種 平面性置 | 層仕 桂 | 厚さ

RA467 1土製品 |紡錘車 NO.8 |床函 2.9 断面台形 中央穿孔

帝龍 出土 寸法 Icm) 帯状 特徴

遺構名 台帳 No E分 | 器程 平商世置 | 層世 時 | 口撞

RA492 2土製品 |ミ チュア NW区 IA1 5.2 線形 手づくね

f田龍 出土 寸法 Icm) 帯状 特融

遺構名 台憧 No 全長 i 断融

日G045 1土製品 !フイゴ羽口 (3.611 14.1) 円柱 穿孔破片
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墨書等特徴

灯可外内商箇能明血性スヨゲスあと状状りし炭揖て化使化物物用1の

胎土に霊母含む

タ化油函 内函コゲ状E主

墨書等 i特措

全体に摩滅

胎面状土摩炭滅化に雲物母内含面むコ:ゲ外

墨書等，特性誼

胎体土ににや聖や母摩含成む!全

墨書等特曲

全体にやや摩滅

墨書等特惜

外面摩滅

外面摩滅

|畑炭化物内!菌内面ヨゲ摩状滅



第 41表第27次調査B区出土土器観察表 (1) 
時膿 出土 寸法 Icm)※完蹄檀元のみ 底部切離等 器苗悶聾 墨書等特融

持闇 番号 写因臨真 遺跡名 略号 'xl車 遺構名 台程No 匡骨 器韓 平面位置 層性 器高 口在 体彊 底荏 t聾手 口口在桂//j体車笹桂 口控/器高 外面 内面

157 241 台太郎 OOT 278 RA484 1士師器 球胴~ INo，l 床函 25.2 20.0 26.7 0.7 0.8欠損 口縁部ナデ1 体部ヘラナデ ヘラナテ |至福"雇通
157 242 台太郎 ODT 278 RA484 2土師器 E事胴聾 NO.l 床面 31.3 20.8 30.21 8.2 0.7 0.7 iハ口縁ケ部メハケメ+ナデ!体部|暗+ヘ部ラナミテガ1キ体部ハケメ 胎土に雲母含む

形瞳 出土 寸法 Ic吋※完市握元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特融

t軍国 番号 自主 適時名 暗号 '"艶 遺構名 台瞳 No 区卦 税重 平面位置 層世 器高 口彊 体笹 鹿笹 ま聾不:口口桂怪//体鹿桂彊 口笹/器高 外面 内面

157 242 台太郎 00γ 278 RA485 1土師器 重量 床面 29.3 20.3 20.3 9.2 1.0 0.7 |口リ縁!体部ヘ部ラヘナラケデ+ズヘリラケス 体部ヘラナデ |内ス函ス状やや炭摩化滅物! 畑

157 244 台太郎 ODT 278 RA485 4士師器 ヨ短 1区 19.4 17.1 1.1 / 欠損 |部口縁ヘ部ラナケテス~-+;リヘ+ラヘナラデナ!デ体 ヘラナテ

市措 出土 寸法 Icm)*完ID 握元のみ 鹿部切離等 器薗輯聾 墨書等特噛

挿国 番号 首長 撞帥名 暗号 在意 遇措名 台程 No E骨 期童 lf面性盟 層性 器高口荏体橿底桂昌日2j躍口荏/器高 外面 内面

157 245 台太郎 OOT 278 RA48E 5土師器 主不 SE匡 A 19.21 - / / 非沈線ロ!クえロ底lヲ有段(欠犬劃 ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理

育諸目 出土 寸法 Ic同様車評 彊正のみ 直面切酎尊 器面調整 墨書等特融

持田 番号 盟跡名 暗号 且聖 遇措名 台市重N。 区舟 器種 平面性置 眉位 器高口極体在庫霊童eEZj躍口瞳/器高 外面 内面

157 246 11 台太郎 00了 278 RA487 5土師器 i不 NE置 A2 5.6116.4 / 291非沈総臼ク丸ロl底有段状 ヘラミガキ ヘラミガキ.黒色処理

醇瞳 出土 寸法 Ic刊※毘形謹元のみ 底部明離等 器菌調整 墨書等特歯

持闇 番号 写由晴真 遺跡名 暗号 '"教 迫1著名 台櫨Na 区骨 器種 平田世置 層位 器高 ロ在 体桂 底聾 坪調:口口桂撞//i体富在怪 口笹/器高 外国 内面

157 247 11 台太郎 OOT 278 RA48S 40土師器 事不 西側 し 5.31 15.2 / 2.9非底ロケ口z 有段『丸 ヘラナデ十ヘラミガキ ヘラミガキ，黒色処理 胎面土やにや雲康母成含むl 外

157 248 台太郎 OOT 278 RA48S 16土姉器 費 カマド日袖 J 17.61 16.31- 1.1 / 士損 ロア縁部有段 lヘラナデ+ナ ロ7 縁部ナデ，体部ヘラナ 外面やや摩涜

157 249 台太郎 OOT 278 RA489 11土飾器 蜜 SWIX 床菌 18.81 16.41- 1.1 / 欠鍋 ヘラナデ ロ7 縁部ナデ，体部ヘラナ 飴蔵土やにや雲摩母蕗含む 内

157 25C 会太郎 OOT 278 RA4S9 5土締器 蜜
No.4カマド

床面 14.41 16.61- 0.91 欠損 口縁部ナデ!体節ヘラナデ 口7 縁部ナデ1 体部ヘラナ 飴土に雲母少し含むa 付近

157 251 台太郎 OOT 278 RA489 1土飾器 球間聾
NO.lカマド

床面 14.01 18.01- 0.81 欠損 口録部ナデ!体部ヘラナデ 口7 縁部ナデ1 体部ヘラナ 内函やや摩滅a付近

市瞳 出土 寸法 Ic同※完形撞元のみ 車部IJJ離等 器臨調整 墨書等 i特徴

持田 番号 写国脹真 遺骨名 時号 '"艶 遇措名 台帳 No. 区骨 器謹 平面位置 層並 器高 臼笹 体控 車置 野聾 口口笹樺//i体E在桂 ロ笹/器高 外商 内面

158 252 11イ4台:<対 OOT 278 円A490 11土師器 坪 SElii A 3.81 12.5 / 3.3非底ロクロ，有段r 丸休ヘ部ラ上ナ半デヘラミガキ 下半 ヘラミガキ1 黒色処理 底部に刻書「葬j

158 252 11 台太郎 OOT 278 円A490 i土師器 主手 NI三匡 L 5.51 17.4 / 321ii 非口ク口，有段r 丸へラミガキ ヘラミガキ1 黒色処理 胎土に雲母含む

158 254 一 台太郎 OOT 278 RA490 7土師器 坪 カマド J 15.8 一 / / 非(先口損ク)口!丸底ワ へラナデ ヘラミガキ1 黒色処理 箇樹土摩滋に雲母曾む!タト

158 251: 11 台太郎 OOT 278 RA490 15土師器 坪 NW匡 A 5.71 11.3 / 20[顎ク口!平間 ヘラミガキ ヘラミガキ1 黒色処理

158 256 12 台太郎 ODT 278 RA490 6土師器 君臨 カマド右袖 K 15.61 15.6 14.01 6.2 1.1 1.0 口キ縁部ナデ1 体部ヘフミカl 口ガ縁キ部ナデ1 体部ヘフミ 胎面炭土化や物にや雲摩晴母含むコ!ゲ内状

158 257 台太郎 OOT 278 RA490 5土師器 ヨ毎 NO.2カマド J 24.5 21.01 17.2 7.0 1.2 0.9 体口縁部部ハナケデメ++ヘヘララミミガガキキ 口十縁ヘ部ラナミデガlキ休部ハクメ 胎体土ににや雲や母摩含滅む1 全

昨龍 出土 寸法 Icm)※完背 彊元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特惜

挿国 番号 E言遺跡名 略号 k盟包 遺構名 台瞳 No 巨骨 器種 lf菌位置 層世 器高 口怪 {本荏 鹿彊 符聾}口口桂桂//!休車彊種 口桂/器高 外面 内面

158 258 ー 台太郎 OOT 278 RA491 96須恵器 会不 2巨 B 5.4 / / 回転糸切無調整

158 259 11 合太郎 ODT 278 RA491 57土師器 主不 6区 床面 5.91 16.0 / 2.7非底風口丸ク底ロ!有且 平 ヘラミガキ ヘラミガキr 黒色処理 全体にロク口整形風

158 260 11 台太郎 ODT 278 RA491 77土師器 主不 6区 C 7.31 20.0 / 2.7非沈総口ク丸ロ!底有段風 体ヘ部ラ上ナ半テヘラミガキ， 下半 ヘラミガキr 黒色処理 内面やや摩戚

158 261 台太郎 OOT 278 RA491 115土師器 会不 SE A1 19.0 / / 非底口?ク(欠口11I有*， 丸体ナ部デ上?半ヘラミガキ，ヘラ ヘラミガキr 黒色処理 内面やや摩成

158 262 台太郎 ODT 278 RA491 62土師器 訴 8匡 床面 3.31 13.4 / ロクロ!有段!丸 ヘラナデ+へラミガキ ヘラミガキT 黒色処理 全体にやや摩成

158 263 台太郎 ODT 278 RA491 68土師器 大罪鉢 9匡pit叩 24.0 / / 非(欠口鍋ク)ロ!丸庭ワ 口縁部ナデ休部ヘラナデ|黒ヘ色ラ処ナ理デ+ヘラミカキ1 全体にやや摩成

158 264 12 合太郎 OOT 278 RA491 110土飯器 護 8匡 B 9.91 13.2 11.81 6.2 1.1 1.3 l口メ縁部+ヘヘララナミデガlキ休部ハケ ハケメ 外函コゲ状炭化物

158 265 合太郊 ODT 278 RA491 1土師器 護 | 出楠2 刊 K 20.4 16.6 1.2 / 欠損 口縁部ナデ体罰ハケメ 口患部ナテT 体部ハケメ 全体にやや摩成

158 266 ー 台太郎 OOT 27日 RA491 4土師器 饗 出 8 19.01 19.2 1.0 / 欠損 口課部ナデ2 体部ヘラナデ コ縁部ナデ!体部ヘラナ |胎面土やにや摩嗣滅含むJ 外

158 267 一 台太部 OOT 27日 RA491 28土師器 毛色 カマド袖 K 20.4 19.4ー 1.1 / 欠損 |口ラ縁ナ部デ有段 ナデ!師ヘ コ縁部ナデ!体部ヘラナ 胎土に雲母含む

159 268 一 台太郎 OOT 278 RA491 9C土師器 3求1同議 9匡 C 36.0 一 / / 欠損 |醐+ヘナラデナ1デ体1 下部半上半ヘハラケナデメr韓議159 269 一 台太郎 OOT 278 RA491 2土師晴 宅昆 |出右禍7カマド K 24.0 28.0 ← 0.9 / 欠損 口唱部ナデ十体部ヘラナデ

159 270 台太郎 OOT 278 RA491 148土師器 大蜜 8!R 床面 45.5 33.0 32.81 14.2 2.3 0.7木葉底 口縁部ナデ2 体罰ハケメ

形龍 出土 寸法 10同*完市，撞元のみ 底部明離等 告京高調整 墨書等特曲

挿E 番号 写因真臨 遺跡名 暗号 在韓 遇措名 古輯 No 区舟 器種 平酉{立置 層世 器高 ロ荏 体桂 底荏 主:E2滞在 口語/器高 外面 内面

158 271 台太郎 ODT 278 RA49:<: 16土師器 杯 SW匡 J 5.11 14.8 / 2.9非底口ク口，有段，丸 休ア部上半ナデf 下半ヘラナiヘトラピ)ミ社黒色一明

158 272 台太郎 ODT 278 RA492 11土師器 杯 SE!R 8 13.61 - 1- / / 非底口ク口，有段，丸 体ラ部ミ上ガ半キヘラナテ， 下半ヘ ヘラミガキr 黒色処理

158 273 台太郎 00了 278 RA49::': 9土師器 i不 SEIX 8 14.01 - 1- / / I非底ロ?ク(欠ロ!損有)且丸 ヘラミガキ |ヘトラピ)ミガキf黒色回(黒

158 274 台太郎 00了 278 RA49:<: 10土師器 i時 SEIX B 3.81 10.8 / 2.8非底風ロ丸ク底口!有広 三存l棚ヘラ上ナ半デヘラミガキ1 下半 ヘラミガキr 黒色処理

159 275 命太郎 00了 278 RA492 8土師器 高台付t不 SE臣 B 11.31 ~ / / 11状F高ロ台ク口l'欠有損t)iL 柱|口ミ縁ガ部キヘラ 休部ヘラ ヘラミガキr 黒色処理

159 276 台太郎 ODT 278 RA492 27土師器 蜜 NW区 A 16，01 14.2 1.1 / 欠損 口縁部ナデ1 体部ヘラナデ 口ア縁部ナデl 体都ヘラナ 内状函stや化物や摩i戚 コゲ

時盟 出土 寸法 10m)*完ffi 橿元のみ 底部t目離等 器面調整 墨書等特融

持田 番号 写由真距 遺跡名 暗号 '"散 遇措名 制l.lNo E骨 器程 平面性置 層世 結国体控鶴港:日差j薩口控/器高 外面 内面

159 277 台太郎 OOT 278 RA492 1土師器 葱 NO.3 床面 18.41 17.01- 1.1 / 欠損 口縁部ナデ1 休部ヘラナデ伊部ナデ】糊ヘラナ 胎体土ににや雲や母摩含滅む1 全

醇描 出土 寸法 10m)※完冊檀元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特措

揮回 番号 写由真版 適時名 時号 '"誼
遇措名 制事ト弘 区骨 器種 平面世置 層性 器高 ロ在 体桂 底桂 聾杯 A口口笹笹//底体彊桂 口彊/器高 外面 内面

159 278 台太郎 OOT 278 RA49E 13土師器 ヨE 2匡 床面 18，01 19.4一 0.9 / 欠損 体部ヘラケス」リ ヘラナデ ¥全

159 279 11 台太郎 OOT 278 RA49E 14土師器 品剖柿 1匡 床面 6.71 15.2 7.6 / / l蛇紋 黒色処理 |ヘトラ凶ミガキl髄処理 1 全

78 



第 42表第27次調査B区出土土器観察表 (2)
静臨 出土 寸法 (cm)※完形彊元のみ 底部切離等 器苗調整 墨書等特徴

挿図 番号 写園真出量 遺跡名 暗号 '/J:.艶 遺構名 台瞳No 直骨 器種 平面性置 層f立 器昌 口桂 体在 底桂 杯聾 口ロ控裡//底体在在 ロ桂/器高 外面 内面

160 280 11 台太郎 OOT 278 RG339 54土筒器 主不 C 5.01 13.0 6.0 2.2 2.61ズ')再調整 ヘフミガキ，黒色処理

160 281 14 台太郎 00τ 278 RG339 56土師器 主不 C 5.11 14.0 4.6 3.0 27liヨや転や糸摩切滅無)調整 ヘラミガキ，黒色処理 墨書「山J

160 282 11 台太郎 OOT 278 RG339 85土師器 坪 ベルト① C 5.41 12.6 4.8 2.6 2.31-';デ再叩調l整，ド 底部付近ヘラナデ ミガキ!黒色処理 外灯面明凪コゲワ状炭化物!

160 283 台太郎 OOT 278 RG339 21土師器 士不 B 5.11 13.2 6.2 2.1 2.6回転糸切無調整 ヘラミガキ，黒色処理 タト箇 底部摩滅

160 284 台太郎 OOT 278 RG339 32土師器 盤皿 B 13.6 / / 欠損 ヘラミガキ，黒色処理

160 285 11 台太郎 OOT 278 RG339 83あかやき土器 坪 ベルト部 C 4.81 12.8 5.0 2.6 2.7回転糸切無調整 全体にやや摩滅

160 286 台太郎 OOT 278 RG339 43須恵器 土不 C 4.01 15.0 5β 2.7 3.8回転糸切無調整

16C 287 11 台太郎 00丁 278 RG339 10須恵器 F不 B 4.81 14咽6 4.8 3.0 3.0回転糸切無調整

16C 288 会太郎 OOT 278 RG339 100須恵器 野 ベルト① C 4.31 12.6 5.6 2.3 2.9回転糸切無調整

160 289 台太郎 OOT 278 RG339 42須恵器 杯 C 5.01 14.0 5.8 2.4 2.8回転糸切無調整

160 290 11 合太郎 OOT 278 RG339 40須恵器 野 C 5.01 14.0 5.4 2.6 2.81@転糸切無調整

160 291 11 台太郎 OOT 278 円G339 41須恵器 杯 C 5.01 14.0 5.4 2.6 2.8囲転糸切熊調整

160 292 台太郎 OOT 278 RG339 39須恵器 都 c 6.31 15.4 6.4 2.4 2.4回転糸切無調繋

160 293 台太郎 OOT 278 RG3S9 45須恵器 主不 C 3.71 16.2 6.6 2.5 4.4匝転糸切無調整

160 294 11 合太郎 OOT 278 RG339 75須恵器 主年 ベルト① C 4.81 14.7 6.8 2.2 3.1回転糸切無競箆 口縁歪み

160 295 台太郎 OOT 278 RG339 11須恵器 主不 B 4.61 14.2 6.2 2.3 3.1回転糸切無調整

160 296 台太郎 OOT 278 RG339 44須恵器 主不 C 5.31 13.8 6.8 2.0 2.6回転糸切線謂密度

160 297 11 台太郎 OOT 278 RG339 68土師器 片口鉢 C 15.31 26.8 25.1 13.6 / / 体部下半ヘラナデ ヘフミガキ，黒色処理 タ函コゲ状炭化物

160 298 台太郎 OOT 278 RG339 93あかやき土器 蜜 ベルト① C 21.2 22.2 1.01 欠損 体部カキメ，ヘラケズリ カキメ 外箇やや摩滅

160 299 台太郎 OOT 278 RG338 91あかやき土器 寮 ベルト白 C 18.2 / / 欠損 体部へラナデ 体部ハケメ 胎土に雲母含む

161 300 台太郎 OOT 278 RG339 66須恵器 費 C 16.0 20.6 0.81 欠損 体部へフナデ

161 301 台太郎 OOT 278 日G339 8須恵器 護 ベルト IA 16.0 / / 欠損

161 302 台太郎 OOT 278 RG339 27須恵器 議 8 12.4 12.6 1.0 / 欠損 外面頭部に自然粕

市龍 出土 寸法 (cm)※完静置元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等精髄

挿図 番号 写図真臨 遺跡名 略号 '/J:.!聖 遇措名 台帳 No E骨 器種 平面1立置 置位 器高 口控 体彊 底笹 時聾 口桂11体富握控
口怪/

ロ控/器高 外面 内酉

161 303 11 合太郎 OOT 278 RG378 34土締器 高台付坪 ベルト@ IA 5.61 14.4 6.4 2.3 2.6回転糸切無調撃 lヘ(泉ラトミピガ)キ!黒色処理 高台部中実l 胎土に
雲母含む

161 304 台太郎 OOT 278 RG378 46須恵器 重短 東側 A 5.71 24.0 6.6 / / 欠損 頭部ハケメ 頚部ヘラナデ タ面摩滅

時龍 出土 寸法 (0耐※完陪謹元のみ 底部切離等 器面調整 墨書等特徴

梅田 番号 写国服真 遺骨名 婚号 '/J:.散 遺構名 台程 No. 区舟 器1重 平面位置 層f立 器高 口il' 体桂 底桂 杯事:口口哩荏//鹿体荏笹 ロ笹/器高 外面 内面

161 305 11 台太郎 OOT 278 円D1078 6土師器 杯 S区 A 4.81 11β / 2.4 非ロケ口1 有段1 ヘフナデ十ヘラミガキ，
ヘラミガキ，黒色処理東t底 黒色処理

161 306 12 台太郎 OOT 278 日D1078 5土師器 翠 A 13.4 13.6 14.0 6.2 1.0 1.0 ナ口縁部ナデ，体部ヘフナ ロミ縁ガ部キナデl 体部ヘラ 外箇内面摩滅

第43表第28次調査出土土器観察表

第 44表第32次調査B区出土土器観察表
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第 45表第32次調査C区出土土器観察表

耐酷 出土 寸法 (c同※完市撞元のみ 底部切離等 器苗調整 墨書等特撒

挿図 番号 写図真阻 遺跡名 略号 'k数 遺構名 台帳 Nc 区骨 器種 平面世置 層位 器高 口桂 体怪 底怪 会は望手 口日桂桂//体底控笹 口瞳/器高 外箇 内面

164 314 台太郎 OOT 32C RA502 15土師器 汚 SE区 A 18.0 / / 
非ロクロ，有段， F存丙三百 ヘフミガキ，黒色処理

|外H台面土に雲内薗母や含やむ闘 l丸底ワ (累ト日

164 315 合太郎 OOT 32C RA502 3土師器 事不 N区 L 4.31 12.7 / 3.0 非丸底口ク口2 有段T |休暗部ヘ部ヘラナラデミガキ1 ヘラミガキ，黒色処理 外蔚摩滅

164 316 13 台太郎 OOT 32C RA502 5土師器 舟底形5ネ SE巨 B 4.0181~.~ / / 非口ク口 F 丸底 ヘラミガキ
ヘラナデ+ヘラミガキ，l全に体雲母にや含やむ蹴 胎土
累色処理

164 317 台太郎 OOT 32C RA502 12須恵器 瓶 NW区 A 7.4 / / 菊花紋 体部下半ヘフケズり

164 318 13 合太郎 ODT 32C RG045 5C土師器 会不 A 5.01 13.2 5.4 2.4 2.6回転糸切無調護 官忍王黒色処理 全体にやや摩滅

164 319 13 台太郎 ODT 32C 円G045 36あ力kやき土器 部 A 5.01 15.0 7.0 2.1 3.0回転糸切無間整 全体にやや際威

164 320 13 台太郎 ODT 320 RG045 2須恵器 杯 B 4β15.2 5.6 2.7 3.2回転糸切無関盤

164 321 13 台太郎 OOT 320 RG045 1須恵器 当不 B 5.11 15.0 5.2 2.9 2.9団転糸切無調整

164 322 台太郎 OOT 320 RG045 44彊恵器 土不 A 4.61 13.8 5.6 2.5 3.0回転糸切無調整

164 323 台太郎 00丁 32C RG045 57須恵器 長頭瓶 A / / 欠損 体部よ半カキメ 頭部~体部上半

164 324 台太郎 ODT 32C RG045 40軍葱器 議 A 7.5 / / 体部下半ヘラケス'り
体部下半ハケメ，底部
付近へラナテ

164 325 台太郎 ODT 320 RG042 18土師器 翠 ベルト白 日 19.11 15.7 1.21 欠損 日ラ縁ナ部テナデ， j本部ヘ 日ナ縁デ部ナデ1 体部ヘラ 例外土函面に雲ス母内ス函状含や炭む化や摩物滅:"i胎

164 326 台太郎 OOT 320 RG042 17土師器 葱 ベルトQ) 18 16.61 16.3 1.0 欠損
口縁部ヘラナデ!体

口縁部ナデr 体部ハケ b込斎 ?持協ル物胎

ガキ
メ |土に雲偉含む

164 327 13 合太郎 ODT 32C RD10日7 5土飯器 裏 ベルト(j) 日 32.1 20.8 19.91 7.2 1.0 0.6 |口ラ縁ナ部デナ 休部ヘ |口ナ縁デ部ナデ 体部ヘラ |外ス函ス状内揖面化蹴物 畑
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第 46表 第 25次調査A'B区出土縄文土器・弥生土器・続縄文土器観察表
形態 出土 特徴

挿図 吾号 写図真版 遺跡名 略号 !;(数 遺構名 台帳 No 区 骨 器種 平菌性豊 層f立

165 501 台太郎 OOT 025A 97縄宜土器 )実鉢 A区西部 遺物包含層 口唇刺突!頭部メカネ状浮士!休部流水工字文縄文!時期晩期

165 502 台太郎 OOT 025A RA322 1絹文土器 J委鉢 撹乱内 口唇刺突!頚部メガネ状浮主!体部流水工宇主!時期晩期

165 50~ 台太郎 OOT 025A RA354 43縄文土器 S本 煙道 口縁部 A突起 1頭部和l突!胎土に雲母含む時期晩期

165 504 台太郎 OOT 025A RA332 40縄文土器 鉢 SWI& A 口唇刺曳頭部平行沈線文I 休部縄文1 時期晩期

16E 505 台太郎 OOT Q25A RA355 45縄主土器 鉢 NE区 A 口唇刺突頭部平行1師事士!体部縄文1 時期晩期

165 506 台太郎 OOT 025A RA322 9縄文土器 深鉢 A 口縁部小波1点頭部平行沈線文!時期晩期

165 507 台太郎 OOT Q25A RA322 6縄文土器 深鉢 A 口縁部小技状!頭部平行it線l(，時期晩期

16t: 508 台太郎 OOT 025A RA325 13縄文土器 深鉢 従乱内 口縁部小液状頭部平行t師事文1 時期晩期

165 509 台太郎 OOT 025A RA327 19縄主土器 深鉢 SW!R 日 口 縁 部 小i皮状!頭部平行沈線克時期晩期

165 510 台太郎 OOT 025A RA327 20縄文土器 深鉢 SW匡 B 白縁部小波状頭部平行沈線克時期晩期

165 511 台太郎 OOT 025A RA33C 34縄文土器 深鉢 権築士 口縁部小波状!頭郡平行沈線主1 時期晩期

形態 出土 特徴

挿図 番号 議 遺跡名 暗号 立 数 遺構名 台帳 No 区分 器 程 平 菌 性 霊 瞳位

165 512 台太郎 OOT Q25A 円POOl 10C弥生土器 雪量 埋設 休部縄主3 降刻中期?

166 513 台太郎 OOT 025A 152称生土器 高t不 A匡東部 検出函 台田平行犯線文縄文l 時期前期

166 514 台太郎 OOT 025A 円0886 141弥生土器 主主 A 口縁部主互刺突文時郷後期

166 515 台太郎 OOT 025A 円G348 117称生土器 li! B 口縁部主互刺突文1 時期後澗

166 516 台太郎 OOT Q25A 円G25801 128弥生土器 主主 A 口縁部主互刺突文時期後期

166 517 台太郎 OOT 025A 円0915 144弥生土器 蜜 A 口縁部刺突文沈線丈時期後期

166 518 台太郎 OOT Q25A 円A392 21弥生土器 ま包 理土 口縁部空互利突文時期後期

166 519 台太郎 OOT 025A RA396 15弥生土器 葱 NEIR 埋士 口唇網l突!口縁部;t線文時期後期

166 520 台太郎 OOT 025A 月A398 11弥生土器 護 床面 ロ縁部 it線文時期後期

166 521 台太郎 OOT 025A 円A399 4弥生土器 護 NE匡 B 体罰洗線主潮l笑主1 符期後期

166 522 台太郎 OOT 025A 円A399 6弥生土器 主題 NE区 A 体部沈線文期l突主持期後期

166 523 台太郎 OOT 025A 円A374 64弥生土器 議 L 体罰 it線文!時期後期

166 524 台太郎 OOT 025A 円A373 78弥生士器 Z短 NE区 c ロ縁部鋸歯主体部，jj加条縄文!時期後期

166 525 台太郎 OOT 025A 155弥生土器 ヨ昆 A区西部 検出函 口縁部波杭頭部組員寝主附加条縄文体部菱状沈線主1 時 期 後 期

166 526 台太部 OOT 025A R0877 132弥生土器 護 A 口縁部突起体部広瀬泉主附加条縄文!時期後期

166 527 台太郊 OOT 025A RA396 16弥生土器 要急 B 口署来l突!口縁部 it線主附加条縄文!時期後期

166 528 台太郎 00γ 025A RA374 63弥生土器 li! NE匡 A 口縁部附加条縄文官線主1 時期後期

166 529 台太郎 OOT 025A RA38i 59弥生土器 議 A 口縁部菱状沈線士附加条縄文i 時 期 後 期

166 530 台太郎 00γ 025A RG333 104弥生土器 護 理土 口縁部 III状沈線文附加条縄文!時期後期

166 531 台太郎 OOT 025A RG369 85弥生土器 饗 NE区 B 口縁部弧状沈線文附加条縄文i 時 期 後 期

166 532 合太郎 OOT 025A RG25801 127弥生土器 護 A 口縁部曲線文附加条縄文1 時 期 後 期

166 533 台太郎 OOT Q25A RG324 94弥生土器 護 埋土 休部弧状it端文附加条縄文1 時期後期

166 534 台太郎 OOT 025A RG342 115弥生土器 護 埋土 体部狐状沈線文附加条縄文1 利突主将期後期

535 〔欠番]

166 536 台太郎 OOT 025A RA369 86弥生土器 護 SE匡 A 体部狐状甜線文附加条縄文1 時期後期

166 537 台太郎 OOT 025A RA386 31弥生土器 饗 SW区 B 休部甜線宜附加条縄主1 時 期 後 期

166 538 台太郎 OOT 025A RA386 32弥生土器 喜善 SW匡 B 体部泊線文附加条縄文!時期後期

166 539 台太郎 OOT Q25A RA386 25弥生土器 5若 sw区 B 口緑部附加条縄文l 体部沈線主附加条縄文!時期後刻

166 540 台太郎 OOT 0258 163弥生土器 謹 BIR盟副内 体部附加条縄文無主税時期後期

166 541 台太郎 OOT 025A RA386 47弥生土器 麹 SE区 A 口縁部無文附加条縄児時期後刻

166 542 台太郎 OOT 025A RA386 38弥生土器 謹 SW匡 B 口縁部附加条編文1 時 期 後 期

166 543 台太郎 OOT 025A RD881 138弥生土器 護 A 口縁部附加条縄文!時期後期

166 544 台太郎 OOT 025A RG343 116弥生土器 麹 A 口縁部附加条縄文時期後期

166 545 台太郎 OOT 025A RG25801 129弥生土器 蜜 埋土 体部附加条縄文(綾絡士)，時期後鰐

166 546 台太郎 OOT 025A RG349 122弥生土器 li! B 体部附加条縄文無文帯1 時 期 後 期

166 547 台太郎 OOT 025A RG386 37弥生土器 麹 NW区 C 休部無文手持羽状51，加条総主時期後期

166 548 台太郎 OOT 025A RG349 123弥生土器 護 A 体部羽状畑加条縄文!時期後期

166 549 台太郎 OOT 025A RG396 17弥生土器 麹 NE区 埋土 体部羽状附加条縄士l 時期後期

166 550 台太郎 OOT 025A RA374 73祢生土器 葱 埋土 体 部 附 加 条 縄 文 時 期 後 期

形態 出土 特徴

挿図 番号 写図真版 遺跡名 暗号 :主数 遺構名 台 帳 No 区骨 器種 平面性置 層位

じ竺 551 台太郎 OOT 025A 円0873 1綜J省主土器 |空鉢 B 休部微隆線士刺突主帯縄克胎土に海綿骨針含む!時期後北式期

81 



第 47表 第 27次調査A区出土縄文土器・弥生土器観察表

帝瞳 出土 特徴

揮関 番号 写図真版 遺跡名 暗号 '/;(重量 遺構名 台帳No 区分 器種 平箇位置 富位

167 552 合太郎 OOT Q27A RG363 2縄文土器 深鉢 A 日縁部無文コフ状突起!休部縄文!時期晩期

167 558 台太郎 OOT 027A 日G348 4縄文土器 深鉢 A ロ縁部小液状頚部無文1 時期晩期

167 554 台太郎 OCγ 027A RG352 1縄士土器 潔1本 A 休 部 平 行iiO線縄文1 時 期 晩 綴

形態 出土 特徴

挿図 番号 写屈真服 遺跡名 略号 ;j(教 遺構名 台帳No， 区舟 器種 平函f立置 闇世

168 555 台太郎 OOT 027A RG364 6弥生土器 鉢 A 体部変育工字立つ 1 時期前期

168 556 台太郎 OOT 027A RG363 12弥生土器 鉢 A 体部変形工字文i 時期前期

168 557 台太郎 OOT 027A RG350 3弥生土器 E筆 A 体部磨消縄文1 時期前期つ

168 558 台太郎 OOT 027A RG350 16弥生土器 ヨ値 A 口縁部主互利突主泊線文時期後期

168 559 台太郎 OOT 027A ピット 33弥生土器 2題 埋土 口縁部油線主l 時 期 後 期

168 560 台太郎 OOT 027A RG348 19弥生土器 Z短 D 口縁部泊線文!持期後期

168 561 台太郎 OOT 027A 45弥生士会告 蜜 A匪検出函 口唇淘股主口縁部附加条縄文1 時期後期

168 562 台太郎 OOT 027A RG364 7弥生土器 ヨ忌 A ロ縁部附加条縄文?時期後期

168 562 台太郎 OOT 027A RD1052 32弥生土器 雪箪 A 口縁部附加条縄主時期後期

168 564 台太郎 OOT Q27A 44弥生土器 至福 A区検出面 口縁部附加条縄文!時期後期

168 565 台太郎 OOT 027A RG348 21弥生士器 麹 D 口縁部附加条縄主!時期後期

168 566 台太郎 OOT 027A RG352 3弥生土器 葱 B 口縁部附加条縄文!持期後期

168 567 台太郎 OOT 027A RG348 22弥生土器 .. D 体部附加条縄文1 時期後期

168 568 台太郎 OOT 027A RG350 14弥生土器 5短 検出箇 休部附加条縄文!時期後期

168 569 台太郎 OC丁 027A RG350 15弥生土器 !1! 検出函 体部附加条織士!時期後期

168 570 台太郎 OOT 027A RG348 17弥生土器 !1! D 休部附加条縄文!時期後期

168 571 台太郎 OOT 027A RG364 24弥生土器 費 検出函 体部附加条縄文l 時期後羽田
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第 48表第24次調査竪穴住居跡検討表 (1) 第4499表第2244次調査竪穴住居跡検討表 ((2)2)

次数 遺構名 カマド方向 長軸一辺長 床面積 時期 次数 遺構名 長 軸 辺 長 床簡積 主柱穴 周溝 規模 時期

十 五一国319

(m) (ぱ)

I N 45.0
0
. W_ 北西 ! 16.20 I期

ト 24 円A307 N 12.50 E ~t 4.00 15.80 E期

( (m)m) (ぱ)

2 244 R RA304A304 6 6.3030 3 39.69969 × × 大型 Z 1 ~!IH 
2 244 R RA317A317 4 4.3030 1 18.49849 × × 中型

24 RA305a N 34.0ロ E 北東 4.50 19.80 2 244 R RA319A319 4 4.0000 1 16.20620 × × 

24 RA311 E 1.5
0 

N 東 2.60 6.25 2 244 R RA320A320 4 4.9090 2 24.01401 × × 大型 E期

24 RA323 E 2.50 S 東 2.90 8.55 2 244 R RA305a. bA305a b 4 4.5050 1 19.80980 × × 

24 RA308 E 8.00 S 東 3.60 14.94 2 244 R RA307A307 4 4.0000 1 15.805.80 × × 中型

24 RA306 E 21.00 S 東 2.70 7.29 2 244 H RA308A308 3 3.6060 1 14.94494 × × 

24 RA312 E 21.50 S 東 2.60 6.25 2 244 R RA313A313 3 3.6060 1 11.56156 × × 

24 RA310 E 24.50 S 南東 3.50 10.89 2 244 円AA310310 3 3.5050 1 10.89089 × × 

24 RA313 S 37.50 E 南東 3.60 11.56 2 244 R RA314A314 3 3.3030 1 10.890B9 × × 

24 RA318 W 34.00 S 南西 2.90 9.12 2 244 R RA318A318 2 2.9090 9 9.1212 × × 小型

24 RA322 W 0.0ロ 西 2 244 H RA323A323 2 2.9090 8 8.5555 × × 

24 RA314 W 22.0ロ N 西 3.30 10.89 2 244 H RA316A316 2 2.9090 B 8.4141 × × 

24 RA305b W 35.50 N 北西 4.50 19.80 2 244 R RA306A306 2 2.7070 7 7.2929 × × 

2 244 R RA311A311 2 2.6060 6 6.2525 × × 

2 2441 R RA312A312 2 2.606D 6 6.2525 × × 

2 244 R RA315A315 2 2.505D 6 6.2525 × × 

第 50表第25次調査A区竪穴住居跡検討表 (1) 第5511表第2255次調査A区竪穴住居跡検討表 ((2)2)

次数 遺構名 力マド方向 長軸一辺長 床面積 時期 | 次数 遺構名 長軸一辺長 床面積 主柱穴 周溝 規模 時期

(m) (rrl) ( (m)m) ( (m)rdf) 

25 A RA341 N 20.5 0 E ~t 2.60 8.06 I期 2 25 A5A H RA345A345 6 6.8585 4 46.92692 × × 大型 I期

25 A RA370 N 25.00 W 北西 3.10 9.61 2 25 A5A H RA381A3B1 5 5.6060 3 31.36136 。 × 

25 A RA371 N 25.0
0 

W 北西 3.10 10.08 2 25 A5A R RA373A373 4口D 1 16.00600 × × 中型

25 A RA367 N 26.0ロ W 北茜 3.10 10.23 2 25 A5A R RA372A372 3 3.7070 1 15.54554 × × 

25 A RA345 N 33.00 W 北西 6.85 46.92 2 25 A5A R RA332a.bA332a b 4 4.505D 1 14.85485 × × 

25 A RA373 W 34.50 N 北西 4.00 16.00 2 25 A5A R RA335A335 3 3.505D 1 12.7827B × × 

25 A RA381 W 33.00 N 北西 5.60 31.36 2 25 A5A R RA344A344 3 3.5050 1 12.43243 × × 

25 A RA344 W 24.00 N 北西 3.50 12.43 2 25 A5A R RA374A374 3 3.3030 1 10.89089 × × 

25 A RA372 W 11.00 N 頭 3.70 15.54 2 25 A5A 円AA367367 3 3.1010 1 10.23023 × × 

25 A RA332b W 1.5
0 

N 西 4.50 14.85 2 25 A5A R RA371A371 3 3.1010 1 10.08008 × × 

25 A RA332a S 3.00 W 南 4.50 14.85 2 25 A5A R RA370A370 3 3.1010 9 9.6161 × × 小型

25 A RA369b E 42.00 N 北東 3.50 12.60 E期 2 25 A5A R RA341A341 2 2.6060 B口6 × × 

25 A RA349 E 24.00 N 北東 4.10 17.22 2 25 A5A R RA375A375 6 6.3030 3 399口6 × × 大型 E期

25 A RA368 E 21.00 N 東 2.70 5.94 2 25 A5A R RA380A380 6 6.00400 3 36.006CD × × 

25 A RA366a E 13.00 N 東 4.90 22.54 2 25 A5A R RA322A322 5 5.4040 2 29.16916 × × 

25 A RA352 E 5.50 N 東 2.50 6.50 2 25 A5A 円AA356a.b356ab 5 5.7575 2 28.75875 × × 

25 A RA379 E 2.00 N 東 2.00 6.00 2 25 A5A R RA347A347 4 4.9090 2 28.18818 × × 

25 A RA383 E 10.0
0 

S 東 2.50 6.50 2 25 A5A 円AA366a.b366ab 4 4.9090 2 22.54254 × × 

25 A 司A327 E 10.50 S 東 3.10 9.61 2 25 A5A R RA336A336 4 4.6565 2 21.62162 × × 

25 A RA329 E 11.50 
S 東 3.80 13.68 2 25 A5A R RA349A349 4 4.1010 1 17.22722 × × 中型

25 A RA353 E 35.00 S 南東 2.90 6.09 2 25 A5A H RA354A354 4 4.1010 1 14.35435 × × 

25 A 円A354 E 35.50 S 南東 4.10 14.35 2 25 A5A H RA329A329 3 3.8080 1 13.68368 × × 

25 A RA357 S 1.50 E 南 4.00 12.80 2 25 A5A R RA323A323 3 3.5050 1 13.20320 × × 

25 A RA348 S 13.50 W 南 3.10 9.61 2 25 A5A R RA357A357 4口口 1 12.80280 × × 

25 A RA337 S 18.00 W 南 3.10 9.61 2 25 A5A R RA369a.bA369a b 3 3.505D 1 12.60260 × 。
25 A 円A328 W 19.00 S 商 2.60 6.76 2 25 A5A R RA334A334 4 4.50150 1 12.49249 × × 

25 A RA347 W 6.0
0 

N 西 4.90 28.18 2 25 A5A 円AA359359 4 4.00CD 1 12.0020D × × 

25 A RA322 W 11.50 N 茜 5.40 29.16 2 25 A5A R RA340A340 3 3.1010 1 11.631463 × × 

25 A RA386 W 16.00 N 西 2.90 9.28 2 25 A5A R RA338A338 3 3.5050 1 11.20120 × × 

25 A RA323 W 17.50 N 西 3.50 13.20 2 25 A5A R RA343A343 3 3.1515 1 11.03103 × × 

25 A RA340 W 21.50 N 西 3.10 11.63 2 25 A5A R RA326A326 3 3.3030 1 10.73073 × × 

25 A RA356a W 24.00 N 北西 5.75 28.75 2 25 A5A R RA348A34B 3 3.1010 9 9.6161 × × 小型

25 A RA336 W 25.5ロ N 北西 4.65 21.62 2 25 A5A R RA337A337 3 3.1010 9 9.61.61 × × 

25 A RA366b W 26.0
0 

N 北西 4.90 22.54 2 25 A5A R RA327A327 3 3.1010 9 9.6161 × × 

25 A RA360 W 34.00 N 北西 2.40 5.52 2 25 A5A H RA386A386 2 2.9090 9 9.2828 × × 

25 A RA356b W 37.00 N 北西 5.75 28.75 2 25 A5A R RA350A35D 3 3.4040 7 7.1414 × × 

25 A R RA369aA369a W W 43.00 N 4300 N 北西 3 3.505D 1 12.60260 2 25 A5A R RA328A328 2 2.6060 6 6.7676 × × 

2 25 A5A R RA352A352 2 2.5050 6 6.50e50 × × 

2 25 A5A 円AA383383 2 2.5050 6 6.5050 × × 

2 25 A5A R RA353A353 2 2.9090 6 6.0909 × × 

2 25 A5A R RA379A379 2 2.0000 6 6.0000 × × 

2 25 A5A R RA368A36B 2 2.7070 5 5.9494 × × 

2 25 A5A R RA346A346 2 2.5050 5 5.8888 × × 

2 25 A5A R RA360A360 2 2.4040 5 5.5252 × × 

8 833 



図



… 
"¥ I jlWATE 

/μ;: 
、LへJ

f 
ノヨJ.-'..r

F ノ

/ 
，<'.匂〆

ム

J 
J 

、
、ー，

、"'.~目、
ピ .r..... j 
~." 

ロ

(
(
1
5
1
、

¥
j
!
 

、¥
γ¥  ..， 

乱、
、、、

¥ 

、
l
l
t
J
/
¥

台太郎遺跡位置図(1 : 100，000) 

87 

第 1図

ノ
〆

{
 

¥
 

t
L
 

j
 

、

¥ 

¥ 

¥
 

ト



第2図 盛南地区遺跡群位置図(新街区は盛岡南新都市開発整備事業)
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001 土師器杯-RA304-B層(No.1)

002 土師器杯-RA304-B層

RA304 

003 土師器窪-RA304-B層

三ιノミ宇~;I
005 あかやき土器杯一RA307ーカマド左袖 006 須恵器涼一RA307-SE区C層

RA307 

004 土銅器蕎-RA304-B層

川忌喜安
010 土師器高台付坪-RA308-B層

007 土師器杯-RA308ー煙道E層 008 土師器杯-RA308ー煙道E層
009 あかやき土器坪 RA308 煙道E層

011 須恵器準-RA308-NE区日層

三子ぐ
012 須恵器饗-RA308-WE区日層

RA308 

三金グ
013 土師器杯一RA312 カマド左袖

三脚/
015 土師器高台付杯一RA312 カマド左袖

014 土師器杯 RA312ーカマド崩壊土

RA312 
016 土銅器饗円A312ーカマド崩壊土

、;二よ~ 、二二:土二三グ

018 あかやき土器杯一RA315-E区A層

017 須恵器杯一RA314-B層 020 須恵器杯 RA316-NW区A層

RA314 日A315 019 須恵器杯一RA315ー煙道埋土。

第 138図第 24次調査出土土器 (1) 
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、三杢ザ

021 土師器坪-RA305-NW区D層

閥駒臨一杯ト円…一-RA…円陥A

ノ
024 あかやき土器杯-RA305ーカマドa袖

あかやき土器坪 RA305一カマドa袖

で二二71主ブビ主プ~

026 須恵器杯一RA305-SE区B層

瓦J三男/

032 土師器護 RA305ーカマド b煙道

034 あかやき土器嚢-RA305ーカマド焚口

027 須恵器杯一円A305ー貯蔵穴 029 ~頁恵器坪-RA305-NE区B層
028 須恵器杯-RA305ーカマド袖J層

'rl~{ 

031 土師器高台付杯 RA305-NEIZC層

033 土師器饗 RA305 貯蔵穴

038 須恵器長頚瓶一RA305ー床面

035 あかや吉土器奏円A305 カマド a袖

RA305 

036 あかやきごと器奮-RA305-SW区B麿
。 1 : 4 20cm 
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042 須恵器坪 RA313-SE区一床構築土

040 土師器杯-RA313 カマド右袖

t二コ閣時W
039 土師器部 RA313ーカマド焚口 \て一一一←~う/

刻書rxJ . ，:::-:一一一ょ~ ミー乙三王子
041 土師器坪-RA313ーカマド左袖

RA313 

046 土師器饗 RA317-NE区埋土

円A317

050 土自国器杯 RA319-SE区A層
刻書rxHユ」

RA319 

047 土師器護 RA317-SE区B層

048 土師器杯一RA317-B層

051 土師器坪-RA319ーカマド右袖(No.1)

052 土師器球胴護-RA319-NWI2S:A層

。

第 140図第24次調査出土土器 (3)
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045 須恵器坪-RA313-~里土

主三三ョググ

049 須恵器杯一RA320-SE区(No.1)

RA320 

053 土師器聾-RA319-NE区A層

1: 4 20cm 



ν!y 
054 あかやき土器杯 RA321ー検出面

055 土師器杯 RA321-NE区床構築土

RA321 
056 土師器鉢-RA321-SE区床構築土

三fフ 三野
058 土師器杯 RA322-SW区B層

τι/三ヰゴ
059 あかやき土器坪-RA322ー床面(No.5) 060 あかやき土器杯 RA322 カマド袖

vfトゴ
061 あかやき土器-RA322カマド袖

RA322 062 土師器窪-RA322ーカマド崩壊こと

ミ~!

d 
063 あかやき土器寮 RA322ーカマド(No.s)

溝跡

064 土師器杯一RG327ー埋土刻書「キ」
。

第 141図 第24次調査出土土器 (4)

ζコ二C二3
065 紡錘車一RA304 日層

日
068 砥石-RA322ー床面(Nロ1)umu 

⑤ 067 土録-RA308-SE区A層

066 土錘-RA308-SE区A層
。
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三三三生三/¥斗J 」二~
069 あかやき土器椀 RA322ーC層

RA322 

071 須恵器坪-RA322-C漕

070 須恵器坪 RA322ー床面(No2) 072 須恵器杯 RA322-B層

073 土師器嚢-RA323-NW区床面(No.3)

RA323 

075 土師器饗-RA325-NW区A層

RA324 

077 須恵器杯一RA327ーB層

079 土師器奮-RA327-NE区A層

RA327 

J 
076 須恵器護-RA325-SE区A層

RA325 

078 あかやき土器杯-RA327ーカマト支脚

門
川
ハ
川
1

082 須恵器護 RA327 煙道B層

080 土師器重量-RA327-SE区B層

1ffL3i::;:r 
083 土師器護 RA329 煙道D層

、-pi
RA338 

086 須恵器護 RA335-NE区A層
RA335 

。 1 : 4 20cm 
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三塁F買三塁叡
087 土師器杯 RA332-NW区A層

089 土師器鉢 RA332 床面(No1) 

091 土師器球胴聖書 RA335-A層

与
095 土師器坪-RA337 カマド右袖

088 土師器杯 RA332床面(No2)

RA332 

092 土師器片口鉢 RA335
NW区B層

090 土師器嘉一RA332ー煙道入口日層

RA335 

093 土師器坪 RA335-N巨区日膚

三主ダ
096 土師器杯 RA337 カマド右袖

勺ヰ空言ク
RA337 

097 須恵器護 RA337 カマド左袖

/ 
101 土師器嘉一RA341一日層

100 土銅器高台付杯
098 土師器杯 RA341-NE区A層 099 土師器杯一RA341-NE区A層 RA341-A層

RA341 

103 土姉器護-RA341-SE区日層
104 土師器重喜一RA341-SE区A層

102 土銅器察円A341-SWIXB層

-
d
 

105 須恵器窒-RA341-A層

。 1 : 4 20cm 
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106 土師器杯 RA345 床面(No.1)一刻書ixJ
107 土師器窪-RA345 床面(No.3)

110 土銅器杯 RA346-NE区A膚

RA346 

RA348 

111 須恵器窪 RA346-B層

113 須恵器嘉一RA348ー床面(No5)
112 土師器杯一RA348-SW区構築土

三塾?と一

115 土師器坪-RA349-NWIZA層

114 土師器杯一RA349-A層 RA349 

108 土師器護-RA345ーカマド袖(N口8)

109 土師器球腕饗 RA345 床面(Nロ6)

乙菅夢、Ij
117 須恵器坪 RA349-NW区A層

116 土師器杯 RA349 埋土

1:4 20cm 
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ビミダ三階ノ三主〆
121 土師器高台付土不 RA347-NE区A層

ブ120 土師器坪-RA347ー

W区A層一刻書jxJ
122 あかやき土器杯 RA347-A層

126 土師器察 RA347 カマド右袖K層

RA347 

123 須恵器坪 RA347-A層

L 
129 あかやき土器護 RA347 煙道

円

J
131 須恵器護 RA347-A層

124 須恵器杯 RA347-W区A膚

¥一ーと二グ

125 須恵器杯 RA347-NE区A震

128 土師器主主-RA347ーカマド左棺

130 あかやき土器聖書-RA347-NE区A層

RA350 

132 須恵器窪 RA347-NW区A震

てfノ
133 土銅器護-RA350-A層 134 土師器杯一RA354-SW区床面

RA354 

H
1
U
 。 20cm 

136 須恵器萎-RA354カマド袖

1 : 4 

135 土銅器球胴護 RA354-B層
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137 須恵器護-RA353 煙道C層

RA353 

138 土師器椀-RA355-NE区A盾

RA355 

139 土師器杯 RA361-A膚

RA361 

三壬デ

142 あかやき土器杯一RA356-床面Pit1
143 須恵器杯 RA356構築土

141 
144 あかやき土器婆-RA356-SW区A属

~竺フ

146 土師器杯一RA360-SE区A層

145 土師器高台付杯 RA357-

RA357 
中央南部埋土 RA360 

て~~r/ 三三Fク

147 須恵器杯一RA366-A膚(No6)
148 須恵器杯一RA366構築土

149 土姉器護-RA366 煙出B層

LJ三三イ50 ~JïJllì:~Jm-…層(地4)
RA366 

RA367 

。
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RA356 

151 土師器球綱饗 RA367-床面(No.4)

152 土師器護-RA367 床面(No.2)

1: 4 20c円1



156 土師器坪 RA371-SE区8層 157 土師器坪-RA371-NW区8層

153 土師器杯一RA370-A層一刻書ixJ

158 土師器球胴護 RA371-B盾

RA371 
(;j 

159 土師器奮 RA371-SW区B盾一刻書i(x)?J

154 土師器杯 RA370床面Pit1

155 土銅器球胴護 RA370-C層

日A370

165 土師器薬-RA373-SE区A層

164 土師器警円A373床面(No4) 166 土師器護-RA373床面(No4)

RA373 

160 土師器窪-RA372-SW区B層

。 1: 4 20cm 量三 167 土師器球胴奮

RA373-床面(No.3)
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長長Z 三.7九三
168 土師器杯-RA374-SE区A層 171 須恵器杯 RA379ー床面(No.1) 

170 須恵器坪-RA356b煙出J層

RA374 
169 土師器甑 RA374-NW区日層 IRA356b RA379 

三22iE4)二三)7戸よ)

176 土師器杯一RA381一日層(No2)
宅量販
177 土師器杯-RA381-A膚

181 土師器窪-RA381 日j嘗(No.1)

178 土帥器杯-RA381一日層(No3)

179 土師器高台付坪-RA381-A層

180 土師器大形坪-RA381-B層(No5)
RA381 

RA383 

182 土銅器聖書 RA381ー煙道

f 
RA380 

184 土師器坪 RA383 カマド左袖No.3
185 土銅器護-RA383カマド左袖No3

183 土銅器杯一RA380床面

。 1: 4 20cm 
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三F j 三プ三〆
戸三も

186 土師器杯 RE046-A層

187 あかやき土器坪-RE046-A層

RE047 

189 あかやき土器杯 RE047ー床間 190 あかやき土器坪 RE047-A層

188 土師器護-RE046-A層 RE046 

192 土師器杯 RD908-J.里土地3

191 土師器杯-RD871一理士

193 土師器嚢 RD868-A層

195 土銅器護-RD875 埋土
196 土師器護-RD875-A層

¥JF 己1
198 須恵器護 RG327-A層

6月 下J=YiC~t)] 
197 土師器杯 RG327-A層 199 須恵器窪 RG327-A層

194 士師器警 RD875 埋土

土坑 i蕎跡 。 1・4 20cm 

第 150図第25次調査A区出土土器 (8)
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守主FU問望夕
201 土師器杯-RG339-B層

203 土師器土不 RG339-B層

200 土師器杯 RG339-A層

三二〆でト〆¥JJ三二グ
205 須恵器杯一RG339ーD層

204 須恵器杯-RG339-B層 206 須恵器坪 RG339-C層 207 須恵器坪-RG339-C層

208 須恵器杯-RG339-D層

ミ主主

211 あかや吉土器杯 RG349-A層
7蕎~Jli 1

1
U
 

209 土師器護-RG339-B層

司王JF
o 1 : 4 20cm 

210 須恵器長頚瓶 RG339-B層

第 151図第25次調査A区出土土器 (9)

-92r=31 
亡コ ミL U 

--G 

-5 日U
214 フイコ羽口一RA336 埋土 216 7イゴ羽口-RA347-W区A層

必仁三日
215 7イゴ羽口-RA345 床面

213 紡錘車 RA374-SW区B層

。 1 : 4 20cm 

第 152図第25次調査A区出土土製品
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217 砥石-RA350ー埋土

にコ
218 砥石 RA371 床面

くコ
219 砥石 RA375埋土

。 1 : 4 20cm 

第 153図第25次調査A区出土石製品
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RA392 

~ース『苅

220 土姉器杯-RA392床面NO.1

221 土師器杯-RA392-床面NO.3

て二hョ〆

222 あかやき土器小皿-RA393 床箇NO.5

一ゴ

1
1
1

一

一

一

一

224 あかやき土器嚢-RA393-煙道C膚NO.2

~7 
223 あかやき土器杯-RA393ーカマドJ層

226 土銅器大形杯 RA396-B層地1

227 土師器察 RA396-B層

日A396

。 1: 4 

e~ 
して三三三コ

GD 

20cm 

228 土師器窪-RA396ーカマド

第 154図第 25次調査B区出土土器

日
亡ゴ

230 紡錘車 RA392-A層

231 紡錘車円A396-B層

第 155図第 25次調査B区出土土製品

190 

225 土舗器護-RA393-煙道底面NCl1

RA393 

229 土師器球胴窪 RA398-B層NO.3

。 1 : 4 20cm 



宅三重写 ミミ圏F
235 土師器杯 RG349-A層

232 土師器杯 RA467 床面NO.3

、ダ
233 土師器坪-RA467-SE区L盾

236 土師器士平日G352-A層
240 紡錘車 RA467ー床面NO.8

237 土師器察 RG352-A層

234 土師器奏 RA467煙道J層

RA467 

えy

238 須恵器嚢-RG349ー埋土

。 1: 4 20cm 
239 須恵器窪-RG364-J.里土

第 156図 第 27次調査A区出土土器・土製品
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RA484 

241 土師器球嗣窪 RA484床面NO.1

RA485 

242 土師器球胴饗 RA484床面NO.1

RA487 

246 土師器坪-RA487-NE区A層 247 土師器杯-RA489-L層

243 土師器護-RA485床面 249 土師器審 RA489 床面

248 土師器窪-RA489ーカマドJ層

244 土師器 RA485埋土

RA488 

250 土姉器準-RA489ー床面NQ4

251 土師器球胴護 RA489 床面NQ1
245 土師器杯 RA488-SE区A層

RA489 。 1 : 4 20cm 

第 157図第27次調査B区出土土器 (1) 
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RA490 

252 土師器杯一RA490-SE~互A層
刻書[特」

ミ量
253 土師器杯 RA490-NE区L層

254 土師器杯 RA490 カマド付近J層

RA491① 

260 土師器杯 RA491-C層

262 土師器杯一RA491

265 土師器室喜一RA491ーカマド中由K層NQ2

255 土師器杯 RA490-NW区A漕

256 土師器護-RA490ーカマド右袖K層

弐三3d
258 須恵器坪 RA491-B膚

261 土師器坪-RA491-SE区A庸

263 土師器大形鉢 RA491-Pit10

266 土師器護 RA491ー床面No.8

。

第 158図第27次調査B区出土土器 (2)

193 

257 土師器窪 RA490ーカマド付近J膚No.2

259 土師器杯 RA491 床箇

264 土師器護-RA491-B層

267 土師器護 RA491 カマド袖K麿

1 : 4 20cm 



RA491② 

269 土師器球胴護-RA491ーカマド右袖N<l7

268 土師器球胴護-RA491ーC層

RA492 

274 土師器杯一RA492-SE区B層

271 土師器杯-RA492-SW区J盾

273 土師器杯一RA492-SE区B膚

276 土師器窪 RA492-NW区A層

270 土師器大窪 RA491ー床面

279 土師器高台付杯 RA496床面

277 土師器奮-RA493床面No.3 278 土師器窪-RA496ー床面
。 1 : 4 20cm 

第 159図第 27次調査BIK出土土器 (3)
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280 土師器杯 RG339-C層

ミしイ

きヘ

ド、とど

282 土師器杯 RG339-C層

ヒーてこ1帯情弓;;3

284 土師器盤血 RG339 日j冨

ミ弓7~J~;/ ミーノ
286 須恵器坪-RG339ーC膚

285 あかやき土器亦 RG339-C層 287 須恵器坪-RG339-B層 288 須恵器杯一RG339-C層

R 三 、 三二t三ヌ
289 須恵器坪-RG339ーC層

290 須恵器杯 RG339-C層 291 須恵器坪-RG339-C層

2JLf三エ〆三三7
295 須恵器杯一RG339-B層

297 土師器片口鉢 RG339ーC層

RG339① 

。 1: 4 20cm 299 あかやき土器警 RG339-C層 w

第 160図第27次調査B区出土土器 (4)
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~j;' 

292 須恵器杯-RG339ーC層

三三7



300 須恵器護-RG339-C層

RG378 

三些ノ

303 土師器高台付杯 RG378-A層

。 1 : 4 

308 土師器護-RA471-NW区床面NO.1

311 土師器杯-RA193-NE区B麿

301 須恵器護 RG339-A層 302 須恵器護 RG339-B層

RG339② 

305 土師器杯 RD1087-A盾
304 須恵器護 RG378-A層

2EY 
20cm 307 ミニチュア土器

RA492-NW区A層

第 161図 第 27次調査B区出土土器・土製品

309 土師器杯一RA479ー床面H口2

。

第 162圏第 28次調査出土土器

三士二プ

¥二主ニグ

310 須恵器杯 RA480 床面

1 : 4 

¥些型:ョグ

作¥
312 須恵器杯 RA500ーベルト西側 313 須恵器杯 RA500-NW区A層

墨書r(不明)J

。 1 : 4 

第 163図第32次調査B区出土土器
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20cm 

20c円円



314 土師器杯 RA502-SE区C層 ーゾ
RA502 

315 土師器士不 RA502-N区L膚
316 土師器舟底形土不 RA502-SE区B層

三野ミム二〆ミ主三円三プ
318 土師器坪-RG045-A膚 319 あかやき土器杯-RG045-A層

三L7tifh膚

322 須恵器杯 RG045-A層

RG042 RD1087 

325 土師器護 RG042-B層

326 土師器護-RG042一日層

ロ (~s}:y

321 須恵器坪 RG045-B層

324 須恵器奮 RG045-A膚

重量

三

327 土師器獲-RD1087-B層

。 1 : 4 

RG045 

20cm 

第 164図 第 32次調査C区出土土器・土製品
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if w， u-M，"，-3 欝-~
504 鉢-RA332-SW区A層

502 鉢 RA322 撹乱内

501 浅鉢 A区函部遺物包含層

505 鉢 RA355-NE区A麿

509 深鉢 RA327-SW区B層

1鑓?
506 深鉢-RA323-A層

510 深鉢 RA327-SW区B層

512 萱 RP001埋没土器

507 深鉢-RA322-A層

511 深 鉢 日A330 構築士

¥ 
¥ 

第 165図 第 25次調査A区出土縄文土器・弥生土器

198 

508 深鉢-RA325 撹乱内

縄文

弥生

。 1 : 3 10cm 



E
U
(〕

σコ

随
田

j
円
ト
田
口

E
I
l救
賎

↑

田

町一U
H
脚
碍
護

判
割
!
?
口
一
回
目
山
市
)
E
l棚
田

寸

旧

どこ三二ミ

鵬
刊
料
理
握
・
晦
刊
制
器
刊
召
凶

Cコとここコ副

君臨
B 

語 旧

?? 
骨似司

C工ー------ 阻里、¥、--，_ <( 

!?-s 
蹴

ミ喜

亡ミミグ
l 凶里

世直

匝聖
〈玄

ーミミミ国
ifJ 

i 書
〈工
ロニ

欄4

E5 

患
とミミここミ 阻E

! ?  
E号

τ 欄A

Gl 

皿
田
凶
主
的
但
田
町
J1E

糊~
 

五千三グ;
恒
国
一
回

ω
Z
l
白
田
町

4
E
l蜘
↑

円

山

子、
檀
〈
凶
凶

Z

寸
ド
円

4
E
棚

田

刊

旧

内
阻E

凶

ph; 
欄4

ミミミミ

l E 

S 
J手
γ繍

判
別
i
寸
刊
の

O
E
l制
的

問

山

→→ 
堅田

i:l 
σコ
に3
ロ二

tι 鴨4
内 2 司、、

Cコ
2g  
キ

d ， 

ro 

ーミコ盟

I~ 

むとミ?

?繍

世
4
凶
凶

Z
l
m由一
U
J
1
t
l棚
回

目

的

む
jliti--

組
〈
!
?
D
∞
町
N
O
E
l剛
棚
田
↑
目

見

日
明
軒
l
円
四
円
J
H
E
l側
∞

↑

目

h
l
 

bili--x 

。。」[国
・
〈
桝
寵
対
的
N

拙

図

S
F
措

g
v
h山
随

〈

l
g
w
m
v
J
1
z
l棚
田

寸

旧

#

E

E

 

品一

~

-

4

国E
ιコ

E二コ 59
l 干

害
〈ξ
臼二

冊4

s 
ζこここL

戸とこ二三

士H
Lι 
凡h

阻聖
ロコ

Q) 
て才

σコ
に5
ロ=
蝿4

にo

~:~ ~ 

岡
田
凶
主
的

i
白
田
町

4
E

棚

田

白

山

とこごご二コ、三
子、プ

四
J
H
l
↑
田
町
〈
正
ー
l
棚
田
一
山
田

の

細
沼
山
牢

l
積

恒

凶

〈

l
酬
棚
田
一
山
田

随

J
H
iド
ド
由
口
匝
棚
田
目
的

九コ

オ
軒
町
田
〉

Cミk

l? 
ro 

5 
α士

側4

ば3

ばコ

組
〈
一

i
由
回
目
口
E
1
1
1
慨

寸

↑

旧

?
 
三i



552 深鉢-RG363-A層

552鉢-RG364-A層

558嚢 RG350-A層

565 襲 RG348-01富

568 棄 RG350検出直

601 RZ029ー底面

轍
一
一
明
暗

559 護ーヒ。ットj里士

553 深鉢 RG348-A層

第 167図 第 27次調査A区出土縄文土器

琵E疋出:::rr:.，:;:ム

560 饗一円G348-0層

566 護-RG352一日j書

569 ~-RG350ー検出面

554 深鉢 RG352-A層

557 藁 RG350-A層

561 奮 A区検出面 562窪 RG364-A層

第 168図第27次調査A区出土弥生土器

567嚢 RG348-0層

パ

ν
huパハ川
1

。

第 169図第27次調査A区出土古銭

570 奮 RG348一口層

602 RZ029底面

。 1 : 3 10cm 

7 
564 護-A区検出直

10cm 

10cm 

200 

571 要 RG364-検出面

。 1 : 3 

1 : 2 



写真図版



第 24次調査RA305出土土器

第 25次調査A区RA327出土土器

第 1図版 第 24次調査・第 25次調査A区竪穴住居跡出土土器

203 



第 25次調査A区RA341出土土器

第 25次調査A区RA345出土土器

第 2図版 第 25次調査A区竪穴住居跡出土土器 (1) 

204 



第 25次調査A区RA373出土土器

第 25次調査A区RA381出土土器

第 3図版 第 25次調査A区竪穴住居跡出土土器 (2)

205 



001土師器卸・RA304 006須恵器汚・RA307 007土師器坪-RA308

008土師器亦・RA308 009あかやき土器亦-RA308 013土師器坪-RA312

022土師器卸・RA305 024あかやき土器坪-RA305 025あかやき土器杯・RA305

027須恵器耳、-RA305 028須恵器杯-RA305 030須恵器杯-RA305

031土師器高台付杯・RA305 039土師器卸-RA313 042須恵器坪-RA313

043須恵器坪-RA313 045須恵器杯・RA313 048土師器卸・RA317

第 4図版第 24次調査出土土器 (1) 

206 



050土師器杯-RA319 055土師器坪-RA321

059あかやき土器亦 -RA322 060 あかやき土器坪ーRA322

004土師器護-RA304 034あかやき土器饗 ・RA305

046土師器斐 -RA317 053土師器饗 -RA319

第 5図版第 24次調査出土土器 (2)

207 

「 司・町一→ 一一一二羽

位??185127ja
- ~ふ叫が 』 温

058土師器杯・RA322

064土師器杯幽RG327

038須恵器長頚瓶-RA305



070須恵器杯-RA322 077須恵器亦-RA327 078あかやき土器杯-RA327

085あかやき土器杯-RA338 088 土師器杯・RA332 092土師器片口鉢-RA335

093土師器杯・RA335 095土師器卸-RA337 096土師器杯-RA337

098土師器杯・RA341 099土師器郊-RA341 106土師器杯-RA345

110土師器郎-RA346 114土師器坪-RA349 116土師器杯・RA349

118須恵器脚付盤皿-RA349 123須恵器郊司RA347 134土師器杯、-RA354

第 6図版第 25次調査A区出土土器 (1) 

208 



138土師器椀-RA355 139土師器杯-RA361 142あかやき土器杯司RA356

147須恵器町、-RA366 153土師器杯、-RA370 154土師器坪・RA370

156土師器杯-RA371 161土師器杯-RA373 170 須恵器耳、 ~RA356b

171須恵器坪-RA379 172須恵器汚・RA378 173須恵器卸-RA378

174須恵器杯-RA378 176土師器卸・RA381 177土師器杯・RA381

178土師器杯開RA381 179土師器高台付杯・RA381 180土師器大形杯-RA381

第 7図版第 25次調査A区出土土器 (2)

209 



183土師器卸・RA380 191土師器杯-RD871

201土師器杯・RG339 204須恵器部-RG339

080土師器聾-RA327 094土師器蜜・RA335

104土師器碧・RA341 107土師器饗-RA345

第 8図版第 25次調査A区出土土器 (3)

210 

192土師器杯・RD908

206須恵器坪・RG339

I時 I 者

t.・
103土師器斐 -RA341

108土師器碧・RA345



109土師器球胴聾・RA345 130あかやき土器斐 -RA347 133土師器鷺 -RA350

園周忌置

信ー

135土師器球胴護-RA354 151土師器球胴斐-RA367 152土師器警 -RA367

160土師器斐 -RA372 165土師器護-RA373 166土師器嚢 -RA373

第 9図版第 25次調査A区出土土器 (4)

211 



222あかやき土器小皿 -RA393 226土師器大形杯-RA396

232土師器珂、-RA467 233土師器杯 -RA467 236土師器杯羽G352

第 10図版第 25次調査B区・第 27次調査A区出土土器

212 



246土師器耳、-RA487

253土師器杯-RA490

(ア ~ 副

圏一WF
260土師器杯-RA491

282土師器町、-RG339

290須恵器坪ーRG339

297土師器片口鉢-RG339

247土師器坪-RA489 252土師器坪・RA490

255土師器亦・RA490 259土師器杯・RA491

279土師器高台付杯・RA496 280土師器杯-RG339

285あかやき土器杯-RG339 287須恵器坪-RG339

291須恵器耳、-RG339 294須恵器杯司RG339

303土師器高台付杯司RG378 305土師器杯羽01087

第 11図版第 27次調査 B区出土土器 (1) 

213 



256 土師器斐-RA490 264土師器饗-RA491 306土師器棄 -RD1078

第 12図版第 27次調査 B区出土土器 (2)

214 



316土師器舟底形杯-RA502 318土師器卸・RG045 319あかやき土器杯羽G045

320須恵器杯-RG045 321須恵器坪・RG045

327土師器聾 -RD1087

第 13図版第 32次調査 C区出土土器

215 



039刻書 ixJ(土師器杯)，第 24次調査 RA313 050刻書 ixJ(土師器杯、)，第 24次調査 RA319

106刻書 ixJ(土師器杯)，第 25次調査A区 RA345 120刻書 ixJ(土師器杯)，第 25次調査A区 RA347

153主IJ書 ixJ(土師器杯)，第 25次調査A区 RA370 252刻書 i#J(土師器耳、)，第 27次調査 B区 RA490

281墨書 「山J(土師器杯)，第 27次調査 B区 RG339 313墨書 i(不明)J(須恵器杯)，第 32次調査 B区 RA500

第 14図版墨書 ・刻書土器

216 
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査爾積 調査原悶

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (世界測地系) (ぱ)

だいたろういせき いわてけんもりおかし 03201 39' 141' 9次 1993.5.11 50り 土地区画整理
事業等

台太郎遺跡 岩手県盛岡市 40' 08' 10次:1995.4.4-4.6 1，200 

むかいなかの 57グ 25" 11次・1995.6.19-6.27 320 

向中野 12次:1995.9.1-11.30 5.174 

だいたろうょうかいちば 13次:1996.10.14-10.25 4，064 

台太郎八日市場ほか 14次:1996.11.25-11.28 25 

17次:1997.8.23 10 

20次:1998.9.17-12.21 1.400 

21次:1998.9.25 28 

24次:1999.5.6 7.16 3.425 

25次:1999ヱ7-12.15 3，674 

27次:2000.6.12-11.14 2，513 

28次:2000.6.12-11.14 460 

29次沼000.7.19-8.25 125 

30次却00.7.25-7.31 35 

31次:2000.8.1-8.8 128 

32次沼000.9.18-10.20 1.030 

33次2000.9.22-10.13 695 

34次:2000.11.20・21 156 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台太郎遺跡 集落

第9次調査 なし 試掘確認調査

第10次調査 古代 土坑 i蓉跡，柱穴 試掘確認調査

第11次調査 なし 試掘確認、調査

第12次調査 古代
竪穴住居跡，士坑，

試掘確認調査
j弄跡，柱穴

第13次調査 古代
竪穴住居跡，土坑，

試掘確認、調査
i奪跡，柱穴

第14次調査 古代 竪穴住居跡，溝跡

第20次調査
古代以降 土坑9，i葬跡19， 土師器，須恵器，あかやき土器

柱穴群

中世近世陶磁器

第24次調査 古代 竪穴住居跡20 土師器，須恵、器，あかやき土器

紡錘事，土錘，砥石

古代以降 土坑15，i茸跡51，
道路状遺構

中世以降 掘立柱建物跡1. 中世陶磁器

柱列跡2

第25次調査 縄文時代 縄文土器

弥生時代 土器埋設遺構1 弥生土器，続縄文土器

古代 竪穴住居跡73 土師器，須恵器，あかやき土器

紡錘車，フイゴ羽口，砥石

古代以降 土坑墓2，土坑68，
溝跡32

中世以降 大溝跡1 近世陶磁器

第27次調査 縄文時代，弥生時代 縄文土器，弥生土器

古代 竪穴住居跡21 土師器，須恵器，あかやき土器

紡錘車， ミニチュア土器

古代以降 土坑23，溝跡30

近世以降 土坑墓2 古銭



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台太郎遺跡 集落

第28次調査 古代 竪穴住居跡9 土師器，須恵器，あかやき土器

古代以降 土坑 10.溝跡2 中世陶磁器

中世以降 掘立柱建物跡 1.柱

列跡2

第29次調査 古代 竪穴住居跡 1 土師器

近世以降 土坑3

第 30次調査 古代 竪穴状遺構1 土師器，あかやき土器

第31次調査 古代 豊臣穴住居跡2

古代以降 溝跡2

第 32次調査 古代 竪穴住居跡6 土師器，須恵器，あかやき土器

フイゴ5j5j口

古代以降 土坑 7.i葬跡8

中世以降 溝跡 1 中世・近世陶磁器

近世以降 井戸跡2 近世陶磁器

第 33次調査 古代 竪穴住居跡3 試掘保存措置

古代以降 j蒜跡3

第34次調査 古代 竪穴住居跡 .i存跡 試掘保存措置

盛南地区遺跡群は，平安時代初頭の延暦22年 (803)に朝廷が造営した古代城柵「志波城」の南東方に位置し. 7世紀

より続く一大勢力「志波エミシJが 10世紀まで拠点とした古代集落群が主に確認されている。台太郎遺跡は，古代

要約 の竪穴住居跡が600棟以上を数え，感南地区遺跡群で最大の集落である。本書掲載の調査では奈良平安時代の竪穴

住居跡 133棟を精査し，多数の遺物が出土しており，主に遺跡西端部と北端部の集落の様相を明らかにすることがで

きた。
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